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はじめに

•対象読者（xiiiページ）
•表記法（xiiiページ）
•関連 Cisco UCS資料（xvページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xvページ）

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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安全上の重要な注意事項

This warning symbol means danger.人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機
器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意し

てください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全に

ついての警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な「『Cisco

UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、「Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software」を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.1(1a)の新機能および変更された動作について説明
します。

表 1 : Cisco UCS Manager、リリース 4.1(1a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

ボリューム管理デバイス

(VMD)の設定（111ページ）
CiscoUCSManagerCPU (VRoC)
の Intel®仮想 RAIDサポート
では、VMD対応 Intel® NVMe
SSDドライブの BIOS内で
RAIDボリュームを作成および
管理できます。

VMDを搭載している CPU
(VRoC)の仮想 RAID

ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.1(2a)の新機能および変更された動作について説明
します。

表 2 : Cisco UCS Manager、リリース 4.1(2a)の新機能および動作変更

参照先説明機能

データを安全に削除する（136
ページ）

委員会規制 (EU) 2019/424に準
拠するためのデータの安全な

削除は、一部の Cisco UCS
サーバでサポートされていま

す。

データを安全に削除する
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新機能および変更された機能に関する情報

新機能および変更された機能に関する情報



第 2 章

概要

•概要（3ページ）
• Cisco UCS Managerユーザマニュアル（4ページ）
•ストレージオプション（5ページ）
•ストレージ設計の考慮事項（6ページ）
•ストレージ設定の順序（7ページ）
•ストレージプロトコル（7ページ）
• UCS Managerの [SAN]タブ（8ページ）

概要
このガイドでは、次のようなストレージ管理タスクを設定する方法について説明します。

•ポートおよびポートチャネル

•ネームド VSAN

• SANピングループ

• SANアップリンク

• Pools

• FC IDの割り当て

•ストレージ関連ポリシー

•ストレージプロファイル

• FlexFlash SDカードのサポート

•ダイレクトアタッチドストレージ

•ストレージインベントリ
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Cisco UCS Managerユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco
UCSManagerの初期設定や構成のベストプ
ラクティスなど、稼働前に必要な操作につ

いて説明しています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

CiscoUCSManagerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イ

ンフラストラクチャのコンポーネントにつ

いて説明します。

CiscoUCSManager InfrastructureManagement Guide

ファームウェアのダウンロードと管理、自

動インストールによるアップグレード、

サービスプロファイルによるアップグレー

ド、ファームウェアの自動同期によるエン

ドポイントでの直接アップグレード、機能

カタログの管理、展開シナリオ、およびト

ラブルシューティングについて説明してい

ます。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCSドメインへ
のCisco UCSCentralの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説

明しています。

『Cisco UCSManager StorageManagement Guide』

Cisco UCSManagerの LANやVLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につ

いて説明しています。

『CiscoUCSManagerNetworkManagementGuide』
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/4-0/b_UCSM_Getting_Started_Guide_4_0.html
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/4-0/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_4_0.html


説明ガイド

CiscoUCSManagerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理される
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合

ストレージオプション
UCS Managerのストレージオプションとそれぞれのオプションの利点について説明します。

図 1 : Cisco UCS Managerのストレージオプション

•ダイレクトアタッチドストレージ（DAS）：これはサーバ内で使用可能なストレージで
あり、並行 SCSI実装内のマザーボード経由でシステムに直接接続されます。DASは一般
に、キャプティブストレージと呼ばれています。キャプティブストレージトポロジ内の

デバイスは、ストレージネットワークへのダイレクトアクセスが提供されておらず、ス

トレージの効率的な共有をサポートしていません。DASのデータにアクセスするには、フ
ロントエンドネットワークを経由する必要があります。DASデバイスは、他のサーバに
対するモビリティがほとんどなく、拡張性も高くはありません。

DASデバイスではファイル共有に制限があり、実装と管理が複雑になることがあります。
たとえば、DASデバイスでデータのバックアップをサポートするには、ホスト上のリソー
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スと、他のシステムが使用できないスペアディスクシステムが必要です。このストレー

ジのコストとパフォーマンスは、サーバ内のディスクとRAIDコントローラカードによっ
て決まります。DASは安価で簡単に設定できますが、ハイエンドストレージが備える拡
張性、パフォーマンス、および高度な機能はありません。

•ネットワークアタッチドストレージ（NAS）：このストレージは通常、ファイルシステ
ムへのアクセスを提供するアプライアンスです。このストレージは、サーバで利用できる

ネットワークファイルシステム（NFS）や Common Internet File System（CIFS）共有と同
じくらいシンプルです。標準的な NASデバイスは、コスト効率が高く、パフォーマンス
はそれほど高くありませんが、容量は非常に大きく、信頼性を確保するための冗長性を備

えています。NASは通常、手頃な価格で簡単に設定することができ、一部の高度な機能も
備えていますが、SANが備える拡張性、パフォーマンス、および高度な機能はありませ
ん。

•ストレージエリアネットワーク（SAN）：SANは、サーバとストレージデバイスを接続
することに特化した高速ネットワークです。SANでは、スイッチやディレクタなどの相互
接続要素を使用したネットワーク全体のエニーツーエニー接続が可能になります。従来型

のサーバとストレージの間の専用接続を排除し、サーバが事実上、ストレージデバイスを

所有して管理するという概念もなくなります。また、サーバがアクセスできるデータ量の

制約も解消されます。現在は、個々のサーバに接続されたストレージデバイスの数によっ

てデータ量が制限されています。SANを使用すると柔軟なネットワーク構築が可能とな
り、1台のサーバまたは複数の異種サーバ間で共通のストレージユーティリティを共有で
きるようになります。ネットワークには、ディスク、テープ、光学式ストレージといった

多数のストレージデバイスを接続できます。さらに、ストレージユーティリティは、使

用するサーバから離れた場所に配置することができます。このタイプのストレージは、最

高レベルの信頼性、拡張性、パフォーマンスを提供します。SANのコストは、その他のス
トレージオプションと比較して非常に高くなります。

SANは、最も復元力が高く、スケーラブルでパフォーマンスの高いストレージですが、最
も高価であり、管理も複雑です。

ストレージ設計の考慮事項
UCSストレージの物理接続における設計上の考慮事項は、LANの物理接続と比較するとわず
かに異なります。SAN接続に関する設計上の考慮事項を次に示します。

•ノースバウンドストレージの物理接続では、LAN接続などの仮想ポートチャネル（vPC）
がサポートされません。

•ポートチャネルまたはトランキングを利用して、複数のストレージアップリンクポート
を結合して物理リンクの冗長性を確保することができます。

•ストレージリソースの冗長性はストレージ自体で管理され、その方法はベンダーによって
異なります。

• NexusまたはMDSファブリックスイッチのようなノースバウンドのシスコストレージデ
バイスを介してストレージに接続します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
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•ストレージを UCSファブリックインターコネクトに直接接続することができます。この
方法は、ファブリックインターコネクトの物理ポートを消費し、処理要件が増大するた

め、小規模な実装に推奨されます。

•ストレージリソースへのアクセスを提供するには、VSANやゾーン分割などのソフトウェ
ア設定が必要です。

ストレージ設定の順序
ストレージネットワークを設定するには、次の推奨される順序に従ってください。

1. サーバポート、アップリンクポート、および FCポートを設定して有効化します。

2. 管理 IPアドレスプールを作成します（通常は、UCS Managerの管理者 IPアドレスと同じ
サブネット上に作成します）。

3. UUIDプール、MACプール、WWNNプール、WWPNプールを作成します（または対応す
る「デフォルト」プールを入力します）。ドメインIDを埋め込みます。MACおよびWWPN
にはファブリック固有のプールを使用します（たとえば、Fabric-A、Fabric-B）。

4. SANブート用に、各ストレージアレイのブートターゲットに一意の「ブートポリシー」
を作成します。

5. VNICテンプレート（たとえば、eth0-A、eth1-B）を作成します。これらはいずれも上記の
MACプールから取得され、それぞれ Fabric-Aと Fabric-Bに関連付けられます。

6. VHBAテンプレート（たとえば、fc0-A、fc1-B）を作成します。これらはいずれも上記の
WWPNプールから取得され、それぞれ Fabric-Aと Fabric-Bに関連付けられます。

7. 必要に応じて、先に確立されたすべてのプール、ポリシー、およびテンプレートから取得
されるサービスプロファイルテンプレートを作成します。

8. テンプレートからサービスプロファイルをインスタンス化してサービスプロファイルを
特定のブレードに関連付けるか、またはサービスプロファイルテンプレートを特定のサー

バプールに関連付けるように設定します。

ストレージプロトコル
ファイバチャネル、iSCSI、および Fibre Channel over Ethernetは SAN接続用のプロトコルで
す。

• iSCSI：プリンタ、スキャナ、テープドライブ、およびストレージデバイスといったさま
ざまな I/O周辺機器を接続するための業界標準のプロトコルです。最も一般的な SCSIデ
バイスは、ディスクとテープライブラリです。
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SCSIは rawハードディスクストレージをサーバに接続するための主要なプロトコルで
す。SCSIプロトコルを使用してリモートストレージを制御するには、コマンドをカプセ
ル化するラッパーとして、FCや iSCSIなどのさまざまなテクノロジーが使用されます。

ファイバチャネルプロトコルは、SCSIトラフィックをカプセル化してコンピュータとス
トレージの間の接続を確立するためのインフラストラクチャを提供します。FCは、2、4、
8、および 16 Gbpsの速度で動作します。

•ファイバチャネル（FC）は次の要素で構成されています。

• rawストレージ容量を提供するハードディスクアレイ。

•ハードディスクを管理し、サーバに対してストレージ LUNおよびマスキングを提供
するストレージプロセッサ。

•ストレージプロセッサとサーバ HBAの間を接続するファイバチャネルスイッチ
（ファブリックとも呼ばれます）。

•ファイバチャネルホストバスアダプタ：これらはコンピュータにインストールさ
れ、SANへの接続を確立します。

ファイバチャネルは、ワールドワイド番号（WWN）でインフラストラクチャコンポーネ
ントを識別します。WWNは、FCデバイスを一意に識別する 64ビットのアドレスです。
MACアドレスと同様に、ベンダーに割り当てられたビットが含まれており、それによっ
てベンダーのデバイスを識別します。各エンドデバイス（HBAポートなど）にはワール
ドワイドポート番号（WWPN）が与えられ、各接続デバイス（ファブリックスイッチな
ど）にはワールドワイドノード番号（WWNN）が与えられます。

SANへの接続に使用されるファイバチャネル HBAはイニシエータと呼ばれ、LUNとし
てディスクを提供するファイバチャネル SANはターゲットと呼ばれます。ファイバチャ
ネルプロトコルは、イーサネットや TCP/IPプロトコルとは異なります。

• Fiber Channel over Ethernet（FCoE）転送は、ファイバチャネル配線を 10ギガビット
イーサネットケーブルで置き換えるもので、ユニファイド I/Oでのロスレス配信を実現し
ます。イーサネットは、ネットワークで広く使用されています。イーサネットにデータセ

ンターイーサネット（DCE）やプライオリティフロー制御（PFC）などの拡張を加えて、
データセンター向けに信頼性を高めることで、ファイバチャネルもイーサネット上に実装

されるようになります。この実装を FCoEと呼びます。

UCS Managerの [SAN]タブ
UCS管理者は、[SAN]タブから SAN（FC、iSCSI）やダイレクトアタッチド FC/FCoE、NAS
アプライアンス、および通信に関連する設定要素を作成、変更、および削除できます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [SAN Cloud]：このノードでは次の操作を実行できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
8

概要

UCS Managerの [SAN]タブ



SANアップリンク（ストレージポート、ポートチャネル、SANピングループなど）
を設定します。

•

• FC IDの割り当てを表示します。

• WWNプール（WWPN、WWxN、およびWWxNなど）、iSCSI修飾名（IQN）、プー
ルを設定します。

•特定のエンドポイントの FSM詳細を表示してタスクが成功または失敗したかどうか
を確認し、FSMを使用してエラーのトラブルシューティングを行います。

•ストレージのイベントやエラーをモニタして状態を管理します。

• [Storage Cloud]：このノードでは次の操作を実行できます。

•ストレージ FCリンクとストレージ FCoEインターフェイスを設定します（SANスト
レージマネージャを使用）。

• VSANの設定を行います。

• SANクラウドのイベントをモニタして状態を管理します。

• [Policies]：このノードでは次の操作を実行できます。

•しきい値のポリシー、クラス、およびプロパティを設定し、イベントをモニタしま
す。

•しきい値の組織およびサブ組織のストレージポリシー（デフォルト VHBA、動作、
FCアダプタ、LACP、SAN接続、SANコネクタ、および VHBAテンプレートなど）
を設定します。

• [Pools]：このノードでは、システムで定義されたプール（IQN、IQNサフィックス、
WWNN、WWPN、およびWWxNなど）を設定できます。

• [TrafficMonitoring Sessions]：このノードでは、システムで定義されたポートトラフィック
モニタリングセッションを設定できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
9

概要

UCS Managerの [SAN]タブ



Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
10

概要

UCS Managerの [SAN]タブ



C H A P T E R 3
SANポートおよびポートチャネル

•ポートモード（11ページ）
•ポートタイプ（12ページ）
•サーバポート, on page 13
•ファブリックインターコネクトのポートの再設定, on page 14
•ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディセーブル化（14ペー
ジ）

•ファブリックインターコネクトのポート設定解除, on page 15
•アプライアンスポート（16ページ）
• FCoEおよびファイバチャネルストレージポート, on page 18
• FCリンクの再調整（20ページ）
• FCアップリンクポートの設定（21ページ）
• FCoEアップリンクポート（21ページ）
•ユニファイドストレージポート（23ページ）
•ユニファイドアップリンクポート（25ページ）
•ポリシーベースのポートエラー処理（28ページ）
•ファイバチャネルポートチャネル（28ページ）
• FCoEポートチャネル数（34ページ）
•ユニファイドアップリンクポートチャネル（35ページ）

ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS
Managerで設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを
検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。
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ポートタイプ
ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネッ

トアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更され

た統合ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバ

チャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート
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SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

サーバポート

サーバポートの設定

リストされているすべてのポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モ

ジュールの両方で設定可能です。

このタスクでは、ポートの設定方法を1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] >

[Ethernet Ports]の順に展開します。

3. [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。
4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
6. ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]の順
に展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。
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ファブリックインターコネクトのポートの再設定

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 再設定するポートのノードを展開します。

4. 再設定するポートを 1つ以上クリックします。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
7. ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1. [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2. 上記のステップ 5および 6を実行します。

3. ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化

またはディセーブル化
ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってから
シャーシを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバ

トラフィックのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されな

いことがあります。
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ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未

設定の場合は、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

4. [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 設定を解除するポートのノードを展開します。

4. [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
8. [OK]をクリックします。
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DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクト
を接続する目的のみに使用されます。

ダウンロードするファームウェア実行可能ファイルの名前。したがって、新しい VLANに設
定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーにより、デフォルトで停止したままなりま

す。これらのアプライアンスポートを起動するには、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANク
ラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCSManagerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポー
トをサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。[General]タブか
らアプライアンスポートを設定することもできます。

アップリンクポートがダウンしているときにアプライアンスを設定すると、CiscoUCSManager
はアプライアンスポートに障害が発生していることを通知するエラーメッセージを表示する

場合があります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink
Fail]オプションで制御されます。

（注）
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ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合
は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。

a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用するモードを選
択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブルが表示され、使用する VLANを選択するこ
とができます。

• [Access]：Cisco UCS Manager GUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、このポー
トまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できます。

アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、LANク
ラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要があります。たとえば、
ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブリックインターコネク

トのストレージコントローラに障害が発生したときにトラフィックがセカンダリファブ

リックインターコネクトに確実にフェールオーバーされるようにする必要がある場合は、

トラフィックでアップリンクポートをトラバースする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入力します。
c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、[Select VLAN]ドロップダウンリストからVLAN
を選択します。

ステップ 11 （任意）エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンにし、名
前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。
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アプライアンスポートのプロパティの変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

4. [Ethernet Ports]を展開します。
5. プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

6. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
7. [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
8. [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。
9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスのスクロール
バーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

FCoEおよびファイバチャネルストレージポート

イーサネットポートの FCoEストレージポートとしての設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。
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始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する場合は、

適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

Cisco UCS 6454 Fabric InterconnectS、49 54のポートは、FCoEストレージポートとして設定することはでき
ません。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、97-108のポートは、FCoEストレージポートとし
て設定することはできません。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を 1種類だけ説明します。そのポートの
[General]タブから FCストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
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ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンク FCポートとして動作する FCストレージポートを復元する方
法を 1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定す
ることもできます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

FCリンクの再調整
FCアップリンクは、FCポートチャネルが使用されると自動的に調整されます。FCポート
チャネルを作成するには、ファイバチャネルポートチャネルの作成（29ページ）を参照し
てください。

ポートチャネルのメンバーでない FCアップリンク（個別の ISL）では、ロードバランシング
は FCアップリンクのバランシングアルゴリズムに基づいて行われます。FCアップリンクの
トランキングが無効の際に、ホストまたはサービスプロファイルの vHBAが使用可能な FC
アップリンクを選択するには、アップリンクと vHBAが同一の VSANに属している必要があ
ります。

アルゴリズムは、vHBAごとに、次の順序で FCアップリンクを探します。

1. 現在アップリンクにバインドされている vHBAの数に基づき、使用が最も少ない FCアッ
プリンク。

2. FCアップリンクが均等にバランシングされている場合は、ラウンドロビンを使用します。

このプロセスを他のすべての vHBAについても行います。アルゴリズムは、pre-FIP、FIPアダ
プタと FLOGI数などのその他のパラメータも考慮します。6 FLOGIに満たない場合、使用が
最も少ないコンポーネントは表示されないことがあります。
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ポート設定や他のアップリンクの状態の変更後、FCアップリンクを通過するトラフィックの
バランスが崩れた場合、各アダプタの vHBAをリセットし、ロードバランシングアルゴリズ
ムに FCアップリンクの現在の状態を評価させることでトラフィックを再度バランシングでき
ます。

FCアップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FCアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。FCアップリンク
ポートは、ポートの右クリックメニューから設定することもできます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの場合、FCアップリンク速度が 8
Gbpsの場合は、アップリンクスイッチでフィルパターンを IDLEとして設定します。フィル
パターンが IDLEに設定されていない場合、8Gbpsで動作しているFCアップリンクはerrDisabled
状態になる、断続的に SYNCを失う、またはエラーや不良パケットに気付く可能性がありま
す。

重要

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノードで、任意のストレージポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Actions]領域で、[Configure as Uplink Port]がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port]がアクティ
ブになります。

FCoEアップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインター
コネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイス

です。このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックと

ファイバチャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用の FCoEプロトコルを使用して
アップストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラ
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フィックとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることが

できます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• [FCoE uplink port]：ファイバチャネルトラフィック専用の FCoEアップリンクポートとし
て。

• [Uplink port]：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

• [Unified uplink port]：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィックを伝送するユ
ニファイドアップリンクポートとして。

FCoEアップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoEアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップリンク
イーサネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定するこ
ともできます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。
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ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレー
ジインターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュール

または拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポー

トまたは FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定す
るには、ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要

があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々のFCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLAN
が指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネ
イティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネ
イティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイド
ストレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物
理ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドスト

レージでアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが
物理ポートとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている
場合でも同様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー
ジポートで FCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライア
ンスインターフェイスは正常に動作し続けます。

アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを
設定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできま

す。未設定ポートから開始する場合、アプライアンスの設定または FCoEストレージの設定を
ポートに割り当てた後に、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別

の設定を追加します。

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードであることを確認し

ます。

重要
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

4. [Ethernet Ports]ノードの下で、すでにアプライアンスポートとして設定されているポート
を選択します。

5. [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
6. ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
8. Cisco UCSManager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表
示が [Unified Storage]に変わります。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、すでにアプライアンスポートとして設定されているポートを選択します。

[Work (作業)]ペインの [General (全般)]タブの [Properties (プロパティ)]領域で、[Role (役割)]が [Appliance
Storage (アプライアンスストレージ)]として表示されます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表示が [Unified
Storage]に変わります。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、いずれか一方を設

定解除し、もう一方をポートに保持することができます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 設定を解除するポートのノードを展開します。
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4. [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。
7. 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。
8. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
9. Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプション
に基づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• [Unconfigure FCoE Storage Port]

• [Unconfigure Appliance Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づいて、
[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定し
た場合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサ
ネットインターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応するVFCがイネーブ
ルまたはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポー
トがイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成して

いる物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします
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（FCoEアップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリ
ンクをディセーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクが
イネーブルであれば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常
に動作することができます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクポートまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドアップリンクポートを設定できます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 設定するポートのノードを展開します。

4. [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。
7. [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
8. ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。
9. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
10. Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。
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[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoE
ポート設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに

保持することができます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

3. 設定を解除するポートのノードを展開します。

4. [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択しま
す。

7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
8. Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプション
に基づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

9. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Unconfigure FCoE Uplink Port]

• [Unconfigure Uplink Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づいて、
[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Managerがアクティブなネットワークインターフェイス（NI）ポートでエラーを検
出し、エラーディセーブル機能が実装されている場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生し
た NIポートに接続されているそれぞれのファブリックインターコネクトポートを自動的に
ディセーブルにします。ファブリックインターコネクトポートがエラーディセーブルになっ

ているときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•ファブリックインターコネクトポートが error-disabledになっているポート、および接続
されている NIポートでエラーが発生したことを通知します。

•このポートは同じ Chassis/FEXに接続されている他のポートの障害になる可能性がなくな
ります。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的
に重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能

は、この状況を回避するのに役立ちます。

エラーベースアクションの設定

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] > [etherNiErrStats]の
順に展開します。

ステップ 3 デルタプロパティを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトポートでエラーディセーブル状態を実装するには、[Disable FI port when
fault is raised]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery]フィールドで、[Enable]を選択します。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time (inminutes)]フィー
ルドに必要な値を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルによって、複数の物理ファイバチャネルポートをグループ

化して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性
を提供することができます。Cisco UCS Managerでは、先にポートチャネルを作成してから、
そのポートチャネルにファイバチャネルポートを追加します。
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ファイバチャネルポートのチャネルは、シスコ以外のテクノロジーとの互換性がありません。（注）

Cisco UCS 6200、6300、6400シリーズファブリックインターコネクトを搭載した各Cisco UCS
ドメインで、最大 4個のファイバチャネルポートチャンネルを作成できます。各ファイバ
チャネルポートチャネルには、最大 16のアップリンクファイバチャネルポートを含めるこ
とができます。

各Cisco UCSドメインには、Cisco UCS 6324シリーズのファブリックインターコネクトを使用
して、最大 2つのファイバチャネルポートのチャネルを作成できます。各ファイバチャネル
ポートチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含めることができ
ます。

アップストリーム NPIVスイッチ上のファイバチャネルポートチャネルのチャネルモードが
アクティブに設定されていることを確認してください。メンバーポートとピアポートに同じ

チャネルモードが設定されていない場合、ポートチャネルはアップ状態になりません。チャ

ネルモードがアクティブに設定されている場合、ピアポートのチャネルグループモードに関

係なく、メンバーポートはピアポートとのポートチャネルプロトコルネゴシエーションを開

始します。チャネルグループで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサ

ポートしていない場合、またはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルト

でオンモードの動作に設定されます。アクティブポートチャネルモードでは、各端でポート

チャネルメンバーポートを明示的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動

リカバリが可能です。

この例は、チャネルモードをアクティブに設定する方法を示しています。

switch(config)# int po114
switch(config-if)# channel mode active

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

3. ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

4. [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。
5. [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。
6. [AddPorts]パネルで、ポートチャネルの管理速度を指定し、ポートチャネルにポートを追
加します。

7. [完了（Finish）]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、ポートチャネルの管理速度を指定し、ポートチャネルにポートを追加します。

[Port Channel Admin Speed] 1 Gbpsおよび 2 Gbpsは使用できませんCisco UCS 6400シリーズファブリック
インターコネクト。[Port Channel Admin Speed] 16 Gbpsおよび 32 GbpsはCisco UCS 6400シリーズファブ
リックインターコネクトに対してのみ使用可能です。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

3. イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Enable Port Channel]をクリックします。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

3. ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのポートの追加および削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

3. ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。
6. [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタン
をクリックして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選
択し、[<<]ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テー
ブルに追加します。

7. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリックして
[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]ボタ
ンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネル

ポートチャネルの管理速度が自動に設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的に調
整します。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

3. 変更するポートチャネルをクリックします。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Properties]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。
6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 変更するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Properties]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに対して指定されたユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。

[Name]フィールド

ポートチャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN]ドロップダウンリスト

ポートチャネルの管理スピード。ここに表示される

値は次のとおりです。

• [1 Gbps]

Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクトでは使用できま

せん。

（注）

• 2 Gbps

Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクトでは使用できま

せん。

（注）

• [4 Gbps]

• [8 Gbps]

• 16 Gbps

Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクトに対してのみ使

用可能。

（注）

• 32 Gpbs

Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクトに対してのみ使

用可能。

（注）

• [auto]

Cisco UCS 6400シリーズファブリッ
クインターコネクトでは使用できま

せん。

（注）

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

3. 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FCoEポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポー
トチャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラフィックを
イーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される

FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルで
す。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして
使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、 Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネッ
トポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィックは、FCoEトラ
フィックがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送
信されます。

FCoEポートチャネルの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

3. ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

4. [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。
5. [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指
定し、[Next]をクリックします。
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6. [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定しま
す。

7. [完了（Finish）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をク
リックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

FCoEポートチャネルの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。

3. 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユ
ニファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指

定されたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと

VFCが作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと
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FCoEトラフィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイー
サネットポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用さ

れます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポー
トセットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、CiscoUCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポー

トが追加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCSManagerは他のポー
トチャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリ

ンクポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがっ

て、FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルに
なっている場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場
合は、VFCのみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルで
あれば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポート
チャネルで正常に動作することができます。
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第 4 章

ファイバチャネルのゾーン分割

•ファイバチャネルゾーン分割に関する情報（37ページ）
• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート（38ページ）
• CiscoUCSManager-ベースのファイバチャネルゾーン分割に関するガイドラインおよび推
奨事項（40ページ）

•ファイバチャネルゾーン分割の設定（41ページ）
•ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成（42ページ）
•新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成（45ページ）
•ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除（48ページ）
•ファイバチャネルユーザゾーンの削除（49ページ）
•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー（49ページ）

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーン
に区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシ
エータとファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホスト

とストレージデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になりま

す。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データ損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできま
せん。
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•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、
ファイバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーン

セットには次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティ
ティとしてアクティブまたは非アクティブにできます。

•ゾーンセットへの変更は、ゾーンセットがアクティブになるまで適用されません。アク
ティブなゾーンセットに変更を加える場合は、変更を適用するためにそのゾーンセット

を再アクティブ化する必要があります。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCS Managerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割と Cisco UCS Manager
ベースのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内で
はゾーン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使っ

て Cisco UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続スト
レージとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのスト
レージはファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSロー
カルゾーン分割を使用してCiscoUCSManagerで実行されます。既存のファイバチャネル
または FCoEアップリンク接続を無効にする必要があります。 Cisco UCSは、UCSローカ
ルゾーン分割機能の使用と共存するアクティブなファイバチャネルまたは FCoEアップ
リンク接続を現在サポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000
スイッチを介してCiscoUCSドメインの外部から実行されます。この設定では、CiscoUCS
ドメインでのローカルゾーン分割はサポートされません。
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ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分割
With Cisco UCSManager-ベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSManagerは、このタイプのゾー
ン分割で設定されたすべてのVSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメイン
のファイバチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカル

ゾーン分割、または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたは FCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、 Cisco UCS Manager-ベースの
ゾーン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Manager-ベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

• [Single initiator single target] :Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポートのペアごと
に、ゾーンを 1つ自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーン
の数がサポートされている最大値を超えると予想される場合を除いて、このタイプのゾー

ン分割を設定することを推奨します。

• [Single initiator multiple targets]:Cisco UCS Managerは、vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に
作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想さ

れる場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBAイニシエータグループ

vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイ
バチャネルゾーン分割設定を決定します。 Cisco UCS Managerには、デフォルトの vHBAイ
ニシエータグループは含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファ

イルで vHBAイニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。

•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレー
ジアレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、 Cisco UCS Managerベースのファイバチャ
ネルゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージ

ポートが含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成でき

ます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続される

必要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのター

ゲットストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージ
ポートを使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバ
チャネルゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各VSANでは、CiscoUCSManagerは自動的
に 1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が
許可されたイニシエータとターゲットのセットを指定します。Cisco UCS Managerは、自動的
にそのゾーンセットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイ
バチャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット

間の必要な接続を決定します。Cisco UCS Managerは、イニシエータとターゲット間のペアワ
イズゾーンメンバーシップを構築するために、次の情報を使用します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチから
ゾーン分割設定を継承します。Cisco UCS Managerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設
定したり表示したりできません。VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するに
は、Cisco UCS Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。

Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考

慮してください。
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ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなけ
ればならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックイン
ターコネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモー

ドではファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構
成である場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一の VSANセットを設定するこ
とを推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了す
る必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、CiscoUCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外付け

ステップ 1

ファイバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り
離してください。

この機能は現在、Cisco UCS Manager GUIでは使用
できません。このステップは、Cisco UCS Manager
CLIで実行する必要があります。

CiscoUCSドメインにまだ外部ファイバチャネルス
イッチによって管理されたゾーンが含まれる場合

は、これらのゾーンを削除するために、影響を受け

たすべての VSANでclear-unmanaged-fc-zone-allコ
マンドを実行します。

ステップ 2

エンドホストモードではファイバチャネルゾーン

分割を設定できません。ファイバチャネルスイッ

ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステップ 3

チングモードの設定（211ページ）を参照してくだ
さい。

イーサネットポートのFCoEストレージポートとし
ての設定（18ページ）およびファイバチャネルス

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必

要なファイバチャネルとFCoEストレージポートを
設定します。

ステップ 4

トレージポートの設定（19ページ）を参照してく
ださい。
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目的コマンドまたはアクション

クラスタ設定では、SAN Uplinks Managerのファイ
バチャネルゾーンに組み込んで、共通/ブローバル

1つ以上のVSANを作成し、ファイバチャネルゾー
ンのトラフィック転送に必要なすべてのVSANで、
ファイバチャネルのゾーン分割を有効にします。

ステップ 5

設定を使用して両方のファブリックインターコネク

トにアクセスできるようにVSANを作成することを
お勧めします。ファイバチャネルゾーン分割用の

VSANの作成（42ページ）を参照してください。

必要に応じて、この手順を実行してサービスプロ

ファイルにファイバチャネルゾーン分割を設定す

1つ以上のファイバチャネルストレージ接続ポリ
シーを作成します。

ステップ 6

ることができます。ファイバチャネルゾーン分割

用の VSANの作成（42ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手順を完了します。ファイバチャネルゾーン経由で通信する必要があ

るサーバに対してサービスプロファイルまたはサー

ステップ 7

• vHBAに割り当てられた VSAN（複数の場合あ
り）のゾーン分割を有効にします。ファイバ

ビスプロファイルテンプレートにゾーン分割を設

定します。
チャネルゾーン分割用の VSANの作成（42
ページ）を参照してください。

• 1つ以上の vHBAイニシエータグループを設定
します。[Expert]ウィザードを使用したサービ
スプロファイルの作成（219ページ）を参照し
てください。

ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。
3. [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
4. [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
5. テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
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6. [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。

VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべての
VSANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインに対してファイバチャネル
ゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプションボタンを

クリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネルゾー
ン分割を処理します。またはファイバチャネルゾーン分割は、

CiscoUCSドメインに対して実行されません。CiscoUCSManager
はファイバチャネルゾーニングを設定しません。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerがファイバチャネルゾーン分割を
設定し、制御します Cisco UCSドメイン。

Cisco UCSManagerを介してファイバチャネルゾーン分割を
イネーブルにする場合は、ファイバチャネルゾーン分割に

使用されている VSANでアップストリームスイッチを設定
しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド
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説明名前

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定します。
次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブリック内
で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

• [Both Fabrics ConfiguredDifferently]：VSANは、使用可能なファブ
リックごとに異なる VSAN IDにマッピングされます。このオプ
ションを選択すると、 Cisco UCS Manager GUIに、各ファブリッ
クの[VSAN ID]フィールドと [FCoE VLAN]フィールドが表示さ
れます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079は予
約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使用する場合
は、3840～ 4079も予約済みの VSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り当てられた固有識
別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerで
は、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されます。4048を VLAN
に割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージ
ポートのネイティブ VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用
します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード前に VLAN
1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約され
ていないVLANIDに変更する必要があります。たとえば、デフォ
ルトを 4049に変更することを検討します（そのVLAN IDが使用
されていない場合）。

• CiscoUCSリリース2.0の新規インストール後：デフォルトVSAN
用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。
FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN 4049を使用
します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの FIP対
応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoEVLAN IDのネイティ
ブ VLANではないネームド VLANを使ってネームド VSANを設定す
る必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこ
れらのアダプタを通過できるようになります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成
新しいファイバチャネルゾーンプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

始める前に

VSANがファイバチャネルゾーン分割用に作成されていることを確認します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
3. [FC Zone Profiles]を右クリックして、[Create FC Zone Profile]を選択します。
4. [Create FC Zone Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
5. [Create FC User Zone]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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6. [Create FC Zone Member]ウィンドウの [OK]をクリックします。
7. [Create FC User Zone]ウィンドウの [OK]をクリックします。
8. [Create FC Zone Profile]ウィンドウの [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。

ステップ 3 [FC Zone Profiles]を右クリックして、[Create FC Zone Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create FC Zone Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

プロファイルの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

このフィールドは任意です。ゾーンプロファイルに

ついての簡単な説明を入力します。

[Description]フィールド

ゾーンプロファイルの必要な状態を選択します。[FC Zoning]オプションボタン

FCユーザゾーンを作成するには、テーブルの右側
にある [+]アイコンをクリックします。[Create FC
User Zone]ウィンドウが表示されます。FCユーザ
ゾーンを作成するための詳細について次の手順を続

行します。

[+]アイコンが無効の場合、テーブルのエ
ントリをクリックして、有効にします。

（注）

[FC User Zones]

ステップ 5 [Create FC User Zone]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
46

ファイバチャネルのゾーン分割

新しいファイバチャネルゾーンプロファイルの作成



説明フィールド

FCゾーンの名前です。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方
法を決定します。次のオプションから選択できま

す。

• [PathA]：ファブリックAにだけ存在するVSAN
IDへの VSANパスです。

• [PathB]：ファブリックBにだけ存在するVSAN
IDへの VSANパスです。

[Path]オプションボタン

VSANを選択するには、次のいずれかを実行します。（注）

• Select VSAN

• VSANの作成

• [Create Storage VSAN]

ネットワークにすでに存在するVSANに割り当てら
れる固有識別子です。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定で
きます。4079は予約済み VSAN IDです。エンドホ
ストモードでは、ファイバチャネルゾーン分割を

設定できません。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

新しいウィンドウに新しいVSANを作成するには、
[+]アイコンをクリックします。これにより、ファイ
バチャネルゾーン分割用のVSANの作成（42ペー
ジ）で同じタスクを実行することができます。VSAN
を作成したら、ここに戻り、チャネルゾーンプロ

ファイルの作成を続行できます。

[Create VSAN]リンク
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説明フィールド

新しいウィンドウに新しいストレージVSANを作成
するには、[+]アイコンをクリックします。これによ
り、ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作
成（42ページ）で同じタスクを実行することがで
きます。VSANを作成したら、ここに戻り、チャネ
ルゾーンプロファイルの作成を続行できます。

[Create Storage VSAN]リンク

ワールドワイドポート名（WWPN）を作成するに
は、テーブルの右側にある [+]アイコンをクリック
します。[Create FC Zone Member]ウィンドウが表示
されます。

このゾーンのWWPNを入力します。

[Member WWPNs]

ステップ 6 [Create FC Zone Member]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Create FC User Zone]ウィンドウの [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Create FC Zone Profile]ウィンドウの [OK]をクリックします。

新しく作成されたファイバチャネルゾーンプロファイルは、[FC Zone Profiles]の下に表示されます。

ファイバチャネルゾーンプロファイルの削除
ファイバチャネルゾーンプロファイルを削除するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
3. [FC Zone Profiles]をクリックします。
4. [Work]ペインで、削除するゾーンプロファイルの名前を右クリックします。
5. [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。

ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、削除するゾーンプロファイルの名前を右クリックします。

ステップ 5 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。
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ゾーンプロファイルは、システムから削除されます。

ファイバチャネルユーザゾーンの削除
ファイバチャネルユーザゾーンを削除するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。
3. [FC Zone Profiles]をクリックします。
4. [Work]ペインで、ゾーンプロファイルを選択します。
5. FCユーザゾーンに移動します。
6. 削除するユーザゾーンの名前を右クリックします。

7. [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[Storage Cloud]をクリックします。

ステップ 3 [FC Zone Profiles]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、ゾーンプロファイルを選択します。

ステップ 5 FCユーザゾーンに移動します。

ステップ 6 削除するユーザゾーンの名前を右クリックします。

ステップ 7 [Delete]を選択し、確認のために [Yes]をクリックします。

ユーザゾーンがシステムから削除されます。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
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3. [Storage Connection Policies]ノードを展開します。
4. 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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C H A P T E R 5
ネームド VSAN

•ネームド VSAN, on page 51
•ネームド VSANのファイバチャネルアップリンクトランキング（52ページ）
• VSANに関するガイドラインおよび推奨事項（52ページ）
•ネームド VSANの作成, on page 54
•ストレージ VSANの作成（55ページ）
•ネームド VSANの削除, on page 56
•ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDの変更（57ページ）
•ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネーブル化（58ページ）
•ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化（58ページ）

ネームド VSAN
ネームド VSANは、所定の外部 SANへの接続を作成します。VSANは、ブロードキャストト
ラフィックを含む、その外部 SANへのトラフィックを切り離します。1つのネームド VSAN
のトラフィックは、別のネームドVSANにトラフィックが存在していることを認識しますが、
そのトラフィックの読み取りまたはアクセスはできません。

ネームド VLANと同様、VSAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これ
により、ネームド VSANを使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバ
をグローバルにアップデートすることができます。外部SANとの通信を維持するために、サー
バを個別に再設定する必要はありません。同じ VSAN IDを使用して、複数のネームド VSAN
を作成できます。

クラスタ構成内のネームド VSAN

クラスタ構成では、1つのファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンク
ポート、または両方のファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンクポー

トにアクセスできるように、ネームド VSANを設定できます。
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ネームド VSANと FCoE VLAN ID

それぞれのネームド VSANに FCoE VLAN IDを設定する必要があります。このプロパティに
よって、VSANとそのファイバチャネルパケットの送信に使用する VLANを指定します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの FIP対応統合型ネットワークア
ダプタの場合は、FCoE VLAN IDのネイティブ VLANではないネームド VLANを使ってネー
ムド VSANを設定する必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこれら
のアダプタを通過できるようになります。

次の設定例では、ファブリック Aにマッピングされた vNICおよび vHBAを含むサービスプ
ロファイルが、FIP対応の統合型ネットワークアダプタを搭載したサーバに関連付けられま
す。

• vNICは VLAN 10を使用するように設定されています。

• VLAN 10は、vNICのネイティブ VLANとして指定されています。

• vHBAは VSAN 2を使用するように設定されています。

•したがって、VLAN 10を FCoE VLAN IDとして VSAN 2に設定することはできません。
VSAN 2はファブリック Aに設定されている他の VLANにマッピングできます。

ネームドVSANのファイバチャネルアップリンクトラン
キング

各ファブリックインターコネクトのネームドVSANにファイバチャネルアップリンクトラン
キングを設定できます。ファブリックインターコネクトのトランキングをイネーブルにした場

合、そのファブリックインターコネクトのすべてのファイバチャネルアップリンクポート

で、 Cisco UCSドメインのすべてのネームド VSANが許可されます。

VSANに関するガイドラインおよび推奨事項
次のガイドラインと推奨事項は、ストレージ VSANを含め、すべてのネームド VSANに適用
されます。

VSAN 4079は予約済み VSAN IDです。

VSANを 4079に設定しないでください。この VSANは予約されており、FCスイッチモード
や FCエンドホストモードでは使用できません。

ID 4079でネームド VSANを作成すると、Cisco UCS Managerはエラーをマークし、VSAN障
害を生成します。
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FCスイッチモードのネームド VSAN用に予約された VSAN範囲

Cisco UCSドメインで FCスイッチモードを使用する予定の場合は、IDが 3040～ 4078の範囲
にある VSANを設定しないでください。

この範囲の VSANは、ファブリックインターコネクトが FCスイッチモードで動作するよう
に設定されている場合は動作しません。CiscoUCSManagerはそのVSANをエラーとしてマー
クし、障害を生成します。

FCエンドホストモードのネームド VSAN用に予約された VSAN範囲

Cisco UCSドメインで FCエンドホストモードを使用する予定の場合、IDが 3840～ 4079の範
囲にある VSANを設定しないでください。

Cisco UCSドメイン内に次の状況が存在する場合、その範囲内の VSANは動作しません。

•ファブリックインターコネクトがFCエンドホストモードで動作するように設定されてい
る。

• Cisco UCSドメインは、ファイバチャネルトランキングまたは SANポートチャネルで設
定されます。

これらの設定が存在する場合、Cisco UCS Managerは次の操作を実行します。

1. 3840～ 4079の IDを持つすべての VSANを使用不能にします。

2. 動作しない VSANに対して障害を生成します。

3. デフォルトの VSANにすべての非動作 VSANを転送します。

4. 非動作 VSANに関連付けられたすべての vHBAをデフォルトの VSANに転送します。

ファイバチャネルトランキングをディセーブルにし、既存のSANポートチャネルのいずれか
を削除する場合、Cisco UCS Managerは 3840～ 4078の範囲の VSANを動作状態に戻し、関連
付けられた vHBAをそれらの VSANに復元します。

FCスイッチモードのネームド VSAN IDの範囲に関する制約事項

CiscoUCSドメインで FCスイッチモードを使用する計画の場合、3040～ 4078の範囲のVSAN
を設定しないでください。

FCスイッチモードで動作するファブリックインターコネクトがアップストリームスイッチと
してMDSに接続されている場合、Cisco UCSManagerで 3040～ 4078の範囲に設定されポート
VSANとして割り当てられた VSANをMDSに作成できません。この設定では、ポート VSAN
の不一致が発生する可能性があります。
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FCoE VLAN IDに関するガイドライン

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必
要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップ
グレード前にVLAN1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されてい
ないVLAN IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更すること
を検討します（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、
デフォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは
VLAN 4049を使用します。

ネームド VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

Note

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。
4. テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
5. [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須情報を入力します。
6. [OK]をクリックします。
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DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須情報を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージ VSANの場合は、[SAN Cloud] >
[VSANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VSANの場合は、[SAN Cloud] >
[Fabric_Name] > [VSANs]ノード。

ストレージ VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。
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•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage Cloud]>
[VSANs]ノード

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VSANの場合は、[Storage Cloud] >
[Fabric_Name] > [VSANs]ノード

ネームド VSANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VSAN IDを持つネームド VSANが含まれている
場合、この IDを持つネームドVSANがすべて削除されるまで、このVSANはファブリックイ
ンターコネクト設定から削除されません。

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN]ノードをクリックします。
3. [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。
4. 削除する VSANのタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。
5. テーブルで、削除する VSANをクリックします。
6. 強調表示された VSANを右クリックし、[Delete]を選択します。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VSANのタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VSANを表示します。すべて

両方のファブリックインターコネクトにアクセスできる VSANを表示し
ます。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aだけにアクセスできる VSANを表示し
ます。

[Switch A]

ファブリックインターコネクト Bだけにアクセスできる VSANを表示し
ます。

[Switch B]
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ステップ 5 テーブルで、削除する VSANをクリックします。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された VSANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDの変更

ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDを変更すると、トラフィックが短時間中断しま
す。SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要がありま
す。VSAN内の FCoEVLANで同じ IDを使用すると、その FCoEVLANを使用しているすべて
のNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断します。FCoEVLAN
IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされ
ます。

グローバルポリシーでデフォルトVSANまたは設定済みVSANのFCoEVLANを変更すると、
ストレージの切断や完全シャットダウンが発生する可能性があります。

注意

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs]を展開します。

3. FCoE VLAN IDを変更する VSANを選択します。
4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [FCoE VLAN]フィールドで、目的の VLAN IDを入力します。
6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs]を展開します。

ステップ 3 FCoE VLAN IDを変更する VSANを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [FCoE VLAN]フィールドで、目的の VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネー

ブル化

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルエンドホストモードに設定されている場

合、ファイバチャネルアップリンクトランキングをイネーブルにすると、IDが 3840～ 4079
の範囲にあるすべての VSANが動作不能になります。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

3. FCアップリンクトランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックしま
す。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Enable FC Uplink Trunking]をクリックします。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 FCアップリンクトランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセー

ブル化

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
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3. ファイバチャネルアップリンクトランキングをディセーブルにするファブリックのノー

ドをクリックします。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域の [Disable FC Uplink Trunking]をクリックします。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ファイバチャネルアップリンクトランキングをディセーブルにするファブリックのノードをクリックし
ます。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
59

ネームド VSAN

ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化



Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
60

ネームド VSAN

ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化



C H A P T E R 6
SANピングループ

• SANピングループ, on page 61

SANピングループ
Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネル
トラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへ

ピン接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できま

す。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

Note

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要があり
ます。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り
込まれます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定された
アップリンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数のvHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手
動でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存のSANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループを
使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルでト
ラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとログア

ウトが実行されます。

Important
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SANピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるの
は、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

3. [SAN Pin Groups]を右クリックし、[Create SAN Pin Group]を選択します。
4. ピングループの一意の名前および説明を入力します。

5. ファブリックインターコネクトAのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次
の手順を実行します。

6. ファブリックインターコネクトBのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次
の手順を実行します。

7. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [SAN Pin Groups]を右クリックし、[Create SAN Pin Group]を選択します。

ステップ 4 ピングループの一意の名前および説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトAのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順を実行し
ます。

a) [Fabric A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、ピング
ループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順を実行し
ます。

a) [Fabric B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、ピング
ループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

What to do next

ピングループは、vHBAテンプレートにインクルードします。
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SANピングループの削除

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups]を展開します。

3. 削除する SANピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups]を展開します。

ステップ 3 削除する SANピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 7 章

FC IDの割り当て

•ファイバチャネル ID（65ページ）

ファイバチャネル ID
ファイバチャネルのノードおよびポートには、グローバルに一意なワールドワイド番号

（WWN）が必須です。Cisco UCSでは、WWNは IDプールとして作成されます。ファイバ
チャネルノード（サーバ全体、ストレージアレイ）にはワールドワイドノード名（WWNN）
が必須で、ファイバチャネルポートにはワールドワイドポート名（WWPN）が必須です。
WWNNとWWPNはいずれも物理エンティティであるため、64ビットのアドレスが割り当て
られています。

WWNNプールは、CiscoUCSドメインに対する1つの大きなプールとして作成されます。Cisco
UCS Managerの [SAN]タブでは、デフォルトプールを使用できます。ただし、その UCSドメ
インではカスタムのWWNNプールを作成することを推奨します。

通信デバイスはノードです。サーバのホストバスアダプタはファイバチャネルノードを構成

します。サーバとホストでは、WWNNは各ホストバスアダプタ（HBA）で一意です。SAN
スイッチでは、WWNNはシャーシに共通です。ミッドレンジストレージでは、WWNNは各
コントローラユニットで共通です。エンタープライズストレージでは、WWNNはアレイ全体
で一意です。

各サーバには、HBAの各ポートに一意のWWPNが割り当てられます。SANスイッチでは、
WWPNはシャーシの各ポートで使用できます。ストレージでは、各ポートに個別の番号が割
り当てられます。

Cisco UCS Managerの [FC Identity]タブには、Cisco UCSドメイン SANクラウドに含まれるデ
バイスの FC IDが、次のような情報と共に表示されます。

•選択されたデバイスのWWNNまたはWWPN識別子

•識別子が vHBAに割り当てられているかどうか

•識別子が割り当てられた vHBA
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C H A P T E R 8
WWNプール

• WWNプール, on page 67
• WWPNプール, on page 75
• WWxNプール, on page 82

WWNプール
ワールドワイド名（WWN）のプールは、Cisco UCSドメインCisco UCSドメイン内のファイ
バチャネル vHBAで使用されるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

• vHBAに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

Important

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付け
られたサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装
するシステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNNプール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルに
WWNNのプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り
当てられます。

WWPNプール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含めると、関連付けられているサーバの各 vHBAのポートに、そのプールから
WWPNが割り当てられます。

WWxNプール

WWxNプールは、WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードごと
にWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プールサイズは、ports-per-node + 1
の倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに7つのポートを指定する場合、プール
サイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63のポートを指定する場合、プール
サイズは 64の倍数である必要があります。

WWNNまたはWWPNプールを選択するたびにWWxNプールを使用できます。WWxNプール
を割り当てるには、その前にWWxNプールを作成する必要があります。

• WWNNプールの場合、WWxNプールは [WWNN Assignment]ドロップダウンリストにオ
プションとして表示されます。

• WWPNプールの場合は、[WWPNAssignment]ドロップダウンリストから [Derived]を選択
します。

WWNNプールの作成

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

Important

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

3. プールを作成する組織のノードを展開します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
68

WWNプール

WWNNプールの作成



4. [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。
5. [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、

次のフィールドに値を入力します。

6. [Next]をクリックします。
7. [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックしま

す。

8. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
9. [OK]をクリックします。
10. [完了（Finish）]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、次のフィールド
に値を入力します。

説明名前

ワールドワイドノード名プールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用で
きますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、

オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用でき
ます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^
（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを選択
します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい使用可
能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド
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ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要
があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

What to do next

WWNNプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

WWNNプールへのWWNブロックの追加

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWNN Pools]ノードを展開します。
4. WWNブロックを追加するWWNNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択
します。

5. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
6. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWNNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要が
あります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWNNプールからのWWNブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、 Cisco UCS Managerはそのブロックの中の vNIC
またはvHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべて
の割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBA
に残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN]> [Pools]> [Organization_Name]> [WWNN Pools]> [WWNN_Pool_Name]
を展開します。

3. 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWNN Pools] > [WWNN_Pool_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWNNプールへのWWNNイニシエータの追加

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWNN Pools]ノードを展開します。
4. WWNNイニシエータを追加するWWNNプールを右クリックして、[CreateWWNNInitiator

(WWNNイニシエータの作成)]を選択します。

5. [Create WWNN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。
6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNNイニシエータを追加するWWNNプールを右クリックして、[Create WWNN Initiator (WWNNイニ
シエータの作成)]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。
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説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWNNイニシエータの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

WWNNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWPNプールからのWWPNイニシエータの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWPN Pools]ノードを展開します。
4. WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。
5. [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。
6. 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWNNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWNN Pools]ノードを展開します。
4. 削除するWWNNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWNNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWPNプール

WWPNプールの作成

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

3. プールを作成する組織のノードを展開します。

4. [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。
5. [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィール

ドに値を入力します。

6. [Next]をクリックします。
7. [Create WWPN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックしま

す。

8. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
9. [OK]をクリックします。
10. [完了（Finish）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入力し
ます。
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説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用で
きますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、

オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用でき
ます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^
（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを選択
します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい使用可
能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要
があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

WWPNプールは、vHBAテンプレートにインクルードします。
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WWPNプールへのWWNブロックの追加

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWPN Pools]ノードを展開します。
4. WWNブロックを追加するWWPNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択
します。

5. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWPNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要が
あります。

[Size]フィールド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWPNプールからのWWNブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、 Cisco UCS Managerはそのブロックの中の vNIC
またはvHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべて
の割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBA
に残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN]> [Pools]> [Organization_Name]> [WWPN Pools]> [WWPN_Pool_Name]
を展開します。

3. 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWPN Pools] > [WWPN_Pool_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWPNプールへのWWPNイニシエータの追加

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWPN Pools]ノードを展開します。
4. WWPNイニシエータを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWPN Initiator]
を選択します。

5. [Create WWPN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
6. SANブートターゲットを追加する場合は、[Boot Target]領域を展開し、次のフィールドに
値を入力します。

7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWPN Initiator]を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWPNイニシエータの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

WWPNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 SANブートターゲットを追加する場合は、[Boot Target]領域を展開し、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot Target WWPN]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

WWPNプールからのWWPNイニシエータの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWPN Pools]ノードを展開します。
4. WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。
5. [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。
6. 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。
7. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWPNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWPN Pools]ノードを展開します。
4. 削除するWWPNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWPNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWxNプール

WWxNプールの作成

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

3. プールを作成する組織のノードを展開します。

4. [WWxN Pools]を右クリックし、[Create WWxN Pool]を選択します。
5. [Create WWxN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィール

ドに値を入力します。

6. [Next]をクリックします。
7. [Create WWxN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックしま

す。

8. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
9. [OK]をクリックします。
10. [完了（Finish）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWxN Pools]を右クリックし、[Create WWxN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入力し
ます。
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説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用で
きますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、

オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用でき
ます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^
（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このプール内の各ノード名に割り当てることができるポートの最大

数。

オブジェクトの保存後は、この値を変更できません。

[Max Ports per Node]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを選択
します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい使用可
能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要
があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。
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次のタスク

WWxNプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

WWxNプールへのWWNブロックの追加

AWWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他の
WWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックが Cisco UCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。送
信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはできません。
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべて
のブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めしま
す。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWxN Pools]ノードを展開します。
4. WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択
します。

5. [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートがある場
合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに
63個のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要が
あります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWxNプールからのWWNブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、 Cisco UCS Managerはそのブロックの中の vNIC
またはvHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべて
の割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBA
に残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name]
を展開します。

3. 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
4. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWxNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

3. [WWxN Pools]ノードを展開します。
4. 削除するWWxNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWxNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 9 章

ストレージ関連ポリシー

• vHBAテンプレートについて（87ページ）
•ファイバチャネルアダプタポリシー（92ページ）
•デフォルトの vHBA動作ポリシーについて（103ページ）
• SAN接続ポリシー（104ページ）

vHBAテンプレートについて

vHBAテンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAによる SANへの接続方法を定義するポリシーです。
これは、vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBAテンプレートの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
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2. [SAN] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。
5. [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このテンプレートで作成された vHBAが関連付けられているファブ
リックインターコネクトの名前。

[Fabric ID]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAと関連付ける VSAN。[SelectVSAN]ドロップダウンリス
ト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテンプレー
トから作成された vHBAはアップデートされません。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、このテンプ
レートから作成された vHBAがアップデートされます。

[Template Type]フィールド
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説明名前

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロードバイ
トの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048です。

[Max Data Field Size]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAによって、WWPNアドレス
を導出するために使用されるWWPNプール。

[WWPN Pool]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連付けられているQuality
of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリス
ト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている SAN
ピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリス
ト

このテンプレートから作成されたvHBAに関連付けられている統計情
報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロップダ
ウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

vHBAテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vHBAテンプレートへの vHBAのバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることが
できます。vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、
vHBAテンプレートに定義された値を使ってvHBAが設定されます。既存のvHBA設定がvHBA
テンプレートに一致しない場合、Cisco UCS Managerにより、vHBAが再設定されます。バイ
ンドされた vHBAの設定は、関連付けられた vHBAテンプレートを使用してのみ変更できま
す。vHBAをインクルードしているサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテ
ンプレートにバインドされている場合、vHBAを vHBAテンプレートにバインドできません。

再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. vHBAとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
4. [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
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5. テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。
6. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
7. [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。
8. [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
9. 警告ダイアログボックスの [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって

vHBAの再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合
があることを確認します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vHBA Template]ドロップダウンリストから、vHBAをバインドするテンプレートを選択します。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスの [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vHBAの再設定が
生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確認します。

vHBAテンプレートからの vHBAのバインド解除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノード
を展開します。

4. [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

5. テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。
6. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
7. [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。
8. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vHBAテンプレートの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. [vHBA Templates]ノードを展開します。
4. 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルアダプタポリシー

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を

制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できま

す。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCSManagerでは、より大きな最大 LUNの値をサポートしてい
ます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は 512、1024、および 2048
です。Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマ
ンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理ミ
ニポートに20、仮想ミニポートに250を設定します。この設定により、アダプタのすべて
の LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デフォル
トの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)以
降でのみ使用できます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

Note

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプ
タポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオ

ペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムは

これらのポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設

定を要求します。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しな

いでください。

ただし、（デフォルトのアダプタポリシーを使用する代わりに）OSのイーサネットアダプタ
ポリシーを作成する場合は、次の式を使用してその OSで動作する値を計算する必要がありま
す。

UCSファームウェアに応じて、ドライバの割り込み計算は異なる可能性があります。新しい
UCSファームウェアは、以前のバージョンとは異なる計算を使用します。Linuxオペレーティ
ングシステムの後のドライバリリースバージョンでは、割り込みカウントを計算するために

別の式が使用されるようになっていることに注意してください。この式で、割り込みカウント

は送信キューまたは受信キューのどちらかの最大数 +2になります。

Important

Linuxアダプタポリシーの割り込みカウント

Linuxオペレーティングシステムのドライバは、異なる計算式を使用して、eNICドライバ
バージョンに基づき割り込みカウントを計算します。UCS 3.2リリースは、それぞれ 8～ 256
まで eNICドライバの Txと Rxキューの数を増加しました。

ドライバのバージョンに応じて、次のストラテジーのいずれかを使用します。

UCS 3.2ファームウェアリリースより前の Linuxドライバは、次の計算式を使用して、割り込
みカウントを計算します。

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

UCSファームウェアリリース 3.2以上のドライバでは、Linux eNICドライバは次の計算式を使
用して、割り込みカウントを計算します。

Interrupt Count = (#Tx or Rx Queues) + 2

次に例を示します。

割り込みカウント wq = 32、rq = 32、cq = 64 -割り込みカウント =最大(32、 32) + 2 = 34
割り込みカウント wq = 64、rq = 8、cq = 72 –割り込みカウント =最大(64, 8) + 2 = 66
割り込みカウント wq = 1、rq = 16、cq = 17 -割り込みカウント =最大(1、16) + 2 = 18

ファイバチャネルを使用したファブリック上の NVMe

NVMExpress (NVMe)インターフェイスは、不揮発性メモリサブシステムとの通信にホストソ
フトウェアを使用できます。このインターフェイスは、PCIExpress (PCIe)インターフェイスに
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は通常、登録レベルインターフェイスとして添付されているエンタープライズ不揮発性スト

レージが最適化されます。

ファイバチャネル (FC-NVMe)を使用したファブリック上の NVMeでは、ファイバチャネル
NVMeインターフェイスに適用するためのマッピングプロトコルを定義します。このプロト
コルは、ファイバチャネルファブリック NVMeによって定義されたサービスを実行するファ
イバチャネルサービスと指定した情報単位 (IUs)を使用する方法を定義します。NVMeイニシ
エータにアクセスでき、ファイバチャネル経由で情報を NVMeターゲットに転送します。

FC NVMeでは、ファイバチャネルおよび NVMeの利点を組み合わせた。柔軟性と NVMeの
パフォーマンスが向上し、共有ストレージアーキテクチャのスケーラビリティを取得します。

Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)には、UCS VIC 14xxアダプタのファイバチャネルを使用し
たファブリック上の NVMeがサポートされています。

Cisco UCS Managerでは、事前設定されているアダプタポリシーのリストで、推奨される
FcNVMeアダプタポリシーを提供します。新しい FcNVMeアダプタポリシーを作成するに
は、ファイバチャネルアダプタポリシーの作成]セクションの手順に従います。

RDMAを使用したファブリック上の NVMe

ファブリック上の NVMe (NVMeoF)は、あるコンピュータが別のコンピュータで使用可能な
NVMeネームスペースにアクセスできる通信プロトコルです。NVMeoFは NVMeに似ていま
すが、NVMeoFストレージデバイスの使用に関連するネットワーク関連の手順が異なります。
NVMeoFストレージデバイスを検出、接続、および接続解除するためのコマンドは、Linuxに
記載されているnvmeユーティリティに統合されています。

Ciscoがサポートする NVMeoFは、コンバージドイーサネットバージョン 2 (RoCEv2)上の
RDMAです。RoCEv2は、UDPを介して動作するファブリックプロトコルです。ドロップな
しポリシーが必要です。

eNIC RDMAドライバは eNICドライバと連携して動作します。これは、NVMeoFを設定する
ときに最初にロードする必要があります。

CiscoUCSManagerには、NVMeRoCEv2インターフェイスを作成するためのデフォルトのLinux
NVMe-RoCEアダプタポリシーが用意されています。デフォルトのLinuxアダプタポリシーは
使用しないでください。NVMeoFの RoCEv2の設定の詳細については、コンバージドイーサ
ネット (RoCE) v2上の RDMA向け Cisco UCS Manager設定ガイドを参照してください。

RDMAを使用するNVMeoFは、CiscoUCSVIC 1400シリーズアダプタを搭載したM5Bシリー
ズまたは Cシリーズサーバでサポートされています。

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。

5. 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

6. （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。
7. （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。
8. [OK]をクリックします。
9. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

表 3 :

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングについての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用でき
ます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^
（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<
（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
96

ストレージ関連ポリシー

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成



説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービスの

Extended Link Services（ELS）および Common Transport（CT）ファイ
バチャネルフレームに適用されます。アダプタのパフォーマンスに

は影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービスの

Extended Link Services（ELS）および Common Transport（CT）ファイ
バチャネルフレームに適用されます。アダプタのパフォーマンスに

は影響しません。

64～ 2048の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

システムで割り当てる IOキューリソースの数。

1～ 64の整数を入力します。デフォルトは 16です。

[I/O Queues]フィールド

各 I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与える可能

性があるため、デフォルト値を変更しないことを推奨しま

す。

（注）

[Ring Size]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
97

ストレージ関連ポリシー

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成



説明名前

テープデバイスによるシーケンスレベルエラーの修復にFCPSequence
Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使用するかどうかを選
択します。これにより、VICファームウェアの Read Exchange Concise
（REC）および Sequence Retransmission Request（SRR）機能を有効ま
たは無効にできます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：デフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1つ以上のテープドライブライブラリに
接続している場合は、このオプションを選択します。

このパラメータは、Virtual Interface Card (VIC)アダプタを搭
載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[FCP Error Recovery]フィールド

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるように指定

するには、このフィールドに「infinite」と入力します。ストレー
ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認すること

をお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはコンバージドネッ
トワークアダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Flogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 4,000です。ス
トレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合型ネットワーク
アダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

ブート vHBAで Flogiタイムアウト値を 20秒以上に設定す
ると、アダプタが最初の Flogiに対する承認を受信しなかっ
た場合にSANブート障害が発生する可能性があります。ブー
ト可能な vHBAの場合、推奨されるタイムアウト値は 5秒
以下です。

（注）

[Flogi Timeout (ms)]フィールド

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
98

ストレージ関連ポリシー

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成



説明名前

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行する回

数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルト値は 8です。ストレージア
レイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認することをお

勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバにのみ適
用されます。

（注）

[Plogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルト値は 20,000です。ス
トレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

SANからWindows OSをブートするために使用される HBAの場合、
このフィールドの推奨値は 4,000ミリ秒です。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバにのみ適
用されます。

ブート vHBAで Plogiタイムアウト値を 20秒以上に設定す
ると、アダプタが最初の Plogiに対する承認を受信しなかっ
た場合にSANブート障害が発生する可能性があります。ブー
ト可能な vHBAの場合、推奨されるタイムアウト値は 5秒
以下です。

（注）

[Plogi Timeout (ms)]フィールド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを SCSI
上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになっていなければ

ならないミリ秒数。このパラメータはホストマルチパスドライバに

とって重要であり、エラー処理に使用される主要指標の 1つとなりま
す。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。ESX
を実行している VICアダプタ搭載のサーバの場合、推奨値は 10,000
です。

SANからWindows OSをブートするために使用されるポートがある
サーバの場合、このフィールドの推奨値は 5,000ミリ秒です。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認

することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバにのみ適
用されます。

（注）

[Port Down Timeout (ms)]フィール
ド
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説明名前

保留中のコマンドを破棄して同じ IOを再送信するまでにFCアダプタ
が待機する秒数です。これは、ネットワークデバイスが、指定された

時間内の I/O要求に応答しないと発生します。

0～ 59の整数を入力します。デフォルトの IOリトライタイムアウト
は 5秒です。

IOリトライタイムアウト（秒）

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポートへ

の IO要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルト値は 8です。ストレージア
レイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認することをお

勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICアダプタ
搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IO Retry]フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われているこ

とをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオフラインに

なっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルト値は 30,000です。スト
レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認する

ことをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICアダプタ
搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Link Down Timeout (ms)]フィー
ルド

vHBA内で同時に保留可能なデータまたは制御 I/O操作の最大数。こ
の値を超えると、保留中の I/O操作の数が減り、追加の操作が処理で
きるようになるまで、キューで I/O操作が待機します。

このパラメータは、LUNキューの長さと同じではありませ
ん。LUNキューの長さは、サーバにインストールされてい
るOSに基づいて、CiscoUCSManagerにより管理されます。

（注）

256～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 256です。ストレージ
アレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認することを

お勧めします。

[IO Throttle Count]フィールド
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説明名前

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示する LUNの最
大数。LUNの最大数は、通常、サーバで実行されているOSにより管
理されます。

1～ 1024の整数を入力します。デフォルト値は 256です。ESXまた
は Linuxを実行しているサーバの場合、推奨値は 1024です。

オペレーティングシステムのドキュメントでこのパラメータの最適な

値を確認することをお勧めします。

（注） •このパラメータは、VICアダプタまたはネットワーク
アダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

•このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されま
す。

[Max LUNs Per Target]フィールド

HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマンドの数です。

1～ 254の整数を入力します。デフォルトの LUNキューデプスは 20
です。

このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。（注）

[LUN Queue Depth]フィールド

ドライバからオペレーティングシステムに割り込みを送信する方法。

次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts（MSI）。
サーバのオペレーティングシステムがこれに対応している場合に

は、このオプションを選択することをお勧めします。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタを搭載しているサーバや、
Window以外のOSを実行しているネットワークアダプタ搭
載のサーバにのみ適用されます。Windows OSでは、このパ
ラメータは無視されます。

（注）

[Interrupt Mode]オプションボタ
ン
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説明名前

このポリシーで使用される vHBAタイプ。サポートされている FCと
FC NVMe Vhbaは、同じアダプタでここで作成できます。このポリ
シーで使用されるvHBAタイプには、次のいずれかを指定できます。

• FCイニシエータ]:レガシー SCSI FC vHBAイニシエータ

• FCターゲット: SCSI FCターゲット機能をサポートする vHBA

このオプションは、Tech Previewとして利用できます。（注）

• FC NVMEイニシエータ-、FC NVMEイニシエータ、FC NVME
ターゲットを検出し、それらに接続するは vHBA

• FCNVMEターゲット: FCNVMEターゲットとして機能し、NVME
ストレージへの接続を提供する vHBA

このオプションは、技術プレビューとして使用可能で

す。

（注）

vHBAタイプは、UCS VIC 14xxアダプタでのみサポートされていま
す。

[vHBA Type]ラジオボタン

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。
4. 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vHBA動作ポリシーについて

デフォルトの vHBA動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vHBAの作成方法
を設定できます。vHBAを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できま
す。

デフォルトの vHBA動作ポリシーを設定して、vHBAの作成方法を定義することができます。
次のいずれかになります。

• [None]：CiscoUCSManagerサービスプロファイルにデフォルトのvHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていな
い場合、CiscoUCSManagerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

vHBAのデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none]がデフォルトで使用されます。（注）

デフォルトの vHBA動作ポリシーの設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies]の順に展開します。

3. [root]ノードを展開します。
4. [Default vHBA Behavior]をクリックします。
5. [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの
内の 1つをクリックします。

6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
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ルート組織内のデフォルトの vHBA動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルトの vHBA
動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の 1つをクリッ
クします。

• [None]：Cisco UCS Managerサービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しません。すべての
vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HWInherit]：サービスプロファイルがvHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない場合、Cisco
UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールされたアダプタに基づ
いて必要な vHBAを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

SAN接続ポリシー

LANおよび SAN接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANまたは SAN間の接続およびネットワーク通
信リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、
WWN、およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび
vHBAを識別します。

接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含められ、

複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用しない
ことをお勧めします。

（注）

LANおよび SANの接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネット

ワーク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプ

レートを作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するに

は、適切なネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも1つを有している必要があります。
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• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できま
す。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間
の相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み
合わせて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含める
と、既存の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービ
スプロファイル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

SAN接続ポリシーの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択しま
す。

5. [CreateSANConnectivityPolicy]ダイアログボックスで、名前と任意の説明を入力します。
6. [World Wide Node Name]領域の[WWNN Assignment]ドロップダウンリストから次のい

ずれかを選択します。

7. [vHBAs]テーブルで、[Add]をクリックします。
8. [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。
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9. [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択しま
す。

10. [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
11. [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。
12. ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、名前と任意の説明を入力します。

ステップ 6 [World Wide Node Name]領域の[WWNN Assignment]ドロップダウンリストから次のいずれかを選択し
ます。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、を選択します。

• [ManualUsingOUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[WorldWideNodeName]フィー
ルドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00～
5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指定したWWNN
が使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。各プール
名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に囲まれた 2つ
の数字が表示されます。

ステップ 7 [vHBAs]テーブルで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 9 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 10 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 11 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたは QoSポリシーを作成することもできます。

ステップ 12 ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。
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次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

SAN接続ポリシー用の vHBAの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name] > [San Connectivity Policies]の順

に展開します。

3. vHBAを作成するポリシーを選択します。
4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。
6. [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。
7. [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択しま

す。

8. [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
9. [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。
10. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name] > [San Connectivity Policies]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたは QoSポリシーを作成することもできます。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。
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SAN接続ポリシーからの vHBAの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. vHBAを削除するポリシーを選択します。
4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vHBAをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN接続ポリシー用のイニシエータグループの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

4. [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。
5. テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。
6. [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
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ステップ 3 イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

使用する各 vHBAに対応する、[Select]カラムのチェックボックスを
オンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブル

この vHBAイニシエータグループに関連付けられているストレージ
接続ポリシー項目

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダウンリス
トからそのポリシーを選択します。CiscoUCSManagerGUIでは、
[Global Storage Connection Policy]領域に、ポリシーとその FC
ターゲットエンドポイントに関する情報が表示されます。

グローバルに利用できる新しいストレージ接続ポリシーを作成

し、[Create Storage Connection Policy]リンクをクリックします。

•この vHBAイニシエータグループでのみ利用できるローカルス
トレージ接続ポリシーを作成し、[Specific StorageConnectionPolicy]
オプションを選択します。Cisco UCS Manager GUIに表示される
[Specific Storage Connection Policy]領域を使って、ローカルスト
レージ接続ポリシーを設定できます。

[Storage Connection Policy]ドロッ
プダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成するには、この

リンクをクリックします。

[Create Storage Connection Policy]リ
ンク

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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SAN接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. イニシエータグループを削除するポリシーを選択します。

4. [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。
5. テーブルで、次の手順を実行します

6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イニシエータグループを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します

a) 削除するイニシエータグループをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる SAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vHBAもその
サービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられているサーバ

の SANデータトラフィックを中断します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
2. [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

3. [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
4. 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
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ステップ 2 [SAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Intel®ボリューム管理デバイスの有効化

ボリューム管理デバイス (VMD)の設定

Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)は、VMD対応ドメインに接続された PCIeソリッドス
テートドライブを管理するための NVMeドライバを提供するツールです。これには、PCIeド
ライブの Surpriseホットプラグと、ステータスを報告するための点滅パターンの設定が含まれ
ます。PCIeソリッドステートドライブ (SSD)ストレージには、デバイスのステータスを示す
ためにLEDを点滅させる標準化された方法がありません。VMDを使用すると、単純なコマン
ドラインツールを使用して、直接接続されたPCIeストレージとスイッチに接続されたPCIeス
トレージの両方の LEDインジケータを制御できます。

VMDを使用するには、最初に UCS Manager BIOSポリシーを使用して VMDを有効にして、
UEFIブートオプションを設定する必要があります。VMDを有効にすると、ルートポートに
接続されている PCIe SSDストレージに対して、Surpriseホットプラグとオプションの LEDス
テータス管理が提供されます。VMDパススルーモードは、ゲストVM上のドライブを管理す
る機能を提供します。

また、VMDを有効にすると、intel®Xeon®スケーラブルプロセッサのハイブリッドRAIDアー
キテクチャである CPU上の Intel®仮想 RAID (VRoC)の設定も可能になります。VRoCの使用
および設定に関するマニュアルは、IntelのWebサイトを参照してください。

重要：VMDは、オペレーティングシステムをインストールする前に、UCS Manager BIOS設
定で有効にする必要があります。OSのインストール後に有効にすると、サーバの起動に失敗
します。この制限は、標準の VMDおよび VMDパススルーの両方に適用されます。同様に有
効にすると、システム機能を失わずに VMDを無効にすることはできません。

UCS Managerでの VMDの有効化

UCSManagerでVMDの BIOSおよびローカルブートポリシーを設定するには、次の手順を実
行します。VMDプラットフォームのデフォルトは無効になっています。

OSをインストールする前に、VMDを有効にする必要があります。（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 VMDのBIOSポリシーの設定：サービスプロファイルを選択し、[ポリシー (Policies)]タブに移動します。
[ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから [BIOSポリシー
の作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOS Policy)]フォームに名前と説明 (任意)を
入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリシーを選択
します。

ステップ 5 [BIOSポリシー (BIOS Policies)]を展開し、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および [LOMお
よび PCleスロット (LOM and PCle Slots)]を選択します。

ステップ 6 [VMDの有効化 (VMD enable)]まで下にスクロールし、[有効 (enable)]を選択します。

ステップ 7 [保存を変更 (Save Changes)]をクリックして、VMD機能を有効にします。

ステップ 8 [ブートポリシー (Boot Policy)]タブで、ローカルブートポリシーを作成します。ブートモードとして
[Uefi]を選択し、[ローカルデバイス (Local Devices)]メニューからNVMeを追加します。[変更の保存 (Save
Changes)]をクリックし、ポリシーの変更内容を保存します。

パススルーモードでボリューム管理デバイス (VMD)有効化

ボリューム管理デバイス (VMD)パススルーモード

直接デバイス割り当て用の Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)ドライバリリースパッケー
ジには、VMware ESXiハイパーバイザの直接割り当て (PCIeパススルー)用の Intel VMD UEFI
ドライババージョンが含まれています。7 Intel VMD NVMeドライバは、CPUに接続された
Intel PCIe NVMe SSDの管理に役立ちます。

サポートされているゲストVMからのVMD物理アドレスの直接割り当てと検出を有効にする
には、Intel VMDドライバが必要です。ドライバは、Red Hat Linuxまたは Ubuntuの ESXiサ
ポートのパススルーモードに対してのみ提供されます。VMDパススルーは、オペレーティン
グシステムをロードする前にUCSManager BIOSポリシーを設定することで有効になります。
オペレーティングシステムがロードされると、VMDパススルーオプションを有効または無効
にすることはできません。

パススルーモードはデフォルトで有効になっていますが、続行する前に有効になっていること

を常に確認する必要があります。

（注）

VMDパススルーの設定

パススルーモードは、Red Hat Linuxまたは Ubuntuゲストオペレーティングシステムの ESXi
ドライバでのみサポートされています。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
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ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 VMDの BIOSポリシーの設定：サービスプロファイルを選択し、[ポリシー (Policies)]タブに移動しま
す。[ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから [BIOSポ
リシーの作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOS Policy)]フォームに名前と説明
(任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリシーを選
択します。

ステップ 5 [BIOSポリシー (BIOS Policies)]を展開し、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および [LOM
および PCleスロット (LOM and PCle Slots)]を選択します。

ステップ 6 [VMDの有効化 (VMD enable)]まで下にスクロールし、[有効 (enable)]を選択します。

ステップ 7 [保存を変更 (Save Changes)]をクリックして、VMD機能を有効にします。

ステップ 8 VMDパススルーモードの有効化を完了するには、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および
[Intel Directed IO]を選択し、[Intel VT Directed IO]までスクロールダウンします。ドロップダウンが
[有効 (E1nabled)]に設定されていることを確認します。そうでない場合は、設定します。

ステップ 9 [変更を保存 (Save Changes)]をクリックして、VMDパススルーポリシーを有効にします。

ステップ 10 [ブートポリシー (Boot Policy)]タブで、ローカルブートポリシーを作成します。[ブートモード (Boot
Mode)]の [Uefi]を選択します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

VMDドライバのダウンロード

Intel®ボリューム管理デバイスドライバ

NVMe用 Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)は、Intel Xeonプロセッサ内のハードウェアロ
ジックを使用してドライブ管理オプションを有効にします。特定のドライバは、次のオペレー

ティングシステムで使用できます。

• Linux

• Windows 2016、2019

• VMWare

最新のVMWareドライバは、VMWareサイトから直接入手できま
す。CiscoのダウンロードサイトでVMWareドライバをダウンロー
ド可能な次のリンクでは、VMWareのログインページに直接移動
します。

（注）

ESXi上のゲストオペレーティングシステムの場合は、VMDパススルーモードを使用します。
VMDパススルーでサポートされているオペレーティングシステムは次のとおりです。
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• Red Hat Linux

• Ubuntu

Intel VMDの機能を使用するには、次のことを行う必要があります。

• UCS Managerで BIOSポリシーを作成して、VMDを有効にします。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場
合、システムの起動に失敗します。OSのインストール後に BIOS
設定を変更しないでください。

（注）

•適切な VMD NVMeドライバをインストールします。

•ドライバパッケージに適切な管理ツールをインストールします。

• UEFIから起動します。

VMDを搭載している CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAID

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAIDサポートでは、Intel Xeonプロセッサ内部の VMD対応 Intel
NVMe SSDドライブの BIOS内で RAIDボリュームを作成および管理できます。Intel VRoCの
詳細については、https://www.intel.com/content/www/us/en/support/products/122484/
memory-and-storage/ssd-software/intel-virtual-raid-on-cpu-intel-vroc.htmlを参照してください。

Intel VRoCのユーザーガイドには、次のリンク先から直接アクセスできます。
https://www.intel.com/content/www/us/en/support/articles/000030445/memory-and-storage/
ssd-software.html?productId=122484&localeCode=us_en

Windowsおよび Linuxユーザーマニュアルには、事前ブート環境での Intel VRoCの設定方法
についても記載されています。VRoCでの RAIDボリュームの作成は、HIIインターフェイス
を介して実行されます。Windowsのマニュアルでは、[BIOS HII]オプションを使用して VRoC
で RAIDボリュームを設定する方法について説明します。

Intel VRoCを使用するには、次のことを行う必要があります。

• BIOS設定で VMDを有効にする

• UEFIブートモードを使用する

•ボリュームを作成するのに十分なドライブリソースがある

• [BIOS HII]オプションを使用して、VRoCを設定し、設定します。

Ciscoの Intel VRoCの実装では、RAID 0 (ストライピング)、RAID 1 (ミラーリング)、RAID 5
(パリティ付きストライピング)、および RAID 10 (ミラーリングとストライピングの組み合わ
せ)がサポートされています。
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Linux VMDドライバのダウンロード

ドライババンドルをダウンロードしてインストールするには、次の手順を実行します。

始める前に

BIOS設定で VMDが有効になっていることを確認してください。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 プラットフォームに応じて、 UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアまたは UCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 3 ソフトウェアタイプの選択から UCSドライバを選択します。ユニファイドコンピューティングシステム
(UCS)ドライバ。

ステップ 4 左のパネルの最新リリースをクリックします。

ブレードサーバの VMDの ISOイメージは、4.0 (4f)リリース以降で使用できます。（注）

ステップ 5 [UCS関連の linuxドライバの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related linux drivers only)]をクリック
して、ドライババンドルをダウンロードします。

ステップ 6 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > > [RHEL][x.x]
を選択します。

ステップ 7 インストールする Red Hat Linuxのバージョンをクリックします。

ステップ 8 フォルダのコンテンツを展開します。このフォルダには、ドライバパッケージと関連資料の両方が含まれ
ています。ドライバとともにパッケージ化されたインストール手順に従います。

次のタスク

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAID Linuxソフトウェアユーザーガイドは、https://www.intel.com/
content/www/us/en/support/articles/000030445/memory-and-storage/
ssd-software.html?productId=122484&localeCode=us_enのユーザーマニュアルに記載されていま
す。これは、ブート前環境でのBIOSHIIVRoC設定の実行に関する情報と、プログラム可能な
LEDユーティリティのインストールと使用方法について説明します。

Windows VMDドライバのダウンロード

ドライババンドルをダウンロードするには、次の手順を実行します。
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始める前に

BIOS設定で VMDが有効になっていることを確認してください。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 プラットフォームに応じて、UCS BシリーズブレードサーバソフトウェアまたはUCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 3 ソフトウェアタイプの選択から UCSドライバを選択します。ユニファイドコンピューティングシステ
ム (UCS)ドライバ。

ステップ 4 左のパネルの最新リリースをクリックします。

VMDの ISOイメージは、4.0 (4f)リリース以降で使用できます。

ステップ 5 [UCS関連の windowsドライバの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related windows drivers only)]を
クリックして、ドライババンドルをダウンロードします。

ステップ 6 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > [VMD] >
[KIT_x_x_x_xxxx]を選択します。

ステップ 7 フォルダのコンテンツを展開します。

ステップ 8 キットと [キット (KIT)] > [インストール (Install)]のエントリをクリックします。

ステップ 9 このフォルダには、ドライバパッケージと関連資料の両方が含まれています。VROC_x_x_x_xxxxInstall
の zipファイルを展開します。

ステップ 10 ドライバとともにパッケージ化されたインストール手順に従います。

次のタスク

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAIDの設定については、https://www.intel.com/content/www/us/en/
support/products/122484/memory-and-storage/ssd-software/intel-virtual-raid-on-cpu-intel-vroc.htmlの
オンライン手順を参照してください。

VRoC RAIDの機能と管理に関する情報については、https://www.intel.com/content/dam/support/
us/en/documents/memory-and-storage/ssd-software/Windows_VROC_User_Guide.pdfの『CPUソフ

トウェアユーザーガイドの Windows Intel仮想 RAID』を参照してください。

VMDパススルードライバのダウンロード

VMDパススルーモードのドライババンドルをダウンロードしてインストールするには、次の
手順を実行します。
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VMDパススルードライババンドルには、ESXiとUbuntuの両方のパッケージが含まれていま
す。

（注）

始める前に

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 サーバ -ユニファイドコンピューティングの検索

ステップ 3 プラットフォームに応じて、 UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアまたは UCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 4 ソフトウェアタイプの選択から UCSユーティリティを選択します。ユニファイドコンピューティングシ
ステム (UCS)ユーティリティ。

ステップ 5 左のパネルの最新リリースをクリックします。

VMDの ISOイメージは、UCSM 4.0 (4f)リリース以降で使用できます。（注）

ステップ 6 [UCS関連の vmwareユーティリティの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related vmware utilities only)]
をクリックして、ユーティリティバンドルをダウンロードします。

ステップ 7 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > [VMD]を選択
します。

バンドルには、目的のバージョンの ESXiまたは VMD Direct Asssign with Ubuntu、パススルーモード、お
よび署名付き LEDオフラインバンドルの両方のドライバインストールパッケージが用意されています。
また、ESXiで Ubuntu仮想マシンを設定する手順を提供する pdfも含まれています。

ステップ 8 インストールする ESXiのバージョンまたは Ubuntu用の zipファイルのいずれかをクリックします。

ESXiバージョンの場合は、 ESXi_x > Direct Assignをクリックして、目的の zipファイルを選択します。

ステップ 9 フォルダのコンテンツを展開します。ドライバソフトウェアとともにパッケージ化されたインストール手
順に従います。

次のタスク

LED管理ツール zipファイルを解凍します。ドライバパッケージに記載されている手順に従っ
て、管理ツールをインストールします。

コマンドラインツールを使用する前に、ESXiコマンドラインシェルを、vSphereクライアン
トまたは ESXiホストシステムの直接コンソールのいずれかから有効にする必要があります。
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NVMeの高度な VMD搭載したカスタム LEDのステータス
VMDを設定したら、PCIeNVMeドライブのLED点滅パターンをカスタマイズできます。LED
のカスタマイズに関する情報については、ドライバパッケージに含まれているユーザーガイ

ドを参照してください。

LEDの点滅

PCIe SSDドライブは、ドライブのステータスと健全性を示す LEDを管理するための標準的な
方法はありません。これがない場合、誤ったドライブを削除するリスクが生じ、結果として

データが失われます。SSDドライブには2つのインジケータがあり、最初は緑色のアクティビ
ティ LEDで信号が SSDから直接到着します。2番目はバックプレーンから信号が送信される
ステータス LEDです。VMDは、アクティビティ LEDではなく、ステータス LEDのみを管理
します。

LED管理は、NVMeまたは SATAドライブにのみ適用されます。I/oケーブル、PCIeアドイン
カードのいずれか、またはマザーボードに直接接続されているドライブはサポートされませ

ん。

ドライブホットプラグ時の LEDの動作

NVMeを持つ VMDは、突然のホットプラグをサポートします。ディスクがホット解除され、
同じスロットに再装着されると、障害 LEDが 10秒間点滅します。これは予期される動作で
す。ドライブが取り外されたときに、スロットの LEDが障害状態を示されますが、バックプ
レーンでは LEDが点滅可能になるように、ドライブがスロットに存在する必要があります。
したがって、障害状態はドライブが取り外された後にも発生していますが、新しいドライブが

挿入されて検出されたときにのみLEDが点滅します。ホットプラグイベントが処理されると、
LEDは通常の状態に戻ります。

カスタム点滅パターン

VMDを搭載した VRoCでは、互換性のあるバックプレーンのステータス LEDの基本 LED管
理設定を行うことができます。VMD NVMeドライバがインストールされたら、VMD LED管
理ツールをインストールできます。これにより、コマンドラインインターフェイスで LEDを
管理できます。VMDを使用すると、障害が発生したドライブを識別しやすくするために、PCIe
NVMeドライブの LED点滅パターンをカスタマイズできます。

次の表に、さまざまなプラットフォームでカスタマイズされた点滅に関する簡単なガイドライ

ンを示します。独自のパターンがプログラム可能であるため、これらの表には代表的なガイド

ラインのみが記載されています。
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表 4 : LED点滅パターン: Windows

オプション動作ステータス LED

1～ 3600秒。この範囲外の値
は、デフォルトで 12秒に設定
されています。

デフォルトは 12秒です。

指定されたパターンでそのド

ライブのステータスLEDを点
滅させることにより、エンク

ロージャ内の特定のデバイス

を識別します。

「アクティブ LED」

障害パターンは、次の場合に

表示されます。

• 1.物理的に取り外された
場合。

または

障害が発生したドライブ

を含む RAIDボリューム
は、削除されるか、物理

的に取り外されます。

• 2.RAIDボリュームの一部
である障害が発生してい

ないドライブが取り外さ

れた時点、または障害が

発生したドライブが識別

され取り外された時点か

ら。新しいドライブが同

じスロットに挿入される

か、またはプラット

フォームがリブートされ

るまで、障害状態のまま

になります。

デフォルト =オプション 1

デバイスのステータス LED
を、定義された障害パターン

で点灯することによって、縮

退状態または障害状態のドラ

イブを示します。

ドライブの障害

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (1台のドライブのみ)

2.有効 (すべてのドライブ)

RAIDボリュームが再構築状態
になると、再構築されている

特定のドライブまたは再構築

されている RAIDボリューム
全体のいずれかで、定義され

た再構築パターンでステータ

ス LEDが点滅します。

RAIDボリュームの初期化また
は確認と修復のプロセス
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オプション動作ステータス LED

なし。デフォルトでは、イ

ネーブルです。

管理対象のホットプラグで

は、ドライブが物理的に取り

出されるまで、管理対象ドラ

イブのステータスLEDが、定
義された検出パターンで点滅

します。

管理対象の取り外し

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (ステータス LEDは点
滅しません)

2.有効 (ステータス LEDを点
滅)

RAIDボリュームの移行中は、
プロセスが完了するまで、す

べてのドライブで定義されて

いる再構築パターンでステー

タス LEDが点滅します。

RAIDボリュームが移行中です

デフォルト =無効移行中のドライブのみが点滅

します。

Rebuild

表 5 : LED点滅パターン: Linux

オプション動作ステータス LED

ブラックリストのコントロー

ラを除外します。

デフォルト =すべてのコント
ローラをサポート

ledmonはブラックリストにリ

ストされているスキャンコン

トローラを除外します。設定

ファイルでホワイトリストも

設定されている場合、ブラッ

クリストは無視されます。

コントローラのスキップ/除外

BLACKLIST

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します (初期化、検証、または
検証および修正が完了するま

で)。

RAIDボリュームの初期化、検
証、または検証と修正

BLINK_ON_INIT

10s (最大 5s)

デフォルトは 10秒です。

Ledmon sysfsスキャン間の時

間間隔を定義します。

値は秒単位です。

ledmonスキャン間隔の設定

間隔

1. False/無効 (1台のドライブ)

2. True/有効 (すべてのドライブ
上)

デフォルト = False/無効

RAIDボリュームが再構築され
る単一ドライブ上でパターン

を再構築

RAIDボリュームの再構築
（RAID再構築）

REBUILD_BLINK_ON_ALL
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オプション動作ステータス LED

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します(移行が完了するまで)。

RAIDボリュームが以降中です

BLINK_ON_MIGR

指定できる値は、quiet、error、
warning、info、debug、all (0は
「quiet」)、5は「all」を意味
します)です。

デフォルト = 2

対応–ログレベル

ledmonからのフラグ。

ledmonデバッグレベルの設定

log_level

1. False/ (すべての RAIDメン
バと PT)

2. True/(RAIDメンバのみ)

デフォルト = False

フラグが ledmon (true)に設定
されている場合、RAIDメンバ
であるドライブにのみモニタ

リングを制限します。

1個のRAIDメンバまたはすべ
ての RAIDの管理設定

RAID_MEMBRES_ONLY

ホワイトリストコントローラ

の LEDの状態の変更を制限し
ます。

デフォルトでは、制限はあり

ません。

ledmonでは、LED状態の変更
を、ホワイトリストにリスト

されているコントローラに制

限します。

特定のコントローラのみに限

定されたスキャン

WHITELIST

表 6 : LED点滅パターン: ESXi

オプション動作ステータス LED

なし。デフォルトはオフで

す。

定義された検索パターンでそ

のドライブのステータス LED
を点滅させることにより、エ

ンクロージャ内の特定のデバ

イスを識別する機能。

「識別」

なし。デフォルトはオフで

す。

ラック内の特定のデバイスが

配置されたら、「識別」 LED
をオフにする機能がありま

す。

「オフ」
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第 10 章

SEDセキュリティポリシー

•自己暗号化ドライブのセキュリティポリシー（123ページ）
•コントローラとディスクのセキュリティフラグ（124ページ）
•ローカルセキュリティポリシーの管理（125ページ）
• KMIPクライアント証明書ポリシー（127ページ）
•リモートセキュリティポリシーの管理（130ページ）
•ディスクのセキュリティのイネーブル化とディセーブル化（133ページ）
•コントローラのセキュリティのディセーブル化（134ページ）
•ロックされたディスクのロックの解除（134ページ）
•セキュア外部設定ディスクの消去（135ページ）
•データを安全に削除する（136ページ）

自己暗号化ドライブのセキュリティポリシー
自己暗号化ドライブ（SED）には、リアルタイムで着信データを暗号化し、送信データを復号
化する特殊なハードウェアが搭載されています。ディスク上のデータは常にディスクで暗号化

され、暗号化された形式で格納されます。暗号化されたデータはディスクから読み出す際に常

に復号化されます。メディア暗号化キーがこの暗号化と復号化を制御します。このキーはプロ

セッサやメモリには保存されません。CiscoUCSManagerは、CiscoUCSCシリーズとB-シリー
ズM5サーバ、および Sシリーズのサーバの SEDセキュリティポリシーをサポートしていま
す。

SEDは、セキュリティキーを指定してロックしなければなりません。このセキュリティキー
はキー暗号化キーまたは認証パスフレーズとも呼ばれ、メディア暗号化キーの暗号化に使用さ

れます。ディスクがロックされていない場合は、データの取得にキーは必要ありません。

Cisco UCS Managerでは、セキュリティキーをローカルででも、リモートからでも設定できま
す。ローカルでキーを設定した場合、そのキーを覚えておく必要があります。キーを忘れた場

合、それを取得することはできず、データが失われます。キー管理サーバ（KMIPサーバとも
呼ばれる）を使用して、キーをリモートから設定できます。この方法で、ローカル管理での

キーの保管と取得に関する問題に対処します。
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SEDの暗号化と復号化は、ハードウェアを通じて実行されます。したがって、全体的なシステ
ムパフォーマンスに影響しません。SEDは瞬時に暗号を消去することで、ディスクの使用停
止や再展開のコストを削減します。メディア暗号化キーを変更することで、暗号消去が実行さ

れます。ディスクのメディア暗号化キーを変更すると、そのディスク上のデータは復号化でき

ず、すぐに使用できない状態になります。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)では、SEDは C
シリーズサーバとSシリーズサーバにディスク盗難防止機能を提供します。HXサーバについ
ては、SEDはノード盗難防止機能を提供します。CiscoUCSManagerリリース4.0(2)では、UCS
BシリーズM5サーバに SEDセキュリティポリシーを拡張します。

コントローラとディスクのセキュリティフラグ
セキュリティフラグは、ストレージコントローラとディスクの現在のセキュリティステータ

スを示します。

ストレージコントローラとディスクには、次のセキュリティフラグがあります。

• SecurityCapable：コントローラまたはディスクがSED管理をサポートできることを示しま
す。

• Security Enable：コントローラまたはディスクにセキュリティキーがプログラムされてお
り、セキュリティがデバイス上で有効であることを示します。このフラグは、セキュリ

ティポリシーを設定してサーバに関連付け、コントローラとディスクを保護しているとき

に設定されます。HXデバイスでは、このフラグは設定されません。

• Secured：コントローラまたはディスクにセキュリティキーがプログラムされており、セ
キュリティが HXデバイス上で有効であることを示します。

次のセキュリティフラグは、ストレージディスクにのみ適用されます。

• Locked：ディスクキーがコントローラ上のキーと一致していないことを示します。これ
は、異なるキーでプログラムされたサーバ間でディスクを移動すると発生します。ロック

されたディスク上のデータにはアクセスできないため、オペレーティングシステムがディ

スクを使用できません。このディスクを使用するには、ディスクのロックを解除するか、

または外部設定を安全に消去します。

• Foreign Secured：セキュアディスクは外部設定になっていることを示します。正しいキー
でロックされたディスクのロックを解除しても、ディスクが外部設定状態になっており、

そのディスク上のデータが暗号化されているとこのようになります。このディスクを使用

するには、外部設定をインポートするか、または外部設定をクリアします。
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ローカルセキュリティポリシーの管理

ローカルセキュリティポリシーの作成

始める前に

新しいストレージプロファイルまたは既存のストレージプロファイルにローカルポリシーを

作成できます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

2. ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

3. [Security Policy]タブをクリックし、次に [Create Security Policy]をクリックするかまたは
[storage profile]を右クリックして [Create Security Policy]を選択します。

4. [Local Policy]オプションをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックし、次に [Create Security Policy]をクリックするかまたは [storage profile]
を右クリックして [Create Security Policy]を選択します。

ステップ 4 [Local Policy]オプションをクリックします。

a) [Key]に入力します。

キーには 32個の英数字を使用する必要があります。

b) [OK]をクリックします。

次のタスク

こうして作成されたキーは、そのサーバのストレージプロファイルに関連付けられ、ストレー

ジコントローラの下に展開されます。これを確認するには、[Server ID]> Inventory]> [Storage]>
[Controller]に進み、SASストレージコントローラを選択します。[General]タブに移動し、
[Security]フィールドが [drive security enable]として表示されているかどうかを確認します。
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ローカルセキュリティポリシーの変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

2. ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

3. [Security Policy]タブをクリックします。
4. （任意）ローカルポリシーのキーを変更するには、[Local Policy]領域で次の手順を実行
します。

5. （任意）セキュリティポリシーをローカルポリシーからリモートポリシーに変更するに

は、次の手順を実行します。

6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 （任意）ローカルポリシーのキーを変更するには、[Local Policy]領域で次の手順を実行します。

a) [Key]フィールドにデータベースの新しいセキュリティキーを入力します。
b) [Deployed Key]フィールドにデータベースの現在のセキュリティキーを入力します。

ステップ 5 （任意）セキュリティポリシーをローカルポリシーからリモートポリシーに変更するには、次の手順を
実行します。

a) [Remote Policy]オプションをクリックします。
b) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
d) （任意） [Deployed Key]フィールドにデータベースの現在のセキュリティキーを入力します。
e) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
f) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。
g) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカルセキュリティポリシーを使用しているサーバへのセキュア

なディスクの挿入

サーバにセキュアなディスクを挿入すると、次のいずれかが行われます。

•ドライブ上のセキュリティキーが、サーバのセキュリティキーと一致し、自動的にロック
が解除されます。
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•ディスク上のセキュリティキーとサーバ上のセキュリティキーが異なっています。ディス
クはロックされたディスクとして表示されます。ロックされたディスク上で次のいずれか

を実行できます。

•セキュアな外部設定を消去してディスク上のすべてのデータを削除します。

•ディスクの正しいキーを提供してディスクのロックを解除します。ディスクのロック
を解除すると、ディスクはForeignSecuredの状態になります。これらのディスクの外
部設定は、すぐにインポートするか、またはクリアする必要があります。

現在の一連のディスクの外部設定をインポートする前に別の一連

のディスクのロックを解除すると、現在の一連のディスクは再度

ロックされ、Lockedの状態になります。

（注）

KMIPクライアント証明書ポリシー
KMIPサーバとも呼ばれているキー管理サーバを使用して、キーをリモートから設定できます。
リモートポリシーを作成する前に、KMIPクライアント証明書ポリシーを作成する必要があり
ます。証明書の生成に使用するホスト名は KMIPサーバのシリアル番号です。

証明書ポリシーは、2つの独立した範囲から作成できます。

•グローバルスコープ：最初にこの範囲でグローバル証明書ポリシーを作成できます。この
範囲で証明書を変更しても、証明書は再生成されません。

•サーバスコープ：この範囲で証明書ポリシーを作成または変更できます。作成または変更
すると、証明書が再生成されます。このような証明書はそのサーバに固有であり、その

サーバについてグローバル証明書がオーバーライドされます。

KMIPクライアント証明書ポリシーを作成したら、次のいずれかを実行します。

• KMIPサーバに生成された証明書をコピーします。

•生成された証明書署名要求を使用して CA署名付き証明書を取得します。この CA署名付
き証明書を CIMCにコピーします。

グローバル KMIPクライアント証明書ポリシーの作成
グローバル KMIPクライアント証明書ポリシーを作成することができます。

このポリシーを使用しているときに証明書の作成に使用するホスト名はサーバのシリアル番号

です。
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。
3. [Security]サブタブをクリックします。
4. [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。
5. 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力しま
す。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Security]サブタブをクリックします。

ステップ 4 [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。

ステップ 5 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明名前

会社所在国の国コード。

アルファベット 2文字を大文字で入力します。

Country Code

証明書を要求している会社の本社が存在する州また

は行政区分。

32文字まで入力します。

状態

証明書を要求している会社の本社が存在する市また

は町。

32文字まで入力します。

地名

証明書を要求している組織。

32文字まで入力します。

組織名

組織ユニット

最大 64文字まで入力できます。

部署名

要求に関連付けられている電子メールアドレス。Email

証明書の有効期間。Validity

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サーバ用の KMIPクライアント証明書ポリシーの作成
サーバ用のKMIPクライアント証明書ポリシーを作成できます。この証明書は、特定のサーバ
にのみ適用され、グローバル KMIPクライアント証明書をオーバーライドします。

このポリシーを使用しているときに証明書の作成に使用するホスト名はサーバのシリアル番号

です。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サー
バの ID。

3. Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Security]サブタブをクリックします。
6. [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。
7. 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力しま
す。

8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サーバの ID。

ステップ 3 Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Security]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Create KMIP Client Cert Policy]をクリックします。

ステップ 7 表示された [Create KMIP Client Cert Policy]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明名前

会社所在国の国コード。

アルファベット 2文字を大文字で入力します。

Country Code

証明書を要求している会社の本社が存在する州また

は行政区分。

32文字まで入力します。

状態

証明書を要求している会社の本社が存在する市また

は町。

32文字まで入力します。

地名
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説明名前

証明書を要求している組織。

32文字まで入力します。

組織名

組織ユニット

最大 64文字まで入力できます。

部署名

要求に関連付けられている電子メールアドレス。Email

証明書の有効期間。Validity

ステップ 8 [OK]をクリックします。

リモートセキュリティポリシーの管理

リモートセキュリティポリシーの作成

新規ストレージプロファイルまたは既存のストレージプロファイルにリモートポリシーを作

成できます。

始める前に

KMIPクライアント証明書ポリシーを作成したことを確認します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

2. ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

3. [Security Policy]タブをクリックし、次に [Create Security Policy]をクリックするかまたは
[storage profile]を右クリックして [Create Security Policy]を選択します。

4. [Remote Policy]オプションをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 ポリシーを作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックし、次に [Create Security Policy]をクリックするかまたは [storage profile]
を右クリックして [Create Security Policy]を選択します。

ステップ 4 [Remote Policy]オプションをクリックします。

a) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
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b) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
d) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。
e) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。
f) [OK]をクリックします。

ポリシーが正常に作成されたというメッセージが表示されます。

次のタスク

こうして作成されたキーは、そのサーバのストレージプロファイルに関連付けられ、ストレー

ジコントローラの下に展開されます。これを確認するには、[Server ID]> Inventory]> [Storage]>
[Controller]に進み、SASストレージコントローラを選択します。[General]タブに移動し、
[Security]フィールドが [drive security enable]として表示されているかどうかを確認します。

リモートセキュリティポリシーの変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

2. ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

3. [Security Policy]タブをクリックします。
4. リモートポリシーを変更するには、[Remote Policy]領域で次の手順を実行します。
5. セキュリティポリシーをリモートポリシーからローカルポリシーに変更するには、次の

手順を実行します。

6. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 ポリシーを作成したストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Security Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 リモートポリシーを変更するには、[Remote Policy]領域で次の手順を実行します。

a) [IP Address/Hostname]フィールドにプライマリサーバの詳細情報を入力します。
b) （任意） [IP Address/Hostname]フィールドにセカンダリサーバの詳細情報を入力します。
c) （任意） [Port]フィールドに、サーバのポート番号を入力します。
d) [KMIP Server Public Certificate]フィールドに KMIP証明書の内容を入力します。

この証明書をブラウザから Base 64形式で保存します。

e) （任意） [Add Login Details]をクリックしてユーザクレデンシャルを入力します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
131

SEDセキュリティポリシー

リモートセキュリティポリシーの変更



ステップ 5 セキュリティポリシーをリモートポリシーからローカルポリシーに変更するには、次の手順を実行しま
す。

a) [Local Policy]オプションをクリックします。
b) [Key]フィールドにコントローラの新しいセキュリティキーを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リモートセキュリティキーの変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サー
バの ID。

3. Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

4. [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
5. [Storage]サブタブをクリックします。
6. [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。
7. [General]タブで、[Modify Remote Key]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サーバの ID。

ステップ 3 Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。

ステップ 7 [General]タブで、[Modify Remote Key]をクリックします。

リモートセキュリティポリシーを使用しているサーバへのセキュア

なディスクの挿入

リモートセキュリティポリシーを使用しているサーバにセキュアなディスクを挿入すると、

ストレージディスクはロックされたディスクとして表示されます。次のいずれかを実行しま

す。

•以前にローカルキーを使用してディスクがロックされていた場合は、そのローカルキー
を使用してディスクのロックを手動で解除します。
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•リモート KMIPサーバを使用してロックを解除します。

セキュアなディスクをローカルセキュリティポリシーを使用しているサーバからリモートセ

キュリティポリシーを使用しているサーバに移動すると、ディスクはロックされた状態として

表示されます。ローカルキーを使用してディスクのロックを手動で解除します。

ディスクのセキュリティのイネーブル化とディセーブル

化

始める前に

•ディスクのセキュリティを有効にするには、ディスクが JBODであることを確認します。

•ディスクをセキュアに消去するには、そのディスクが未設定で良好な状態になっている必
要があります。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サー
バの ID。

3. Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

4. [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
5. [Storage]サブタブをクリックします。
6. [Disks]タブで、ディスクを選択します。
7. [Details]領域で、[Enable Encryption]をクリックします。
8. セキュアディスクを無効にするには、[Secure Erase]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サーバの ID。

ステップ 3 Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Disks]タブで、ディスクを選択します。

ステップ 7 [Details]領域で、[Enable Encryption]をクリックします。

ステップ 8 セキュアディスクを無効にするには、[Secure Erase]をクリックします。
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コントローラのセキュリティのディセーブル化

始める前に

SASコントローラ上でのみ、セキュリティを無効にすることができます。コントローラ上のセ
キュリティを無効にするには、まずすべてのセキュアディスク上のセキュリティを無効にして

から、コントローラのすべてのセキュア仮想ドライブを削除します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サー
バの ID。

3. Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

4. [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
5. [Storage]サブタブをクリックします。
6. [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。
7. [General]タブで、[Disable Security]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サーバの ID。

ステップ 3 Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Controllers]タブで、SASコントローラを選択します。

ステップ 7 [General]タブで、[Disable Security]をクリックします。

ロックされたディスクのロックの解除
SEDのキーがコントローラ上のキーと一致していない場合、そのディスクは [Locked, Foreign
Secure]と表示されます。そのディスクのセキュリティキーを提供するか、またはリモート
KMIPサーバを使用して、ディスクのロックを解除します。ディスクのロックを解除した後、
外部設定をインポートするか、またはクリアします。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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2. [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。

3. [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
4. [Storage]サブタブをクリックします。
5. [Controller]タブで、SASコントローラを選択します。
6. ローカルセキュリティポリシーで保護されているディスクのロックを解除するには、次

の手順を実行します。

7. リモートKMIPサーバで保護されているディスクのロックを解除するには、[General]タブ
で [Unlock For Remote]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Controller]タブで、SASコントローラを選択します。

ステップ 6 ローカルセキュリティポリシーで保護されているディスクのロックを解除するには、次の手順を実行しま
す。

a) [General]タブで、[Unlock Disk]をクリックします。
b) [Key]テキストボックスに、そのディスクをロックするのに使用したキーを入力します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 リモート KMIPサーバで保護されているディスクのロックを解除するには、[General]タブで [Unlock For
Remote]をクリックします。

ロックされたディスクのロックを解除すると、そのディスクのセキュリティステータスは

[Foreign Secure]と表示されます。

次のタスク

外部設定をインポートするか、またはクリアします。

セキュア外部設定ディスクの消去
ロックされた状態のディスクがあり、そのディスクを既存のデータにアクセスせずに使用する

場合は、セキュアな外部設定ディスクを消去できます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サー
バの ID。
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3. Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

4. [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。
5. [Storage]サブタブをクリックします。
6. [Disks]タブで、ディスクを選択します。
7. [General]タブで、[Secure Erase Foreign Configuration]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 の Cシリーズおよび Sシリーズサーバでは、展開機器 >ラックマウント >サーバ >サーバの ID。

ステップ 3 Bシリーズサーバ展開機器 >シャーシ >シャーシ ID >サーバ >サーバ ID

ステップ 4 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Disks]タブで、ディスクを選択します。

ステップ 7 [General]タブで、[Secure Erase Foreign Configuration]をクリックします。

データを安全に削除する
委員会規制 (EU) 2019/424は、データを安全に処分することを要求しています。

データの安全な廃棄は、Cisco UCSサーバのさまざまなドライブ、メモリ、およびストレージ
からデータを消去し、工場出荷時の設定にリセットするための、一般的なツールを使用するこ

とによって可能になります。

委員会規制 (EU) 2019/424に準拠するためのデータの安全な削除は、次の Cisco UCSサーバで
サポートされています。

• Cisco UCS B200

• Cisco UCS B480

• Cisco UCS C125

• Cisco UCS C220

• Cisco UCS C240

• Cisco UCS C480

• Cisco UCS S3260

安全にデータを削除するため、UCSサーバに取り付けられているデバイスについて十分に理解
し、適切なツールを実行する必要があります。場合によっては、複数のツールを実行する必要

がある場合があります。
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データを安全に消去する方法の詳細については、https://www.cisco.com/web/dofc/18794277.pdf
を参照してください。
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第 11 章

ストレージプロファイル

•ストレージプロファイル（139ページ）
• Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ（140ページ）
•ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー（140ページ）
• RAIDレベル（147ページ）
•自動ディスク選択（148ページ）
•サポートされている LUNの変更（149ページ）
•サポートされていない LUNの変更（149ページ）
•ディスク挿入の処理（150ページ）
•仮想ドライブの命名（152ページ）
• LUNの参照解除（152ページ）
•コントローラの制限と制約事項（153ページ）
•ストレージプロファイル（154ページ）
•ストレージプロファイルの設定（185ページ）

ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディ

スクのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレー

ジプロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されま
す。ストレージプロファイルで設定された LUNは、ブート LUNまたはデータ LUNとして使
用でき、また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバ
イスとして指定することも可能です。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。
ストレージプロファイルを導入すると、次の利点があります。

•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択でき
ます。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。

•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。
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ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できま

す。サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレー

ジプロファイルを関連付けることができます。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ
4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell ® 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラを搭
載したCiscoブート最適化M.2コントローラ (UCS-M2-HWRAID)をサポートしています。これ
は、次のサーバでサポートされています。

• Cisco UCS C220 M5サーバ

• Cisco UCS C240 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5サーバ

• Cisco UCS B200 M5サーバ

• Cisco UCS B480 M5サーバ

次の 2つのドライブは、Ciscoブート最適化M. 2 RAIDコントローラによって管理されます。

• 240GB M.2 6G SATA SSD

• 960GB M.2 6G SATA SSD

Ciscoブート最適化M.2RAIDコントローラは、RAID1/JBOD (デフォルト-JBOD)モードとUEFI
ブートモードのみをサポートします。

Ciscoブート最適化M.2 Raidコントローラの制限

•既存の LUNの移行はサポートされていません。

•ローカルディスク設定ポリシーはサポートされていません。

•単一の LUNの作成時には、ディスク容量全体が使用されます。

• Lunは、ストレージプロファイルの下の [Local LUN (ローカル LUN)]タブ (ローカル LUN
の設定（157ページ）を参照)を使用して作成され、コントローラ定義を使用しません。

•異なる容量の 2台のドライブを混在させることはできません。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
シャーシ内のサーバは、そのシャーシ内で集中管理されたストレージを使用することができま

す。ストレージに使用するディスクを選択して設定できます。これらの物理ディスクの論理集

合をディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを整

理できます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と設定を制御します。
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ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したもので

す。このポリシーで、ディスクグループに使用するRAIDレベルを指定します。また、ディス
クグループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどう

かも指定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを
管理できます。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理
することはできません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスク

グループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、

フォールトトラレントRAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。さらに、ディ
スクをグローバルホットスペアとして割り当てることができ、ディスクグループで使用でき

ます。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、
オペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用
して管理する必要があります。

設定状態

[ConfigurationStates]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は
次のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて
正常に適用されました。

• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドラ
イブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されたか、サービスプ
ロファイルとストレージプロファイルとの関連付けが解除されています。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けら
れていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの
展開状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。
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• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次
のいずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオン
ラインです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいず
れかに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成さ
れましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりませ
ん。

（注）

• [Partially degraded]：RAID 6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定された
ドライブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID 6は、最大 2つ
のドライブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状
態です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライ
ブのプレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異
なります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーに、自動または手動でディスクを設定できます。
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SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します

3. ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。
5. [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。
6. ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[DiskGroupConfiguration

(Automatic)]を選択し、次の情報を指定します。
7. ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[Disk Group Configuration

(Manual)]を選択してから、次の手順に従います。
8. [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。
9. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Provisioning] > [Storage Policies]の順に展開します

ステップ 3 ディスクグループポリシーを作成する組織のノードを展開します。

ステップ 4 組織の [Disk Group Policies]を右クリックし、[Create Disk Group Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Disk Group Policy]ダイアログボックスで、次の情報を指定します。

説明名前

ポリシーの名前[Name]フィールド

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダー
スコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊
文字とスペースは使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、この

名前を変更することはできません。

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての情報を含めること

を推奨します。

[Description]フィール
ド

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、
`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

次のいずれかになります。[RAIDLevel]ドロップ
ダウンリスト • [RAID 0 Striped]

• [RAID 1 Mirrored]

Ciscoブート最適化M. 2RAIDコントローラ (UCS-M2-HWRAID)は、
RAID1のみをサポートします。

Note

• [RAID 5 Striped Parity]
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説明名前

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• RAID 10 Mirrored and Striped

RAID 1ポリシーでディスクグループを作成し、このグループに 4つの
ディスクを設定すると、ストレージコントローラにより、内部で RAID
1E構成が作成されます。

Note

ステップ 6 ディスクグループポリシーに自動的にディスクを設定するには、[Disk Group Configuration (Automatic)]を
選択し、次の情報を指定します。

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (HWRAID)を設定している場合は、ステップ 7, on page
145に進みます。

Note

説明名前

ディスクグループのドライブの数を指定します。[Number of drives]
フィールド

ドライブ数の範囲は 0～ 24です。デフォルトのドライブ数は、[Unspecified]で
す。ドライブ数を [Unspecified]として選択すると、ディスクの選択プロセスに応
じたディスク数が選択されます。

ディスクグループのドライブのタイプ。次のオプションを選択できます。[Drive Type]フィールド

• HDD

• SSD

• [Unspecified]

デフォルトのドライブタイプは [Unspecified]です。ドライブタイプとして
[Unspecified]を選択すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初の
ドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプ

になります。たとえば、最初のドライブが SSDの場合、以降のすべてのドライ
ブが SSDになります。

ディスクグループの専用ホットスペアの数。[Number of Hot Spares]
フィールド

専用ホットスペア数の範囲は 0～ 24です。デフォルトの専用ホットスペア数は
[Unspecified]です。専用ホットスペア数を [Unspecified]として選択すると、ディ
スクの選択プロセスに応じたホットスペア数が選択されます。

ディスクグループの最小ドライブサイズ。この基準を満たすディスクのみが選

択可能になります。

[Min Drive Size]フィー
ルド

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。デフォルトの最小ドライブサ
イズは [Unspecified]です。最小ドライブサイズを [Unspecified]として選択する
と、すべてのサイズのディスクが選択可能になります。
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ステップ 7 ディスクグループポリシーに手動でディスクを設定するには、[Disk Group Configuration (Manual)]を選択
してから、次の手順に従います。

a) テーブル右側のアイコンバーにある [+]をクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration Reference]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ローカルディスク参照を設定するスロット。[Slot]フィールド

M.2ドライブには通常スロット ID = 253、254があります。

さらに、[Equipment (機器)] > [Server (サーバ)][servernumber (サーバ番号)] >
[Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)] > [Disks (ディスク)]に
移動して、スロット IDを確認します。

Note

[Role]フィールド Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (UCS-M2-HWRAID)を設定して
いる場合は、[Normal (標準)]を選択します (デフォルト)。他の値を選択す
ると、設定エラーになります。

Note

ディスクグループでのローカルディスクのロール。次のオプションを選択できます。

•標準

• [Dedicated Hot Spare]

•グローバルホットスペア

[Span ID]フィール
ド

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (UCS-M2-HWRAID)を設定して
いる場合は、このフィールドは適用されません。[SPANID(範囲 ID)]フィー
ルドは [unspecified (未指定)]のままにします。いずれかの値を選択すると、
設定エラーになります。

Note

ローカルディスクのスパン ID。値の範囲は 0～ 8です。

ローカルディスクのデフォルトスパン IDは [Unspecified]です。これは、スパニング
情報が必要でない場合にのみ使用してください。

ステップ 8 [Virtual Drive Configuration]領域に、次の情報を指定します。

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラ (HWRAID)を設定している場合は、次のようになりま
す。

•作成できる仮想ドライブは 1つのみです。

•ストリップサイズ (KB)には、 64 KBまたは32KBを選択します。他の値を選択すると、設
定エラーになります。

•アクセスポリシー、読み取りポリシー、書き込みキャッシュポリシー、 IOポリシー、および
ドライブキャッシュの場合は、[Platform Default (プラットフォームデフォルト)]を選択しま
す。他の値を選択すると、設定エラーになります。

Note
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説明名前

仮想ドライブのストライプサイズ。許容される値は [Platform Default]
のみです。

[Strip Size (KB)]フィールド

仮想ドライブのアクセスポリシー。次のいずれかになります。[Access Policy]フィールド

• Platform Default

• [Read Write]

• [Read Only]

•ブロック

仮想ドライブの読み取りポリシー。次のいずれかになります。[Read Policy]フィールド

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

仮想ドライブのキャッシュ書き込みポリシー。次のいずれかになりま

す。

[Write Cache Policy]フィールド

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

仮想ドライブの I/Oポリシー。次のいずれかになります。[IO Policy]フィールド

• Platform Default

•直接

• Cached

ドライブキャッシュの状態。次のいずれかになります。[Drive Cache]フィールド

• Platform Default

• [No Change]

• [Enable]

• [Disable]

ディスクグループ内のすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用して管理
する必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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仮想ドライブ（VD）のデフォルト値を受け入れて、ディスクグループポリシーをサービスプロ
ファイルに関連付けると、サービスプロファイルに関連付けられた後に VDの設定を変更できま
す。デフォルト以外の値を使用するようにWebBIOSからVDのデフォルト値を変更すると、変更
された値を確認するためのプロパティエラーは生成されません。

Note

RAIDレベル
ディスクグループのRAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの
確保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバ
イスの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上

します。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現しま
す。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに
冗長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありません

が、シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが1つの大きなドライブであるかのように機能できます。た
とえば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることがで
きます。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループッ
トを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべ

てのデータが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生し
た場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さ
い方の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

RAID 5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分
します。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。
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• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つの
パリティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供
します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID6はRAID5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10 Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して
完全なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスルー

プットレートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピ
ングを使用しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要で
す。

• RAID 50 Striped Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped：データが複数のストライプ化されたパリティディ
スクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供しま

す。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指

定しないと、Cisco UCS Managerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従っ
て、使用するディスクを決定します。 Cisco UCS Managerは複数の方法でディスクを選択でき
ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順

番に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選

択されます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1. 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されま
す。繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

1. ディスクの種類

2. 降順の最小ディスクサイズ

3. 降順のスペース要件

4. アルファベット順のディスクグループ修飾子名

5. アルファベット順のローカル LUN名

2. 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索
基準を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。
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ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとなり
ます。Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされているのは SATAと SASのみです。

Cisco UCS Managerリリース 2.5では RAIDのマイグレーションをサポートしていません。

（注）

3. 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4. プロビジョニング済み LUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシー
が設定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みま

す。そうでない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

サポートされている LUNの変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変
更はサポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってくださ
い。

サポートされていない LUNの変更
既存の LUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブを作成
しなければ適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのよ

うな変更はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされてい

ない、再構成を伴う変更は次のとおりです。
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•再構成を通して可能となる、サポートされている任意のRAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

• [Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUNではサポートされません。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしない RAIDレベルの変更。たとえば、RAID5から RAID1への変更で
す。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートす
る RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディス
クの削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1. LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1. ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2. ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2. LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されま
す。

3. ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4. 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ（151ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ（151ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ（151ページ）

•ホットスペアドライブの交換（151ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入（152ページ）
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非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。
新しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になり
ます。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除して

から再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペ
アドライブが割り当てられていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理

ドライブを挿入するまでは、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカル

ディスクの欠如といった障害状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自

動的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状
態になります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、RAID 60）にホットスペ
アドライブが割り当てられている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いた

りすると、仮想ドライブが [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使
用可能な場合）が [Rebuilding]状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]
状態になります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致
しないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディス

クから、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの

後、ホットスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアさ

れます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、
[JBOD]または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロット
から取り除き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポート

してください。これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になりま
す。その時点で、新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマー

クして、Cisco UCSMで使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。
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ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想
ドライブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1. 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2. 新しく挿入されたドライブを、Cisco UCSMが期待するホットスペアドライブとなるよう
に設定します。

未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [UnconfiguredGood]
状態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコン

トローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するに
は、新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照す
る LUNを作成する必要があります。

仮想ドライブの命名
Cisco UCSManagerを使用して仮想ドライブを作成すると、Cisco UCSManagerがその仮想ドラ
イブに固有 IDを割り当てます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識
別できます。Cisco UCS Managerでは、サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライ
ブに柔軟に名前を付けられるようにもなっています。サービスプロファイルまたはサーバに

よって参照されていない仮想ドライブは、いずれも孤立した仮想ドライブとしてマークされま

す。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てら
れます。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明
示的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、Cisco UCS Managerが
仮想ドライブの一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更する

ことができます。

LUNの参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参
照解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。
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• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行わ
れます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not in
use]に変更されます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更
されます。

コントローラの制限と制約事項
• Cisco UCS C240、C220、C24、および C22サーバの場合、各ストレージコントローラは
24台の仮想ドライブをサポートします。 Cisco UCS Managerリリース 4.0 (4a)以降のすべ
てのサーバでは、各サーバが 18個の仮想ドライブをサポートしています。

UCSB-UCSC-MRAID12Gは、最大 16個の仮想ドライブをサポートします。
UCSB-UCSC-MRAID12Gストレージコントローラに 16個以上の仮想ドライブを作成する
と、FSMステージにエラーメッセージが表示されます。

同じストレージプロファイルによって管理されている複数のスト

レージコントローラがサーバにある場合、最大仮想ドライブは

サーバでサポートされる最大値に制限されます。

（注）

• CiscoUCSManagerリリース 2.2(4)では、ブロックサイズが 4Kのドライブはブレードサー
バではサポートされませんが、ラックマウントサーバではサポートされます。ブロック

サイズが4Kのドライブをブレードサーバに挿入した場合、検出に失敗し、「Unable to
get Scsi Device Information from the system」というエラーメッセージが表
示されます。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降のリリースでは、C240 M4サーバとM5サーバの
アウトオブバンドインベントリ（OOB）をサポートしていない RAIDコントローラの場
合、動作状態として [NA]が、ドライブ状態として [Unknown]が表示されます。
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ストレージプロファイル

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルポリシーは、[Navigation]ペインの [Storage]タブで作成できます。さ
らに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージプロファイル
を設定することもできます。

以前のリリースのUCSManagerからのデフォルトのローカルディスク設定がサービスプロファ
イルやサービスプロファイルテンプレートにある Cisco UCSブレードサーバまたはラック
サーバで、3.1以降のリリースにアップグレードする場合は、ローカルディスク設定のデフォ
ルトのポリシーを、ローカルディスクポリシーの RAIDレベルのオプションではなく、[Any
Configuration]に変更すると、同じサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプレー
ト内のローカル LUNを使用してストレージプロファイルを正常に作成できます。レガシー
LUNは、その後、ストレージインベントリの一部になります。

Caution

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

4. 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。
5. [Create Storage Profile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定し

ます。[Description]に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。
6. (Optional) [LUNs]領域で、 [Local LUNs]を作成し、このストレージプロファイルに追加

します。

7. (Optional) [LUN Set]領域で、[LUN Set]を作成し、このストレージプロファイルにそれ
らを追加します。

8. [LUNs]領域で、[Controller Definitions]を作成し、このストレージプロファイルに追加
します。

9. [LUNs]領域で、[Security Policy]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

10. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Storage Profile]を選択します。

ステップ 5 [CreateStorageProfile]ダイアログボックスで、ストレージプロファイルの名前を指定します。[Description]
に、このストレージプロファイルの説明を任意で入力できます。

ステップ 6 (Optional) [LUNs]領域で、 [Local LUNs]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、「ローカル LUNの設定, on page 157」を参照してください。

ステップ 7 (Optional) [LUN Set]領域で、[LUN Set]を作成し、このストレージプロファイルにそれらを追加します。

詳細については、「LUN設定の作成, on page 161」を参照してください。

ステップ 8 [LUNs]領域で、[Controller Definitions]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、「ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の作成, on page 170」を参照してく
ださい。

ステップ 9 [LUNs]領域で、[Security Policy]を作成し、このストレージプロファイルに追加します。

詳細については、ローカルセキュリティポリシーの作成, on page 125およびリモートセキュリティポリ
シーの作成, on page 130を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

特定のストレージプロファイルの作成

手順の概要

1. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

2. 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

3. 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

4. [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

5. [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。
6. [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリック

します。

7. [Create Specific Storage Profile]をクリックします。
8. （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレー

ジプロファイルの説明を設定します。

9. [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加し
ます。

10. [OK]をクリックします。
11. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 特定のストレージプロファイルを作成するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Storage Profile]ダイアログボックスで、[Specific Storage Profile]タブをクリックします。

ステップ 7 [Create Specific Storage Profile]をクリックします。

ステップ 8 （任意） [Specific Storage Profile]領域で、[Description]フィールドに入力して、ストレージプロファイル
の説明を設定します。

各サービスプロファイルには、特定のストレージプロファイルを 1つだけ含めることができます。その
ため、このストレージプロファイルの名前はデフォルトで提供されます。

ステップ 9 [Storage Items]領域で、ローカル LUNを作成し、このストレージプロファイルに追加します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージプロファイルの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. 削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。
5. 表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 削除するストレージプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 表示される確認ダイアログで、[Yes]をクリックします。
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ローカル LUN

ローカル LUNの設定

[Navigation]ペインの [Storage]タブで、ストレージプロファイルポリシーに含めるローカル
LUNを作成できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルト
ストレージプロファイルに含めるローカル LUNを作成することもできます。

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ローカル LUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開
します。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。
6. [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
7. (Optional)このローカルLUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create

Disk Group Policy]をクリックします。
8. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ローカル LUNを作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create Local LUN]をクリックします。

ステップ 6 [Create Local LUN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

（ローカルLUNの作成時に表示されます）ローカルLUNを作成する
ときにデフォルトで選択されます。

[Create Local LUN]オプション

（ローカルLUNの作成時に表示されます）孤立したLUNを要求する
場合に選択します。

[Prepare ClaimLocal LUN]オプショ
ン

ローカル LUNの名前。

この名前には、1～10文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできませ

ん。

[Name]フィールド
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説明名前

この LUNのサイズ（GB単位）。サイズの許容範囲は 1～ 10240 GB
です。

孤立したLUNを要求する場合は、LUNサイズを指定する必
要はありません。

Note

Ciscoブート最適化M. 2 Raidコントローラを使用したセッ
トアップでは、このフィールドはグレー表示されません。た

だし、このフィールドに入力する必要はありません。システ

ムは、指定されたサイズに関係なく、フルディスク容量を

使用して LUNを作成します。

Note

[Size (GB)]フィールド

この LUNの分数サイズ（MB）。[Fractional Size (MB)]フィールド

ローカル LUNを自動的に展開するかどうかを指定します。次のいず
れかになります。

• [Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開します。
• [No Auto Deploy]

：ローカル LUNを自動展開しません。

[Auto Deploy]オプションボタン

（ラックサーバとブレードサーバのみで使用可能）この LUNを使用
可能なディスクグループ全体を使用するように展開できることを指定

します。

サービスプロファイルごとに、このオプションを使用できる LUNは
1つだけです。

[Expand To Available]オプションは、既に導入されている LUNではサ
ポートされません。

[Expand ToAvailable]チェックボッ
クス

このローカル LUNに適用されるディスクグループ設定をドロップダ
ウンリストから選択します。

[Select Disk Group Configuration]ド
ロップダウンリスト

新しいディスクグループを作成する [Create Disk Group Policy]ダイア
ログボックスを表示します。

[Create Disk Group Policy]リンク

ステップ 7 (Optional)このローカル LUNに新しいディスクグループポリシーを作成する場合は、[Create Disk Group
Policy]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNの詳細の表示

ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用ス

トレージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロ

ファイルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両

方から有効なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル
LUNを継承できます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承された
すべてのローカル LUNの詳細を表示できます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。
5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. [Storage Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Storage Configuration]サブタブをクリックし、[Local LUNs]タブをクリックします。

指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報が表示されま
す。

• [Name]：ストレージプロファイルでの LUNの名前。

• [RAID Level]：使用されているディスクグループの RAIDレベルの要約。

•サイズ (MB):、mbですが、ストレージプロファイルで指定された LUNのサイズ。

• [Config State]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。

• [Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドライブが作成
されているところです。

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想ドライブが作成
されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていますが、仮想ドライ
ブの作成が失敗しました。
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• [Not Applied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられていても、管理
状態が [Undeployed]になっています。

• [Deploy Name]：展開後の仮想ドライブの名前。

• LUN ID—LUN ID。

• [Drive State]：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

•不明

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

ローカル LUNの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. ローカルLUNを削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
4. 目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開し、削除するローカル LUNを選択
します。

5. 削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択します。
6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ローカル LUNを削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 目的のストレージプロファイルの [Local LUNs]を展開し、削除するローカル LUNを選択します。

ステップ 5 削除する LUNを右クリックして、[Delete]を選択します。
確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。
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LUNの設定

LUN設定

リリースで始まる4.0(2a)、 Cisco UCS Manager LUNの設定オプションを使用した個々の raid 0
Lunにディスクスロットの範囲を設定する機能を提供します。

LUN設定の作成中には次のガイドラインを考慮する必要があります。

•ディスクの唯一の SSDおよび HDDタイプを使用できます。

•最大 60ディスクを 1つの範囲内で使用できます。

• 2つの異なる LUNの設定の構成での範囲内でのディスクの同じセットを追加することは
できません。

•ディスクスロットの範囲の LUN設定のディスクが設定されているかどうかは、同じスト
レージポリシーでローカル LUN設定で設定された同じディスクを設定することはできま
せん。同様に、ローカル LUN設定では、ディスクが設定されている場合は、同じディス
クで、ディスクスロットの範囲の LUNセットを使用できません。

• LUNの設定が設定されている、サーバは、OOBストレージの操作をサポートする必要が
あります。

•同じサービスプロファイルのストレージポリシーとローカルディスクポリシーを設定す
ることはできません。

•ローカル LUNおよび LUNの設定に同じ名前を持つことはできません。

• Sシリーズサーバ PCHコントローラでスロット 201および 202はサポートされません
LUNの設定。

LUNセットの制限事項

Cisco UCS ManagerLUNの設定を次の制限があります。

• LUNの設定に孤立状態のローカル Lunを要求することはできません。

•作成されると、LUNの設定を変更することはできません。削除し、必要なパラメータを
新しい LUN設定を作成する必要があります。

• LUNの設定からは、OSブートはサポートされていません。

LUN設定の作成

[Navigation]ペインの [Storage]タブからストレージプロファイルポリシーに LUN設定を作成
できます。さらに、[Servers]タブで、サービスプロファイルに固有のデフォルトストレージ
プロファイルに含めるLUN設定を作成することもできます。
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Before you begin

LUNの設定の作成に使用するしようとしているディスクのセットがUnConfiguredGoodまたは
JBODドライブの状態であることを確認します。

ディスクドライブの状態をJBOD状態の場合は、スロットの範囲内で同じディスクを使用する
かどうかデータ損失を発生可能性があります。

Note

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. LUN設定を作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま
す。

4. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
5. [Actions]領域で、[Create LUN Set]をクリックします。

6. [Create LUN Set]ダイアログボックスで、以下のフィールドに入力します。
7. [OK]をクリックします。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 LUN設定を作成する対象のストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Create LUN Set]をクリックします。

ステップ 6 [Create LUN Set]ダイアログボックスで、以下のフィールドに入力します。

説明名前

LUN設定の名前。

この名前には、1～ 10文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後で、この名前を変

更することはできません。

[Name]フィールド

現在Cisco UCS ManagerRAID 0ストライピングオプ
ションのみをサポートしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィールド
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説明名前

ストライプ仮想ドライブの場合は、各物理ディスク

にあるストライプデータセグメントの部分。

• [Platform Default]

• 8 KB

• 16 KB

• 32KB

• 64 KB

• 128 KB

• 256 KB

• 512 KB

• 1024 KB

[Strip Size (KB)]ドロップダウンリスト

許可されたアクセスのタイプ。次のいずれかになり

ます。

• Platform Default

• [Read Write]

•読み取り専用

•ブロック

[Access Policy]オプション

先行読み出しキャッシュモード。次のいずれかにな

ります。

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

読み取りポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

[Write Cache Policy]オプション
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説明名前

次のいずれかになります。

• Platform Default

•直接

• Cached

IOポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [No Change]

• Enable

• Disable

ドライブキャッシュオプション

仮想ドライブを保護するには、このチェックボック

スをオンにします。

[Security]チェックボックス

ステップ 7 [OK]をクリックします。

LUNセットの詳細の表示

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

4. 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。
5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. ストレージプロファイル]サブタブをクリックし、 LUNの設定]タブをクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 表示対象のサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 継承されたローカル LUNを表示するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 ストレージプロファイル]サブタブをクリックし、 LUNの設定]タブをクリックします。

指定したサービスプロファイルに継承されたすべての LUN設定に関する次の詳細情報が表示されます。
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表 7 : LUN設定

説明名前

LUN設定の名前。[Name]カラム

現在CiscoUCSManagerRAID0ストライピングオプションのみをサポー
トしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィール
ド

説明名前

LUN設定の名前。

この名前には、1～ 10文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後で、この名前を変

更することはできません。

[Name]フィールド

現在Cisco UCS ManagerRAID 0ストライピングオプ
ションのみをサポートしています。

RAIDレベルオプション

ディスクのスロット範囲。ディスクスロット範囲()]フィールド

ストライプ仮想ドライブの場合は、各物理ディスク

にあるストライプデータセグメントの部分。

• [Platform Default]

• 8 KB

• 16 KB

• 32KB

• 64 KB

• 128 KB

• 256 KB

• 512 KB

• 1024 KB

[Strip Size (KB)]ドロップダウンリスト

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
165

ストレージプロファイル

LUNセットの詳細の表示



説明名前

許可されたアクセスのタイプ。次のいずれかになり

ます。

• Platform Default

• [Read Write]

•読み取り専用

•ブロック

[Access Policy]オプション

先行読み出しキャッシュモード。次のいずれかにな

ります。

• Platform Default

• [Read Ahead]

• [Normal]

読み取りポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [Write Through]

• [Write Back Good Bbu]

• [Always Write Back]

[Write Cache Policy]オプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

•直接

• Cached

IOポリシーオプション

次のいずれかになります。

• Platform Default

• [No Change]

• Enable

• Disable

ドライブキャッシュオプション

仮想ドライブを保護するには、このチェックボック

スをオンにします。

[Security]チェックボックス
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LUNセットの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。
2. [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

3. LUN設定を削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。
4. 目的のストレージプロファイルの [LUNSet]を展開し、削除するLUN設定を選択します。
5. 削除する LUN設定を右クリックして、[Delete]を選択します。

6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Storage]をクリックします。

ステップ 2 [Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 LUN設定を削除するストレージプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 目的のストレージプロファイルの [LUN Set]を展開し、削除する LUN設定を選択します。

ステップ 5 削除する LUN設定を右クリックして、[Delete]を選択します。
確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

PCHコントローラ定義

PCH SSDコントローラ定義

Cisco UCS Managerプラットフォームコントローラハブ（PCH）ソリッドステートドライブ
（SSD）コントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のローカルストレー
ジ設定で、単一 RAIDまたは JBODディスクアレイ内にあるすべてのディスクを設定できま
す。

PCHコントローラによって管理されているディスクを取り外したり挿入したりする場合は、
サーバを再確認してください。

（注）

PCHコントローラ定義を設定することで、次の機能がサポートされます。

•オンボード PCHコントローラに接続された 2台の内蔵 SSD間で単一の LUN RAIDを構成
する機能

•コントローラを AHCI（JBOD）および SWRAID（RAID）の 2つのモードで構成する方法
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•組み込みのローカル LUNおよび組み込みのローカルディスクブートポリシーで PCHス
トレージデバイスを構成する機能。これにより、サーバ内にその他のブート可能なローカ

ルストレージデバイスが存在していても、ブート順序を正確に制御できます。ローカル

LUNまたはローカル JBODオプションを使用して PCHディスクから起動しないでくださ
い。

•内蔵 SSDドライブでのスクラブポリシーのサポート。これは SWRAIDモードにのみ適用
されます。これは PCHコントローラモードの AHCIと NORAIDには適用されません。
『UCS Manager Server Management Guide』をご覧ください。

•内蔵 SSDドライブでのファームウェアアップグレードのサポート。

• M4以前のサーバの場合、ディスクファームウェアのアップグレードは PCHコント
ローラがSWRAIDモードの場合にのみサポートされます。AHCIモードではサポート
されていません。

• M5以降のサーバの場合、ディスクファームウェアのアップグレードはSWRAIDモー
ドと AHCIモードの両方でサポートされます（ただしCisco UCS C125 M5サーバ、
AHCIモードのみをサポートする場合を除く）。

ストレージプロファイルポリシーで PCHコントローラの SSDを設定できます。サービスプ
ロファイルの関連付けが解除された後でも、LUN設定を保存する保護設定を有効または無効
にすることができます。コントローラモードを選択します。PCHコントローラコンフィギュ
レーションでは、RAID0と RAID1の 2つの RAIDオプションのみをサポートしています。コ
ントローラに接続されたすべてのディスクが JBODディスクとして構成されたAHCIモードで
は、[NoRAID]設定オプションを使用してください。設定の導入は、ストレージプロファイル
をサービスプロファイルへ関連付けるプロセスの一環として実行されます。

Cisco UCS Managerは、次のM4サーバで PCHの管理対象内部 SSDをサポートします。

• UCSC-C240-M4L

• UCSC-C240-M4SX

Cisco UCS Managerは、すべてのM5サーバのM.2カード上で、次の PCHの管理対象 SSDを
サポートします。 (次を除くCisco UCS C125 M5サーバ)。

• 240GB M.2 6G SATA SSD

• 960GB M.2 6G SATA SSD

M5サーバでは、コントローラ定義でのソフトウェア RAID設定とブートポリシーでのレガ
シーブートモード設定を一緒に行うことはできません。コントローラ定義では、UEFIブート
モードのみがソフトウェアRAID設定でサポートされています。この条件は、ドライブがブー
トドライブとして使用されていない場合にも適用されます。

（注）

Cisco UCS Managerのブートポリシーで PCHコントローラ定義を設定するために、PCH LUN
およびPCHDiskという2つの新しいデバイスを選択できます。EmbeddedLocalLunはSWRAID
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モードのブートデバイスを表し、EmbeddedLocalDiskは AHCIモードのブートデバイスを表
します。

システムは、サポートされているSSDのスクラビング処理を行うために同じスクラブポリシー
を使用します。スクラブが Yesの場合、設定された LUNは関連付けの解除または再検出の一
環として破棄されます。スクラブが Noの場合、設定された LUNは関連付けの解除および再
検出の間に保存されます。

CiscoUCSManagerは、PCHコントローラがSWRAIDモードの場合にのみ、内蔵SSDのファー
ムウェアアップグレードをサポートします。AHCIモードではサポートされていません。

FCHコントローラの設定

FusionControllerHub (FCH) SSDコントローラー定義は、AMDベースのCiscoUCSC125M5サー
バストレージプロファイルにローカルストレージ構成を提供します。AMDプロセッサベー
スのサーバの場合、PCHコントローラは FCHコントローラと呼ばれます。コントローラタイ
プは Cisco UCS Manager GUIの PCHとして残ります。

FCHコントローラは、次の相違点を除く PCHコントローラと同じようにで動作します。

• FCHは、AHCI (JBOD)モードのみです。

Cisco UCS Manager GUIは RAID 0、RAID 1としてRAIDサポート
を表示しますが、Cisco UCS C125 M5サーバは AHCIモードのみ
をサポートします。

（注）

PCHコントローラによって管理されているディスクを取り外した
り挿入したりする場合は、サーバを再確認してください。

（注）

• 2つの FCHコントローラがあります。

•最初のPCHコントローラがフロントパネルのSATAディスクを管理します (別のPCIe
ストレージコントローラがない場合)

• 2台目の PCHコントローラがM.2 SSDを管理

Cisco UCS C125 M5サーバの場合、PCH IDは 3と 4です。（注）

このドキュメントの PCHコントローラに関する詳細情報と手順は、Intelベースと AMDベー
スの両方のサーバに適用できます。

（注）
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ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の作成

PCHコントローラ定義によって提供されるストレージプロファイル内のストレージ設定で、
PCHコントローラに接続された内蔵SSDを設定できます。コントローラ定義の名前を作成し、
ストレージプロファイルとサービスプロファイルの関連付けが解除された場合でもストレー

ジプロファイルで設定を保持するかどうかを指定し、RAIDレベルを選択してコントローラ
モードを指定します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Storage] > [Storage Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 コントローラの定義を作成するストレージプロファイルを選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions]タブをクリックし、パネル下の [Add]をクリックするか、または [storage profile]を
右クリックし [Create Controller Definition]を選択します。

ステップ 4 [Create Controller Definition]ダイアログボックスで、次の情報を設定します。

説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab Properties]
領域から名前を変更することはできません。

（注）

最大 16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。特殊
文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイルの

関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定が保持され

ます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファイルと

サービスプロファイルの関連付けを解除した後、そのスト

レージプロファイルに新しいサービスプロファイルを関連

付け、そのサービスプロファイル内のローカルディスク設

定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗し

ます。

（注）

[Protect Configuration]チェックボッ
クス
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説明名前

[RAID Level]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。この
オプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサー

ビスプロファイルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付

けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）デー
タはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化され、高速ス

ループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかの

ディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が
発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ

サイズは、2つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなりま
す。

• [Any Configuration]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
変更なしにローカルディスク設定を転送するサーバ設定の場合。

• [NoRAID]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）JBODディ
スクと同様にすべてのディスクが相互依存関係なく個別に使用で

きます。[No RAID]を選択し、このポリシーをすでに RAIDスト
レージが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。その

ため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違いがわからない
ことがあります。これにより、ポリシーの RAID設定と、サーバ
の [Inventory] > [Storage]タブに表示される実際のディスク設定が
一致しない場合があります。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[No
RAID]コンフィギュレーションモードの適用後にすべてのディス
ク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID 5 Striped Parity]：（PCHSSDコントローラ定義ではサポー
ト対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライプ化

されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時に

データの再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID
5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデー
タスループットを提供します。

• [0RAID 6 Striped Dual Parity:（PCHSSDコントローラ定義ではサ
ポート対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライ

プ化され、2つのパリティディスクを使用して最大 2つの物理
ディスクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各
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説明名前

行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10Mirrored and Striped]：（PCHSSDコントローラ定義では
サポート対象外）RAID10がミラー化されたディスクペアを使用
して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供しま

す。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：（PCH SSDコントローラ定義
ではサポート対象外）複数のストライプ化されたパリティディス

クセットにデータがストライプ化され、高いスループットと複数

のディスク障害耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：（PCH SSDコントロー
ラ定義ではサポート対象外）複数のストライプ化されたデュアル

パリティディスクセットにデータがストライプ化され、高いス

ループットと優れたディスク障害耐性を提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプ
ションにライセンスが必要です。CiscoUCSManagerで、
このローカルディスクポリシーを含むサービスプロ

ファイルをサーバに関連付けると、選択されたRAIDオ
プションに適切なライセンスが備わっているかが Cisco
UCS Managerによって確認されます。問題がある場合
は、サービスプロファイルを関連付ける際にCiscoUCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報につい
ては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』を参
照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
新しい PCHコントローラ定義が、ナビゲーションウィンドウに表示されます。

次のタスク

特定のオペレーティングシステムのソフトウェアRAIDドライバのインストール手順について
は、次を参照してください。

•『Cisco UCS C240 M4 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
for Windows and Linux」セクション

•『Cisco UCS C220 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション

•『Cisco UCS C240 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション
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•『Cisco UCS C480 M5 Server Installation and Service Guide』の「Installing LSI MegaSR Drivers
For Windows and Linux」セクション

Cisco UCS B200 M5サーバおよび Cisco UCS B480 M5サーバのソフトウェア RAIDドライバの
インストールについては、上記のいずれかのM5サーバと同じ手順に従います。

（注）

サービスプロファイル PCHコントローラ定義の変更

始める前に

RAIDレベルを [RAID 0 Striped]または [RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]へ変更する場合は、
その手順を開始する前に、次の手順を実行します。

1. 関連付けられているサービスプロファイルにスクラブポリシーがあることを確認します。
『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Creating a Service Profile with the Expert
Wizard」を参照してください。

2. サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除します。『Cisco UCS Manager Server
Management Guide』の「Disassociating a Service Profile from a Server or Server Pool」を参照
してください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

2. [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。
3. [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。
4. [General]タブで、次の情報を変更します。
5. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開して、特定のストレージプロファイル名を選択します。

ステップ 3 [Controller Definitions]を展開して、特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 4 [General]タブで、次の情報を変更します。
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説明名前

ストレージコントローラの名前。

PCHコントローラ定義を保存すると、[General Tab Properties]
領域から名前を変更することはできません。

（注）

最大 16文字まで入力できます。任意の英数字を使用できます。特殊
文字と空白はサポートされていません。

[Name]フィールド

オンにすると、ストレージプロファイルとサービスプロファイルの

関連付けが解除されても、ストレージプロファイルの設定が保持され

ます。

このオプションが有効な状態でストレージプロファイルと

サービスプロファイルの関連付けを解除した後、そのスト

レージプロファイルに新しいサービスプロファイルを関連

付け、そのサービスプロファイル内のローカルディスク設

定ポリシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗し

ます。

（注）

[Protect Configuration]チェックボッ
クス
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説明名前

[RAID Level]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかのディスクポリシーモードを選択できます。

• [No Local Storage]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。この
オプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサー

ビスプロファイルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付

けることができません。

• [RAID 0 Striped]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）デー
タはアレイ内のすべてのディスクにストライプ化され、高速ス

ループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかの

ディスクで障害が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
データは 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が
発生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイ

サイズは、2つのドライブの小さい方の空き容量に等しくなりま
す。

• [Any Configuration]：（PCH SSDコントローラ定義でサポート）
変更なしにローカルディスク設定を転送するサーバ設定の場合。

• [NoRAID]：（PCHSSDコントローラ定義でサポート）JBODディ
スクと同様にすべてのディスクが相互依存関係なく個別に使用で

きます。[No RAID]を選択し、このポリシーをすでに RAIDスト
レージが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。その

ため、[No RAID]モードの適用後にサーバ上で違いがわからない
ことがあります。これにより、ポリシーの RAID設定と、サーバ
の [Inventory] > [Storage]タブに表示される実際のディスク設定が
一致しない場合があります。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[No
RAID]コンフィギュレーションモードの適用後にすべてのディス
ク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID 5 Striped Parity]：（PCHSSDコントローラ定義ではサポー
ト対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライプ化

されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時に

データの再構築に使用できるパリティ情報が格納されます。RAID
5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデー
タスループットを提供します。

• [0RAID 6 Striped Dual Parity:（PCHSSDコントローラ定義ではサ
ポート対象外）アレイ内のすべてのディスクにデータがストライ

プ化され、2つのパリティディスクを使用して最大 2つの物理
ディスクの障害に対する保護を提供します。データブロックの各
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説明名前

行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID 10Mirrored and Striped]：（PCHSSDコントローラ定義では
サポート対象外）RAID10がミラー化されたディスクペアを使用
して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供しま

す。

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]：（PCH SSDコントローラ定義
ではサポート対象外）複数のストライプ化されたパリティディス

クセットにデータがストライプ化され、高いスループットと複数

のディスク障害耐性を提供します。

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]：（PCH SSDコントロー
ラ定義ではサポート対象外）複数のストライプ化されたデュアル

パリティディスクセットにデータがストライプ化され、高いス

ループットと優れたディスク障害耐性を提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプ
ションにライセンスが必要です。CiscoUCSManagerで、
このローカルディスクポリシーを含むサービスプロ

ファイルをサーバに関連付けると、選択されたRAIDオ
プションに適切なライセンスが備わっているかが Cisco
UCS Managerによって確認されます。問題がある場合
は、サービスプロファイルを関連付ける際にCiscoUCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報につい
ては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』を参
照してください。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

変更した PCHコントローラ定義が正常に保存されたかどうかが表示されます。

次のタスク

サービスプロファイルからサーバの関連付けを解除して、RAIDレベルを [RAID 0 Striped]ま
たは [RAID 1 Mirrored]から [NO RAID]に変更した場合は、次の手順を実行します。

1. M4サーバの場合は、そのサーバを再認識させます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Reacknowledging a Rack-Mount Server」を参照してください。

2. サービスプロファイルをサーバに関連付けます。『Cisco UCS Manager Server Management
Guide』の「Associating a Service Profile with a Server or Server Pool」を参照してください。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
178

ストレージプロファイル

サービスプロファイル PCHコントローラ定義の変更



ストレージプロファイル PCHコントローラ定義の削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

2. [Storage Profiles]を展開します。
3. [PCH Controller Definitions]を展開します。
4. [Navigation (ナビゲーション])ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックし
ます。

5. [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。
6. 定義を削除するかどうかを確認します。

7. 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage Profiles]を展開します。

ステップ 3 [PCH Controller Definitions]を展開します。

ステップ 4 [Navigation (ナビゲーション])ペインで、削除する特定のコントローラ定義をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Actions]領域で、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 定義を削除するかどうかを確認します。

定義が正常に削除されたかどうかが表示されます。削除されない場合は次を参照してください：PCHコン
トローラ定義の設定のトラブルシューティング （179ページ）

ステップ 7 正常に削除されたら、[OK]をクリックします。

PCHコントローラ定義の設定のトラブルシューティング

PCHコントローラ定義の作成

次のような状況では、PCHコントローラ定義の設定に失敗します。

•サポートされていないサーバモデルのコントローラ定義を設定しようとする

•レガシーのローカルディスク設定ポリシーを使用して、ストレージプロファイル内のPCH
ストレージを設定しようとする

•ストレージプロファイルコントローラ定義とストレージプロファイルローカル LUN設
定インターフェイスを使用して、同じコントローラを設定しようとする

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、SWRAIDモードで展開され
た設定とは異なる RAIDタイプを設定した場合

• [Protect Configuration]チェックボックスがオンになっており、RAIDタイプが現在のコン
トローラモードと一致しない場合
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すでに関連付けられたサーバの PCHストレージ設定を変更すると（コントローラモードの変
更、RAIDレベルの変更、コントローラ修飾子の変更など）、PNUOSブートがトリガーされ
て、ホスト OSのダウンタイムが発生します。

警告

ブートポリシー

次のいずれかの場合に設定エラーが発生します。

•ブートポリシーで PCHDiskを選択しましたが、プライマリまたはセカンダリターゲット
パスのスロット番号が、格納されている内蔵 SSDスロット番号のいずれにも一致しませ
んでした。

•ブートポリシーで PCH LUNと PCH Diskの両方を同時に選択しました。

ファームウェア

互換性のないソフトウェアの組み合わせに対しては、関連付けを行うときに設定エラーは発生

しません。ただし、サポート対象のソフトウェアの組み合わせを使用していない場合、関連付

けの実行中に PCH SSDコントローラのストレージ設定が失敗したり、展開されなかったりす
ることがあります。また、互換性のないソフトウェアの組み合わせに対する関連付けの最後に

PCH SSDコントローラからブートすると、内蔵 SSDで障害が発生することがあります。

M.2モジュールの移行

SWRAIDでのM.2モジュールの移行

次の手順を実行して、SWRAIDモードのM.2モジュールを宛先サーバに移行します。

始める前に

コントローラ定義では、UEFIブートモードのみがソフトウェア RAID設定でサポートされて
います。この条件は、ドライブがブートドライブとして使用されていない場合にも適用されま

す。ソースサーバと宛先サーバのブートモードがUEFIに設定されており、コントローラ定義
がSWRAIDと同じ（R0/R1）に設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 M.2モジュールを物理的に取り外します。

ソースサーバの SWRAID M.2コントローラ設定でのソースサーバのブートモードは UEFIであることが
必要です。組み込み型ディスクで UEFIブートパラメータを使用し、宛先サーバのブートポリシーを設定
します。

ステップ 3 宛先サーバのM.2モジュールにディスクを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 サーバを再認識します。
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AHCIモードでのM.2モジュールの移行

次の手順を実行して、NORAIDモードのM.2モジュールを宛先サーバに移行します。

始める前に

•ソースサーバがレガシーブートモード状態の場合、宛先サーバもレガシーブートモード
であり、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

•ソースサーバが UEFIブートモード状態の場合、宛先サーバも UEFIブートモードであ
り、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 M.2モジュールを物理的に取り外します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• M.2コントローラのディスクがソースサーバで UEFIのブートモードであった場合は、宛先サーバの
ブートポリシーを UEFIブートパラメータを使用して設定します。

• M.2コントローラのディスクが、ソースサーバでレガシーのブートモードの場合、宛先サーバのブー
トポリシーをレガシーモードに設定します。

ステップ 4 宛先サーバにM.2モジュールを挿入します。

ステップ 5 サーバの電源をオンにします。

ステップ 6 サーバを再認識します。

ディスクが不良である場合、サーバはディスクステータスに [Not Detected]と表示します。「不
良M.2ディスクの交換（182ページ）」を実行して、不良ディスクを交換します。

（注）

SWRAIDディスクの移行

次の手順を実行して、SWRAIDモードのM.2ディスクを宛先サーバに移行します。

始める前に

コントローラ定義では、UEFIブートモードのみがソフトウェア RAID設定でサポートされて
います。この条件は、ドライブがブートドライブとして使用されていない場合にも適用されま

す。ソースサーバと宛先サーバのブートモードがUEFIに設定されており、コントローラ定義
がSWRAIDと同じ（R0/R1）に設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバを正常にシャットダウンします。

ステップ 2 物理的にM.2モジュールを取り外し、ディスクを取り出します。

ソースサーバでディスクをSWRAIDとして使用している場合、ブートモードはUEFIにする必要があり、
組み込み型ディスクで UEFIブートパラメータを使用し、宛先サーバのブートポリシーを設定します。
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ステップ 3 宛先サーバのM.2モジュールにディスクを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 サーバを再認識します。

ディスクの [Drive State]に [Online]と表示されている必要があります。ディスクが不良である場
合、サーバはディスクを検出できないか、または [Drive State]に [Online]ではなく、[BAD]（また
は [FAILED]）と表示されます。「不良M.2ディスクの交換（182ページ）」を実行して、不良
ディスクを交換します。

（注）

AHCIモードでの JBODディスクの移行

次の手順を実行して、NORAIDモードの JBODディスクを宛先サーバに移行します。

始める前に

•ソースサーバがレガシーブートモード状態の場合、宛先サーバもレガシーブートモード
であり、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

•ソースサーバが UEFIブートモード状態の場合、宛先サーバも UEFIブートモードであ
り、コントローラ定義が [NORAID]で設定されていることを確認します。

ステップ 1 サーバのグレースフルシャットダウンを実行します。

ステップ 2 物理的にモジュールを取り外し、M.2ハードディスクを取り出します。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• M.2コントローラのディスクがソースサーバで UEFIのブートモードであった場合は、宛先サーバの
ブートポリシーを UEFIブートパラメータを使用して設定します。

• M.2コントローラのディスクが、ソースサーバでレガシーのブートモードの場合、宛先サーバのブー
トポリシーをレガシーモードに設定します。

ステップ 4 宛先サーバのM.2モジュールにM.2ディスクを挿入します。

ステップ 5 サーバの電源をオンにします。

ステップ 6 サーバを再認識します。

不良M.2ディスクの交換
次の手順を実行して、不良M.2ディスクを交換します。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
182

ストレージプロファイル

AHCIモードでの JBODディスクの移行



始める前に

SWRAIDコントローラの定義が設定されており、交換ディスクによって空ドライブがフォー
マットされたことを確認します。

ステップ 1 正常にサーバの電源を切ります。

ステップ 2 不良M.2ドライブを物理的に取り外します。シリアル番号とディスクスロットを使用して不良ディスクを
識別します。

ステップ 3 交換M.2ドライブを挿入します。

ステップ 4 サーバの電源をオンにします。

ステップ 5 ディスクが再構築されるまで待機してから、サーバを再確認します。

SWRAIDの再構築には、ディスクサイズ、ディスク速度、OSコンテンツ、およびその他のパラ
メータに応じて 35～ 75分かかる場合があります。

AHCIは NORAID設定であるため、再構築は適用されません。

（注）

障害のあるM.2ドライブを交換すると、もう一方のスロットにあるドライブの動作状態とドライ
ブ状態は「低下」に、そして「再構築」に変わります。ドライブを通常の状態に戻すには、ブレー

ドを停止して再稼働します。

（注）

ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付

け

ストレージプロファイルを既存または新規のサービスプロファイルに関連付けることができ

ます。[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成（219ページ）を参照して
ください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

3. ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを

展開します。

4. ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

5. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
6. [LUN Configuration]サブタブをクリックします。
7. [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイ

アログボックスが表示されます。

8. [Storage Profile Policy]タブをクリックします。
9. このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage

Profile]ドロップダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]
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をクリックします。[Storage Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示され
ます。

10. 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付け

るには、 [Create Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]を
クリックします。ストレージプロファイルの作成（154ページ）は、新しいストレージ
プロファイルの作成に関する詳細情報を提供します。

11. （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するに

は、[Storage Profile]ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をク
リックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 ストレージプロファイルに関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [LUN Configuration]サブタブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Modify Storage Profile]をクリックします。[Modify Storage Profile]ダイアログボックス
が表示されます。

ステップ 8 [Storage Profile Policy]タブをクリックします。

ステップ 9 このサービスプロファイルに既存のストレージプロファイルを関連付けるには、[Storage Profile]ドロッ
プダウンリストから関連付けるストレージプロファイルを選択し、[OK]をクリックします。[Storage
Items]領域に、ストレージプロファイルの詳細が表示されます。

ステップ 10 新しいストレージを作成して、そのストレージをこのサービスプロファイルに関連付けるには、 [Create
Storage Profile]をクリックし、必須フィールドに入力してから [OK]をクリックします。ストレージプロ
ファイルの作成（154ページ）は、新しいストレージプロファイルの作成に関する詳細情報を提供しま
す。

ステップ 11 （任意）ストレージプロファイルとサービスプロファイルとの関連付けを解除するには、[StorageProfile]
ドロップダウンリストから [No Storage Profile]を選択し、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
184

ストレージプロファイル

ストレージプロファイルと既存のサービスプロファイルとの関連付け



ストレージプロファイルの設定

ブレードサーバの RAIDコントローラの外部設定のインポート

始める前に

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラでセットアップする場合、Cisco UCS Managerは異
なる外部設定を持つ 2個のドライブを接続すr場合、インポートの設定を認識しません。HIIメ
ニューを使用して 1個のドライブで最初に設定を消去する必要があります。HIIメニューを使
用して設定を消去する方法については、『Configuration Guides』を参照してください。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。
4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Controller]サブタブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Controller]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

ラックサーバの RAIDコントローラの外部設定のインポート

始める前に

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラでセットアップする場合、Cisco UCS Managerは異
なる外部設定を持つ 2個のドライブを接続すr場合、インポートの設定を認識しません。HIIメ
ニューを使用して 1個のドライブで最初に設定を消去する必要があります。HIIメニューを使
用して設定を消去する方法については、『Configuration Guides』を参照してください。
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。
4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Controller]サブタブをクリックします。
6. [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 外部設定をインポートする RAIDコントローラが搭載されたサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Controller]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Import Foreign Configuration]をクリックします。

ブレードサーバのローカルディスク操作の設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Disks]サブタブをクリックします。
6. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定
します。

• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなく
なったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。
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• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなくなったことを指
定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。

ラックサーバのローカルディスク操作の設定

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [Disks]サブタブをクリックします。
6. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
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• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として指定します。
• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクが除去する対象でなくなったことを
指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ローカルディスク操作を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクを除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクが除去する対象でなくなったことを指定します。
• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。

ローカルディスクの設定操作

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
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4. [Disks]サブタブをクリックします。
5. 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そ
のローカルディスクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定
します。

• [SetUndoPrepare ForRemoval]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなく
なったことを指定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定しま
す。使用可能なドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定しま
す。

• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]とし
てマークして、設定可能にすることを指定します。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [Disks]サブタブをクリックします。

ステップ 5 目的のディスクを右クリックし、次のいずれかの操作を選択します。

• [Clear Foreign Configuration State]：新しい設定へのローカルディスクの導入時に、そのローカルディ
スクに存在する外部設定をクリアします。

• [Set Unconfigured Good]：ローカルディスクを設定可能として指定します。
• [Set Prepare For Removal]：ローカルディスクをシャーシから除去する対象として指定します。
• [Set Undo Prepare For Removal]：ローカルディスクがシャーシから除去する対象でなくなったことを指
定します。

• [Mark as Dedicated Hot Spare]：ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定します。使用可能な
ドライブの中から仮想ドライブを選択できます。

• [Remove Hot Spare]：ローカルディスクがホットスペアでなくなったことを指定します。
• [Set JBOD to Unconfigured Good]：新しいローカルディスクを [Unconfigured Good]としてマークして、
設定可能にすることを指定します。
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孤立した仮想ドライブの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUNs]サブタブをクリックします。
5. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。
6. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]の順に展開します

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 5 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。

確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックします。

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。
7. [はい（Yes）]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）
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ステップ 3 孤立した仮想ドライブを削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Delete Orphaned LUN]を選択します。

確認用のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックします。

ブレードサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。
7. 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力しま
す。

8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。

ステップ 7 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ラックサーバの孤立した仮想ドライブの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

3. 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。
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4. [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。
5. [LUNs]サブタブをクリックします。
6. 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。
7. 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力しま
す。

8. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure
rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 孤立した仮想ドライブの名前を変更するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory]タブをクリックし、[Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 目的の仮想ドライブを右クリックし、[Rename Referenced LUN]を選択します。

ステップ 7 表示される [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、新しい LUN名を入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ローカルストレージのブートポリシー

ストレージコントローラのプライマリブートデバイスを、ローカル LUNまたは JBODディ
スクとして指定できます。各ストレージコントローラには、1つのプライマリブートデバイ
スを設定できます。ただし、ストレージプロファイルでは、プライマリブート LUNとして 1
つのデバイスのみを設定できます。

4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラ
(UCS-M2-HWRAID)を搭載した Ciscoブート最適化M.2コントローラをサポートしています。
コントローラは UEFIブートモードのみをサポートします。

ブートポリシーのローカルストレージオプションは、Ciscoブート最適化M. 2 Raidコント
ローラの SATAドライブからのブートをサポートします。

また、ブートポリシーの組み込みローカルストレージオプションは、Ciscoブート最適化M.
2 Raidコントローラの SATAドライブからのブートをサポートします。プライマリおよびセカ
ンダリタイプは、特に 2台の SATAドライブから起動します。
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Cisco UCS S3260 M3サーバでは、Cisco UCS Manager GUIを使用したブートポリシーへのロー
カル LUNの追加時に [Local LUN Image Path]のオプションとして [Any]はサポートされていま
せん。Cisco UCS Manager CLIでは Cisco UCS S3260コマンドオプションは local-anyM3サーバ
ノードでサポートされていません。

（注）

組み込みのローカル LUNのブートポリシーの設定

Cisco UCS S3260 M3サーバノードでは、ローカル LUNまたは JBODから組み込みのローカル
LUNまたはディスクにブートポリシーを移行する前に、ローカルストレージ設定を削除し、
関連付けが完了するまで待機してから、最後に新しいローカルストレージ設定を追加する必要

があります。これは、PCHディスクまたは LUNからブート処理をイネーブルにします。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 設定するブートポリシーを選択します。

5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。
7. [Add Embedded Local LUN]をクリックして、ローカルLUNのブート順序を設定します。
8. ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして設定するには、[Primary]を選択しま

す。

9. [LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する LUNの名前を
入力します。

10. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。

ステップ 7 [Add Embedded Local LUN]をクリックして、ローカル LUNのブート順序を設定します。
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ステップ 8 ローカル LUNをプライマリブートデバイスとして設定するには、[Primary]を選択します。

ステップ 9 [LUN Name]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する LUNの名前を入力します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

組み込みのローカルディスクのブートポリシーの設定

UCSC-C125サーバの場合、独立したPCIeストレージコントローラがない場合は、内蔵ローカ
ルディスクの起動ポリシーを設定してはいけません。代わりに、[Add Local Disk]オプション
を使用します。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. 設定するブートポリシーを選択します。

5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。
7. [Add Embedded Local Disk]をクリックして、ローカル JBODデバイスをプライマリブー
トデバイスとして設定します。

8. [Disk Slot Number]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する JBODディ
スクのスロット番号を入力します。

9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして、[Local Devices]領域を展開します。

ステップ 7 [Add Embedded Local Disk]をクリックして、ローカル JBODデバイスをプライマリブートデバイスとし
て設定します。

BODは次のサーバでのみサポートされます。

• Cisco UCS B200 M3ブレードサーバ

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
194

ストレージプロファイル

組み込みのローカルディスクのブートポリシーの設定



• Cisco UCS B260 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

• Cisco UCS C220 M4ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C240 M4ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C460 M4ラックマウントサーバ

•すべての Cisco UCS M5サーバ

• Cisco UCS S3260 M4およびM5サーバ

ステップ 8 [Disk Slot Number]フィールドに、プライマリブートデバイスとして設定する JBODディスクのスロット
番号を入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル内のローカル LUN操作

LUN名の事前プロビジョニング

LUN名を事前にプロビジョニングできるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている
場合のみです。事前プロビジョニングするLUN名がすでに存在し、そのLUNが孤立している
場合、その LUNはサービスプロファイルによって要求されます。名前を事前にプロビジョニ
ングする LUNが存在しない場合、指定した名前の LUNが新規に作成されます。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする LUNを右クリックし、

[Pre-Provision LUN Name]を選択します。
6. [Set Pre-Provision LUN Name]ダイアログボックスで、LUNの名前を入力します。
7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
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ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local LUNs]サブタブで、LUN名を事前プロビジョニングする LUNを右クリックし、[Pre-Provision LUN
Name]を選択します。

ステップ 6 [Set Pre-Provision LUN Name]ダイアログボックスで、LUNの名前を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

孤立した LUNの要求

孤立した LUNを要求できるのは、LUNの管理状態が [Undeployed]となっている場合のみで
す。LUNの管理状態を明示的に [Undeployed]に変更すると、孤立したLUNを要求できます。

LUN名が空の場合は、要求する前に LUN名を設定します。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、要求する LUNを右クリックし、[ClaimOrphan LUN]を選択しま
す。

6. [Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する対象とする孤立した LUN
を選択します。

7. LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。
8. 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]を選択して、LUNを展開
解除し、所有者を要求します。

9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local LUNs]サブタブで、要求する LUNを右クリックし、[Claim Orphan LUN]を選択します。

ステップ 6 [Claim Orphan LUN]ダイアログボックスで、所有権を要求する対象とする孤立した LUNを選択します。

ステップ 7 LUNを右クリックし、[Set Admin State]を選択します。

ステップ 8 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで [Undeployed]を選択して、LUNを展開解除し、所有者
を要求します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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LUNの展開および展開解除

LUNを展開または展開解除できます。ローカル LUNの管理状態が [Undeployed]の場合、LUN
の参照は削除されていて、LUNは展開されていません。

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、展開または展開解除するLUNを右クリックし、[SetAdmin State]
を選択します。

6. 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展開する場合は [Online]を選
択し、LUNを展開解除する場合は [Undeployed]を選択します。

7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [LocalLUNs]サブタブで、展開または展開解除するLUNを右クリックし、[SetAdminState]を選択します。

ステップ 6 表示される [Set Admin State]ダイアログボックスで、LUNを展開する場合は [Online]を選択し、LUNを展
開解除する場合は [Undeployed]を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルで参照されている LUNの名前変更

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

3. [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。
4. [LUN Configuration]タブをクリックします。
5. [Local LUNs]サブタブで、参照されている LUNの名前を変更する LUNを右クリックし、

[Rename Referenced LUN]を選択します。
6. [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されている LUNの新しい名前を入
力します。

7. [OK]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 4 [LUN Configuration]タブをクリックします。

ステップ 5 [LocalLUNs]サブタブで、参照されているLUNの名前を変更するLUNを右クリックし、[RenameReferenced
LUN]を選択します。

ステップ 6 [Rename Referenced LUN]ダイアログボックスで、参照されている LUNの新しい名前を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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第 12 章

ミニストレージ

•ミニストレージ（199ページ）
•ミニストレージプロパティの表示（199ページ）

ミニストレージ
ミニストレージスロットは、Cisco UCSM5ブレードおよびラックサーバにある新しいスロッ
トです。このスロットは空でも、SDストレージモジュールまたはM.2 SATAモジュールを装
着してもかまいません。

Cisco UCS Managerは、Micro-SDカードをサポートしていません。（注）

ミニストレージ SDモジュールは、内蔵 SDコントローラと 2つの SDカードスロットから構
成されています。これらのカードには、RAID 1の機能が備わっています。

ミニM.2 SATAモジュールは、2つの SATAスロットから構成されています。サーバ上にある
PCHコントローラは、このモジュール上の SATAドライブを制御します。

4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはミニストレージのMarvell 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/s
コントローラ (UCS-M2-HWRAID)を搭載したCiscoブート最適化M.2コントローラをサポート
しています。

Cisco UCSManagerを使用してミニストレージモジュールのインベントリ登録および管理を行
うことができます。

ミニストレージプロパティの表示
ミニストレージモジュールは、M5以降のサーバでのみサポートされています。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
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ステップ 3 ミニストレージのプロパティを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Mini Storage]領域で、[Expand]アイコンをクリックしてその領域を展開します。

ミニストレージのプロパティが表示されます。
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第 13 章

SDカードサポートの設定

• FlexFlashセキュアデジタルカードのサポート（201ページ）
• FlexUtilセキュアデジタルカードのサポート（207ページ）

FlexFlashセキュアデジタルカードのサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部
セキュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible
Flashストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）
によってホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。
FlexFlashが有効な場合、Cisco UCSManagerでは、BIOSとホストホストオペレーティングシ
ステムのどちらに対しても、HVパーティションを USBドライブとして表示します。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着され
ている場合は、ミラー化モードで使用できます。

サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）

SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使
用できます。次の図に、SDカードスロットを示します。
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図 2 : SDカードスロット

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用される
ローカルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカルディ
スクポリシーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlash
コントローラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバが SD
カードをサポートしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージ
が表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたは HVパーティショ
ンはホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイル
の関連付け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラ
ブポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常なRAID状態
にすることができます。

RAIDペアの新しい SDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマッ
トすることができます。

• SDカードをフォーマットします。詳細な情報についてはSDカードのフォーマット（206
ページ）を参照してください。

•関連付けられているサーバの場合、FlexFlashスクラブポリシーを作成し、サーバからサー
ビスプロファイルの関連付けを解除します。関連付けられていないサーバの場合、FlexFlash
スクラブポリシーを作成し、デフォルトのスクラブのポリシーを変更した後でサーバを再

認識させます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションに
は、スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）
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HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブー
トポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlashファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。
CIMCをアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンが FlexFlashコントロー
ラで使用可能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller
State]が [Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表
示されます。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコ
ントローラの更新を行う必要があります。詳細については、該当する『 Cisco UCS B-Series
Firmware Management Guide』、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
を参照してください。

Cisco Flexible Flashストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカード
のみをサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードは B200-M3ブレードサーバでのみサ
ポートされ、64GBSDカードはB200-M4およびM5ブレードサー
バでのみサポートされます。

（注）

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部のCisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは
HVパーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つの
パーティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できます。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカード
がRAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって
報告された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行して RAIDのためのカードを組み
合わせる必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関
連ポリシー」を参照してください。次の条件によって RAIDデグレードやメタデータエ
ラーが引き起こされる可能性があります。

•サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロット
に新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

•異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。
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FlexFlash FX3Sのサポート
リリース 2.2(3)以降、CiscoUCSManagerではFX3Sコントローラによる追加のFlexFlashサポー
トが可能になりました。FX3Sコントローラは次のサーバ上に存在します。

• Cisco UCSB200 M4およびM5ブレードサーバ

• Cisco UCSC220 M4およびM5ラックサーバ

• Cisco UCSC240 M4およびM5ラックサーバ

• C480 M5ラックサーバ

• C480 M5 MLブレードサーバ

• B480 M5ブレードサーバ

• Cisco UCS C125 M5サーバ

FX3S制御を使用した FlexFlash操作は、Cisco Flexible Flashストレージコントローラでの操作
と同じです。FlexFlashはデフォルトでは無効で、ローカルディスクポリシーを使用して有効
化されます。また、コントローラをリセットし、SDカードをフォーマットして、一対の SD
カードを自動同期させることもできます。

FX3Sコントローラの SDカードには、ハイパーバイザと呼ばれる単一のパーティションが含
まれています。

Cisco FX3Sコントローラの制約事項：

• FX3Sコントローラは、32 GBおよび 64 GBの SDカードのみをサポートします。16 GB
のカードはサポートされません。

• FX3Sコントローラは、M5以上のブレードで 128 GBのカードをサポートします。

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(3a)以上が必要です。

FlexFlash SDカードのサポートのイネーブル化

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
2. [Servers] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディ
スク設定ポリシーを選択します。
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5. [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
6. [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。
7. [FlexFlash Removable State]フィールドで、[removable]状態を選択します。Flex Flash SD
カードを [removable]として定義する必要がある場合は、 [Yes]オプションをクリックしま
す。ハイパーバイザ要件を調べて、[removable]状態の設定を確認してください。

8. [Save Changes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク設定ポリ
シーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [FlexFlash Removable State]フィールドで、[removable]状態を選択します。Flex Flash SDカードを [removable]
として定義する必要がある場合は、 [Yes]オプションをクリックします。ハイパーバイザ要件を調べて、
[removable]状態の設定を確認してください。

• [No Change](デフォルト) -ハイパーバイザが SDカードの [preset]状態を必要としない場合は、このオ
プションを使用してください。

• [No] -ハイパーバイザが SDカードの [non-removable]状態を必要とする場合は、このオプションを使
用してください。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

FlexFlash SDカードのサポートのディセーブル化
この手順では、ローカルディスクポリシー内の FlexFlash機能をディセーブルにする方法につ
いて説明します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Filter]ドロップダウンリストから [Policies]を選択します。

ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ツリーを展開します。

ステップ 4 FlexFlashをディセーブルにするポリシーを強調表示します。
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ステップ 5 タスクペインの [Events]タブをクリックし、[FlexFlash State]の隣にある [Disable]オプションボタンを選
択します。

ステップ 6 FlexFlash SDカードを交換する必要がある場合は、[FlexFlash Removable State]フィールドの [Yes]ラジオボ
タンを選択します。FlexFlashの削除可能状態を変更する前に、SDカードが使用中でないことを確認しま
す。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

自動同期のイネーブル化

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Auto-sync]をクリックします。

ステップ 7 [Enable Auto-sync]ダイアログボックスで、プライマリとして使用するSDカードの [Admin Slot Number]を
選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

SDカードのフォーマット

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 SDカードをフォーマットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Format SD Cards]をクリックします。

ステップ 7 [Yes]をクリックして、SDカードをフォーマットします。

FlexFlashコントローラのリセット

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
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ステップ 3 FlexFlashコントローラをリセットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。

ステップ 7 FlexFlashコントローラをリセットするには [Yes]をクリックします。

FlexUtilセキュアデジタルカードのサポート
CシリーズM5ラックマウントサーバは、ストレージ用のマイクロ SD (FlexUtil)メモリカー
ドをサポートします。ただし、UCSManagerは、MICRO-SDカードの管理サポートを提供して
いません。
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第 14 章

ダイレクトアタッチドストレージ

•ダイレクトアタッチドストレージ（209ページ）
•ファイバチャネルスイッチングモード（210ページ）
•ファイバチャネルスイッチングモードの設定（211ページ）
•ストレージ VSANの作成（212ページ）
•ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成（212ページ）
•ファイバチャネルストレージポートの設定（215ページ）
•ファイバチャネルゾーン分割の設定（216ページ）

ダイレクトアタッチドストレージ
標準的なダイレクトアタッチドストレージ（DAS）システムは、データストレージデバイス
で構成されています（たとえば、ラックに設置された多数のハードディスクドライブがホス

トバスアダプタ（HBA）を介してコンピュータに直接接続されています）。これら 2つのポ
イント間にはネットワークデバイス（スイッチやルータなど）がありません。

DAS接続に使用される主要なプロトコルは、ATA、SATA、eSATA、SCSI、SAS、USB、USB
3.0、IEEE 1394、およびファイバチャネルです。

Cisco UCS Managerでは、SANスイッチでゾーン分割設定をプッシュしなくても DASを使用
できます。

ここで説明されているDASの構成では、ストレージアレイポートとファブリックインターコ
ネクトの間に物理ケーブルが接続済みであることが想定されています。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに設定
されていない 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージポー
ト）をサポートしません。次のいずれかを実行して、Cisco UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトから Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに移行できま
す。

• 6400シリーズファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイの間に
SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。
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ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装

置としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリック

インターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダ

プタ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されてい
るファイバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。こ

の動作は、vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されま
す（動的なピン接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポー

トはファブリックの残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホスト
モードの場合、ファブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相

互に転送するのを拒否することでループを回避します。

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォル
トのファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用

して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。

ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに
直接接続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップ
ストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）
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ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerによりログアウトさ
れ、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定の場合、CiscoUCSManager
リリース 3.1(1)以前のリリースでは、Cisco UCS Managerにより両方のファブリックインター
コネクトが同時に再起動されます。Cisco UCS Managerリリース 3.1 (2)では、ファイバチャネ
ルスイッチングモードを変更すると、UCSファブリックインターコネクトが順次リロードし
ます。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)では、スイッチングモードを変更した結果として、
従属ファブリックインターコネクトが初めて再起動されます。プライマリファブリックイン

ターコネクトは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。プライマリファブ
リックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システムが使

用できるようになるまでには数分間かかります。

重要

ファブリックインターコネクトがリロードすると、約 10～ 15分のダウンタイムがシステム全
体で発生します。

（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Fibre Channel Switching Mode]

• [Set Fibre Channel End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco UCS
Manager GUIとの接続を解除します。
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ストレージ VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage Cloud]>
[VSANs]ノード

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VSANの場合は、[Storage Cloud] >
[Fabric_Name] > [VSANs]ノード

ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
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2. [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。
3. [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
4. [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
5. テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
6. [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
7. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。

VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべての
VSANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインに対してファイバチャネル
ゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプションボタンを

クリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネルゾー
ン分割を処理します。またはファイバチャネルゾーン分割は、

CiscoUCSドメインに対して実行されません。CiscoUCSManager
はファイバチャネルゾーニングを設定しません。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerがファイバチャネルゾーン分割を
設定し、制御します Cisco UCSドメイン。

Cisco UCSManagerを介してファイバチャネルゾーン分割を
イネーブルにする場合は、ファイバチャネルゾーン分割に

使用されている VSANでアップストリームスイッチを設定
しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定します。
次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブリック内
で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する VSAN ID
にマッピングされます。

• [Both Fabrics ConfiguredDifferently]：VSANは、使用可能なファブ
リックごとに異なる VSAN IDにマッピングされます。このオプ
ションを選択すると、 Cisco UCS Manager GUIに、各ファブリッ
クの[VSAN ID]フィールドと [FCoE VLAN]フィールドが表示さ
れます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。4079は予
約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使用する場合
は、3840～ 4079も予約済みの VSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り当てられた固有識
別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerで
は、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されます。4048を VLAN
に割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージ
ポートのネイティブ VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用
します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード前に VLAN
1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約され
ていないVLANIDに変更する必要があります。たとえば、デフォ
ルトを 4049に変更することを検討します（そのVLAN IDが使用
されていない場合）。

• CiscoUCSリリース2.0の新規インストール後：デフォルトVSAN
用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。
FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN 4049を使用
します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの FIP対
応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoEVLAN IDのネイティ
ブ VLANではないネームド VLANを使ってネームド VSANを設定す
る必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこ
れらのアダプタを通過できるようになります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定
このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を 1種類だけ説明します。そのポートの
[General]タブから FCストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
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ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了す
る必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、CiscoUCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外付け

ステップ 1

ファイバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り
離してください。

この機能は現在、Cisco UCS Manager GUIでは使用
できません。このステップは、Cisco UCS Manager
CLIで実行する必要があります。

CiscoUCSドメインにまだ外部ファイバチャネルス
イッチによって管理されたゾーンが含まれる場合

は、これらのゾーンを削除するために、影響を受け

たすべての VSANでclear-unmanaged-fc-zone-allコ
マンドを実行します。

ステップ 2

エンドホストモードではファイバチャネルゾーン

分割を設定できません。ファイバチャネルスイッ

ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステップ 3

チングモードの設定（211ページ）を参照してくだ
さい。

イーサネットポートのFCoEストレージポートとし
ての設定（18ページ）およびファイバチャネルス

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必

要なファイバチャネルとFCoEストレージポートを
設定します。

ステップ 4

トレージポートの設定（19ページ）を参照してく
ださい。

クラスタ設定では、SAN Uplinks Managerのファイ
バチャネルゾーンに組み込んで、共通/ブローバル

1つ以上のVSANを作成し、ファイバチャネルゾー
ンのトラフィック転送に必要なすべてのVSANで、
ファイバチャネルのゾーン分割を有効にします。

ステップ 5

設定を使用して両方のファブリックインターコネク

トにアクセスできるようにVSANを作成することを
お勧めします。ファイバチャネルゾーン分割用の

VSANの作成（42ページ）を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

必要に応じて、この手順を実行してサービスプロ

ファイルにファイバチャネルゾーン分割を設定す

1つ以上のファイバチャネルストレージ接続ポリ
シーを作成します。

ステップ 6

ることができます。ファイバチャネルゾーン分割

用の VSANの作成（42ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手順を完了します。ファイバチャネルゾーン経由で通信する必要があ

るサーバに対してサービスプロファイルまたはサー

ステップ 7

• vHBAに割り当てられた VSAN（複数の場合あ
り）のゾーン分割を有効にします。ファイバ

ビスプロファイルテンプレートにゾーン分割を設

定します。
チャネルゾーン分割用の VSANの作成（42
ページ）を参照してください。

• 1つ以上の vHBAイニシエータグループを設定
します。[Expert]ウィザードを使用したサービ
スプロファイルの作成（219ページ）を参照し
てください。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Storage Connection Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミ

ングについての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペー
スを使用できます。ただし、`（アクセント記号）、
\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重
引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Zoning Type]フィールドで、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [None]:Cisco UCS Managerファイバチャネルゾーニングは設定されていません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCSManagerは、vHBAとストレージポートのペアごとに、ゾー
ンを 1つ自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーンの数がサポートされ
ている最大値を超えると予想される場合を除いて、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨し

ます。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に作成し
ます。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場合は、この

タイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 7 [FC Target Endpoints]テーブルで、テーブルの右側にあるアイコンバーで [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 8 [Create FCTarget Endpoint]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリックします。

説明名前

ファイバチャネルまたはFCoEストレージアレイ上の物理ターゲット
ポートに割り当てられたWWPN（WWN）です。サーバは、この
WWPN（WWN）を使用して、ストレージアレイに設定された LUN
にアクセスします。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントの説明。ターゲットエンドポイントが接

続するポート、LUN、またはストレージアレイに関する情報を含める
ことを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用するファブリックインター

コネクト。

[Path]フィールド
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説明名前

ターゲットエンドポイントとの通信に使用する VSAN。[SelectVSAN]ドロップダウンリス
ト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成するまでこの手順を繰り返します。

ステップ 9 ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成したら、[OK]をクリックします。

[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定して、
[Next]をクリックします。

任意で、このサービスプロファイルの説明を設定できます。UUIDが使用できない場合、このパネルか
ら UUIDサフィックスプールを作成することもできます。

サービスプロファイルをすばやく作成するには、名前を指定した後に [Finish]をクリックしま
す。 Cisco UCS Managerは、指定された名前とすべてのシステムデフォルト値を使用して新し
いサービスプロファイルを作成します。

Note

ステップ 6 （オプション）[Networking]パネルで、[Dynamic vNICConnection Policy]と [LANConnectivity]のセクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （オプション）[Storage]パネルで、[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、[WWNN]、[VSAN]など
の、SAN構成情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。

このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 (オプション)[vNIC/vHBA Placement (vNIC/vHBA配置)]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next
(次へ)]をクリックします。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。
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ステップ 10 （オプション）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックします。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定できます。

ステップ 12 （オプション）[Server Assignment]パネルで、[Server Assignment]をドロップダウンリストから選択して
指定し、サーバ割り当てに適用する電源状態を指定して [Next]をクリックします。

このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （オプション）[Operational Policies]パネルで、[BIOS Configuration]、[External IPMI Management
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control Policy
Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリックします。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセットアップする
には、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

Note

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]を選択します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManagerは、
このプールから取得したサーバをサービスプロファイルに割り当てます。

サーバプール

ステップ 7に進みます。

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプロファイ

ルに割り当てるサーバを選択します。

[サーバ（Server）]
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説明オプション

ステップ 7に進みます。

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよびスロッ

トを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそれ以外の理

[Custom Server]

由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使用できるように

なったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[RestrictMigration]チェック
ボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、CiscoUCSManagerによる新規サー
バの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、関連付けが失敗すること

があります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルゾーン分割設定の確認

ゾーン設定およびゾーンセットのアクティブ化が正しく機能することを確認します。

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 以前に作成したサービスプロファイルに移動してクリックします。

ステップ 4 右側のペインで [FC Zones]タブをクリックします。

以下を確認します。

•イニシエータおよびターゲットのWWPNが同じゾーンにあります。

•ゾーンの [Admin State]が [Applied]になっています。

• [Oper State]が [Active]になっています。

UCS Managerはゾーン名を自動的に作成します。ゾーンの命名規則は
ClusterName_FabricID_ZoneID_ServiceProfileName_InitiatorNameです。

（注）
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ファイバチャネルゾーン分割設定のトラブルシューティング

サービスプロファイルを作成しても、[FCZones]タブにゾーンが表示されない場合は、このト
ラブルシューティングチェックリストを使用してください。

•対象の VSANでゾーン分割がイネーブルになっていますか。

•サービスプロファイルは関連付けられていますか。

ゾーンは、サービスプロファイルがサーバに関連付けられている場合にのみ作成されま

す。

• vHBAイニシエータグループで正しいストレージ接続ポリシーが選択されていますか。

•正しい vHBAが正しい vHBAイニシエータグループに追加されていますか。

• vHBAで正しい VSANが選択されていますか。

•ストレージ接続ポリシーで正しい VSANおよびファブリックが選択されていますか。
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第 15 章

ストレージインベントリ

•ローカルディスクロケータ LEDのステータス（223ページ）
•ローカルディスクロケータ LEDのオンとオフの切り替え（224ページ）
• NVMeの高度な VMD搭載したカスタム LEDのステータス（224ページ）
• NVMeで最適化されたM5サーバ（228ページ）
• NVMe PCIe SSDインベントリ（230ページ）
• NVMe PCIe SSDストレージインベントリの表示（231ページ）
• Intel®ボリューム管理デバイスの有効化（232ページ）
•パススルーモードでボリューム管理デバイス (VMD)有効化（233ページ）
• VMDドライバのダウンロード（235ページ）
• NVMeの高度な VMD搭載したカスタム LEDのステータス（239ページ）

ローカルディスクロケータ LEDのステータス
ローカルディスクのロケータ LEDは、ローカルディスクを挿入するスロットにあります。こ
の LEDは、特定のディスクがブレードサーバまたはラックサーバに挿入されている場所を示
します。サーバ内の多数のディスクの中から、メンテナンスのために特定のディスクを削除す

る必要がある場合に、ロケータ LEDが役立ちます。

次の場合に、ローカルディスクロケータ LEDを正常にオンまたはオフにできます。

•サーバの電源がオンになっている。サーバの電源がオフになっているときに、ロケータ
LEDをオンまたはオフにしようとすると、UCS Managerはエラーを生成します。

• CIMCバージョンが UCS Manager 3.1以降。

• RAIDコントローラがアウトオブバンド（OOB）ストレージインターフェイスをサポート
する。

NVMeの Intel Volume Management Device (VMD)が有効になっている場合は、NVMe管理対象
デバイスの LEDの点滅パターンを設定してドライブステータスを表示することもできます。
障害 ID点滅パターンによって識別された VMD対応ドライブは、システムをシャットダウン
せずにホットプラグできます。
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ローカルディスクロケータLEDのオンとオフの切り替え

始める前に

オンとオフ

•ディスクが配置されているサーバの電源がオンになっていることを確認します。サーバの
電源がオフの場合、ローカルディスクロケータ LEDをオンまたはオフにすることはでき
ません。

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]を展開します。

a) ラックマウントサーバの場合は、[Rack Mounts (ラックマウント)][Server (サーバ)] [Server Number (サー
バ番号)]に移動します。

b) ブレードサーバの場合は、> [Sensor (センサー)]> [Storage (ストレージ)][Server Number (サーバ番号)]
に移動します。

ステップ 3 [Work]領域で、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブを順にクリックします。
ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 4 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Turn on Locator LED]または [Turn off Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が、[Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

NVMeの高度な VMD搭載したカスタム LEDのステータス
VMDを設定したら、PCIeNVMeドライブのLED点滅パターンをカスタマイズできます。LED
のカスタマイズに関する情報については、ドライバパッケージに含まれているユーザーガイ

ドを参照してください。

LEDの点滅

PCIe SSDドライブは、ドライブのステータスと健全性を示す LEDを管理するための標準的な
方法はありません。これがない場合、誤ったドライブを削除するリスクが生じ、結果として

データが失われます。SSDドライブには2つのインジケータがあり、最初は緑色のアクティビ
ティ LEDで信号が SSDから直接到着します。2番目はバックプレーンから信号が送信される
ステータス LEDです。VMDは、アクティビティ LEDではなく、ステータス LEDのみを管理
します。
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LED管理は、NVMeまたは SATAドライブにのみ適用されます。I/oケーブル、PCIeアドイン
カードのいずれか、またはマザーボードに直接接続されているドライブはサポートされませ

ん。

ドライブホットプラグ時の LEDの動作

NVMeを持つ VMDは、突然のホットプラグをサポートします。ディスクがホット解除され、
同じスロットに再装着されると、障害 LEDが 10秒間点滅します。これは予期される動作で
す。ドライブが取り外されたときに、スロットの LEDが障害状態を示されますが、バックプ
レーンでは LEDが点滅可能になるように、ドライブがスロットに存在する必要があります。
したがって、障害状態はドライブが取り外された後にも発生していますが、新しいドライブが

挿入されて検出されたときにのみLEDが点滅します。ホットプラグイベントが処理されると、
LEDは通常の状態に戻ります。

カスタム点滅パターン

VMDを搭載した VRoCでは、互換性のあるバックプレーンのステータス LEDの基本 LED管
理設定を行うことができます。VMD NVMeドライバがインストールされたら、VMD LED管
理ツールをインストールできます。これにより、コマンドラインインターフェイスで LEDを
管理できます。VMDを使用すると、障害が発生したドライブを識別しやすくするために、PCIe
NVMeドライブの LED点滅パターンをカスタマイズできます。

次の表に、さまざまなプラットフォームでカスタマイズされた点滅に関する簡単なガイドライ

ンを示します。独自のパターンがプログラム可能であるため、これらの表には代表的なガイド

ラインのみが記載されています。

表 8 : LED点滅パターン: Windows

オプション動作ステータス LED

1～ 3600秒。この範囲外の値
は、デフォルトで 12秒に設定
されています。

デフォルトは 12秒です。

指定されたパターンでそのド

ライブのステータスLEDを点
滅させることにより、エンク

ロージャ内の特定のデバイス

を識別します。

「アクティブ LED」
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オプション動作ステータス LED

障害パターンは、次の場合に

表示されます。

• 1.物理的に取り外された
場合。

または

障害が発生したドライブ

を含む RAIDボリューム
は、削除されるか、物理

的に取り外されます。

• 2.RAIDボリュームの一部
である障害が発生してい

ないドライブが取り外さ

れた時点、または障害が

発生したドライブが識別

され取り外された時点か

ら。新しいドライブが同

じスロットに挿入される

か、またはプラット

フォームがリブートされ

るまで、障害状態のまま

になります。

デフォルト =オプション 1

デバイスのステータス LED
を、定義された障害パターン

で点灯することによって、縮

退状態または障害状態のドラ

イブを示します。

ドライブの障害

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (1台のドライブのみ)

2.有効 (すべてのドライブ)

RAIDボリュームが再構築状態
になると、再構築されている

特定のドライブまたは再構築

されている RAIDボリューム
全体のいずれかで、定義され

た再構築パターンでステータ

ス LEDが点滅します。

RAIDボリュームの初期化また
は確認と修復のプロセス

なし。デフォルトでは、イ

ネーブルです。

管理対象のホットプラグで

は、ドライブが物理的に取り

出されるまで、管理対象ドラ

イブのステータスLEDが、定
義された検出パターンで点滅

します。

管理対象の取り外し
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オプション動作ステータス LED

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (ステータス LEDは点
滅しません)

2.有効 (ステータス LEDを点
滅)

RAIDボリュームの移行中は、
プロセスが完了するまで、す

べてのドライブで定義されて

いる再構築パターンでステー

タス LEDが点滅します。

RAIDボリュームが移行中です

デフォルト =無効移行中のドライブのみが点滅

します。

Rebuild

表 9 : LED点滅パターン: Linux

オプション動作ステータス LED

ブラックリストのコントロー

ラを除外します。

デフォルト =すべてのコント
ローラをサポート

ledmonはブラックリストにリ

ストされているスキャンコン

トローラを除外します。設定

ファイルでホワイトリストも

設定されている場合、ブラッ

クリストは無視されます。

コントローラのスキップ/除外

BLACKLIST

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します (初期化、検証、または
検証および修正が完了するま

で)。

RAIDボリュームの初期化、検
証、または検証と修正

BLINK_ON_INIT

10s (最大 5s)

デフォルトは 10秒です。

Ledmon sysfsスキャン間の時

間間隔を定義します。

値は秒単位です。

ledmonスキャン間隔の設定

間隔

1. False/無効 (1台のドライブ)

2. True/有効 (すべてのドライブ
上)

デフォルト = False/無効

RAIDボリュームが再構築され
る単一ドライブ上でパターン

を再構築

RAIDボリュームの再構築
（RAID再構築）

REBUILD_BLINK_ON_ALL

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します(移行が完了するまで)。

RAIDボリュームが以降中です

BLINK_ON_MIGR
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オプション動作ステータス LED

指定できる値は、quiet、error、
warning、info、debug、all (0は
「quiet」)、5は「all」を意味
します)です。

デフォルト = 2

対応–ログレベル

ledmonからのフラグ。

ledmonデバッグレベルの設定

log_level

1. False/ (すべての RAIDメン
バと PT)

2. True/(RAIDメンバのみ)

デフォルト = False

フラグが ledmon (true)に設定
されている場合、RAIDメンバ
であるドライブにのみモニタ

リングを制限します。

1個のRAIDメンバまたはすべ
ての RAIDの管理設定

RAID_MEMBRES_ONLY

ホワイトリストコントローラ

の LEDの状態の変更を制限し
ます。

デフォルトでは、制限はあり

ません。

ledmonでは、LED状態の変更
を、ホワイトリストにリスト

されているコントローラに制

限します。

特定のコントローラのみに限

定されたスキャン

WHITELIST

表 10 : LED点滅パターン: ESXi

オプション動作ステータス LED

なし。デフォルトはオフで

す。

定義された検索パターンでそ

のドライブのステータス LED
を点滅させることにより、エ

ンクロージャ内の特定のデバ

イスを識別する機能。

「識別」

なし。デフォルトはオフで

す。

ラック内の特定のデバイスが

配置されたら、「識別」 LED
をオフにする機能がありま

す。

「オフ」

NVMeで最適化されたM5サーバ
3.2(3a)以降では、Cisco UCS Managerは次の NVMe最適化M5サーバをサポートしています。

• UCSC-C220-M5SN—PCIeMSwitchは、UCS C220M5サーバ用の専用 PCIeMSwirchスロッ
トに配置されます。このセットアップでは、最大 10台の NVMeドライブがサポートされ
ます。最初の 2台のドライブは、ライザーを介して直接接続されています。残りの 8台の
ドライブは、MSwitchによって接続および管理されます。このセットアップでは、SAS/SATA
ドライブの組み合わせはサポートされていません。
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• UCSC-C240-M5SN—PCIe MSwitchは、UCS C240 M5サーバのスロット 4のライザー 2に
配置されます。サーバは最大 24台のドライブをサポートします。スロット1～ 8は、
MSwitchによって接続および管理されるNVMeドライブです。また、サーバは背面で最大
2台の NVMeドライブをサポートし、ライザーを介して直接接続されます。この設定で
は、スロット 9～ 24の SAS/SATAドライブと SAS/SATAの組み合わせがサポートされて
います。これらのドライブは、専用のMRAIDPCIeスロットに配置されたSASコントロー
ラによって管理されます。

• UCS-C480-M5—UCS C480 M5サーバは最大 3個の NVMeドライブをサポートし、それぞ
れ最大 8台の NVMeドライブをサポートします。各ケージには、MSwitchを含むインタ
ポーザカードがあります。各サーバは、最大 24台の NVMeドライブ (3個の NVMeドラ
イブケージ x 8個の NVMeドライブ)をサポートできます。サーバは背面 PCIe Auxドラ
イブケージもサポートしています。これには、PCIeスロット 10に配置されたMSwitchに
よって管理される最大 8台の NVMeドライブを搭載できます。

このセットアップでは次の機能はサポートされていません。

• NVMeドライブケージと HDDドライブケージの組み合わせ

•背面補助ドライブケージに関係なく、Cisco 12G 9460-8i RAIDコントローラと NVMe
ドライブケージの組み合わせ

UCS C480 M5 PIDは、以前のリリースと同じです。（注）

NVMe最適化M5サーバでは、次のMSwitchカードがサポートされています。

• UCS-C480-M5 HDD Ext NVMeカード (UCSC-C480-8NVME)—PCIe MSwitchを含む、イン
タポーザカードを接続した前面NVMeドライブケージ。各サーバは最大3個の前面NVMe
ドライブケージをサポートし、各ケージは最大8台のNVMeドライブをサポートします。
各サーバは、最大 24台の NVMeドライブ (3個の NVMeドライブケージ x 8個の NVMe
ドライブ)をサポートできます。

• C480 M5 PCIe NVMeスイッチカード (UCSC NVME-SC)—PCIeスロット10に挿入された
背面補助ドライブケージで最大 8台の NVMeドライブをサポートする PCIe MSwitchカー
ド。

Cisco C480 M5サーバは、最大 32台の NVMeドライブ (背面補助
ドライブケージの前面の 24 NVMeドライブ + 8台の NVMeドラ
イブ)をサポートします。

（注）

• UCSC-C220-M5SNおよびUCSC-C240-M5SNには、個別のMSwitch PIDはありません。こ
れらのサーバのMSwitchカードは、対応する NVMe最適化サーバの一部です。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
229

ストレージインベントリ

NVMeで最適化されたM5サーバ



MSwitchディザスタリカバリ
破損したMSwitchを回復し、以前動作していたファームウェアにロールバックすることができ
ます。

Cisco UCS C480 M5サーバを使用して設定した場合、mswitch障害復旧プロセスは、一度に 1
個のMSwitchでのみ実行できます。障害復旧プロセスが 1個のMSwitchですでに実行されて
いる場合は、完了するまで待機します。FSMからリカバリステータスをモニタできます。

Note

SUMMARY STEPS

1. [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
2. [Rack-Mounts (ラックマウント)] > [Servers (サーバ)]を展開します。

3. MSwitchを含むのサーバを展開します。
4. [Work (作業)]ペインで、[Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)] > [Disks (ディ
スク)]タブの順にクリックします。

5. 回復するMSwitchを選択します。
6. [General (全般)]タブで、[Disaster Recovery (障害復旧)]をクリックします。

7. FSMからリカバリステータスをモニタできます。

DETAILED STEPS

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Rack-Mounts (ラックマウント)] > [Servers (サーバ)]を展開します。

ステップ 3 MSwitchを含むのサーバを展開します。

ステップ 4 [Work (作業)]ペインで、[Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)] > [Disks (ディスク)]タブの順
にクリックします。

ステップ 5 回復するMSwitchを選択します。

ステップ 6 [General (全般)]タブで、[Disaster Recovery (障害復旧)]をクリックします。

障害復旧プロセス中は、サーバをリセットしないでください。Note

ステップ 7 FSMからリカバリステータスをモニタできます。

NVMe PCIe SSDインベントリ
Cisco UCS Manager GUIは、Non-Volatile Memory Express（NVMe）Peripheral Component
Interconnect Express（PCIe）SSDストレージデバイスのインベントリを検出、識別、および表
示します。サーバ内のストレージデバイスの状態を表示できます。NVMe対応 PCIe SSDスト
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レージデバイスは、SASまたは SATAの SSDと比較して、遅延を短縮し、1秒あたりの入出
力操作数（IOPS）を増加させ、電力消費を削減できます。

NVMe PCIe SSDストレージインベントリの表示

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

a) [Storage]タブをクリックします。

[Storage Controller NVME ID number]という名前の NVMe PCIe SSDストレージデバイスの一覧が表示
されます。名前、サイズ、シリアル番号、動作ステータス、状態、その他の詳細が表示されます。

b) NVMe PCIe SSDストレージデバイスをクリックします。

次のインベントリ詳細が表示されます。

説明名前

サーバで設定されている NVMe
PCIe SSDストレージデバイス。

ID

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスのモデル。

Model

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスのリビジョン。

Revision

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスが RAID対応かどうか。

RAID Support

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスがアウトオブバンド管理を

サポートしているかどうか。

OOB Interface Support

仮想インターフェイスカード

（VIC）上の NVMe PCIe SSDス
トレージデバイス。

NVMeカードのホット
挿入時にPCIeアドレス
は表示されません。こ

の情報を表示するに

は、サーバを再認識さ

せます。

（注）

PCIe Address
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説明名前

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスに含まれているディスク数。

Number of Local Disks

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスには適用されません。

Rebuild Rate

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスを製造したベンダー。

ベンダー

NVMe PCIe SSDストレージデバ
イスの製品 ID（製品名、モデル
名、製品番号とも呼ばれます）。

PID

ストレージデバイスのシリアル

番号。

シリアル（Serial）

Intel®ボリューム管理デバイスの有効化

ボリューム管理デバイス (VMD)の設定
Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)は、VMD対応ドメインに接続された PCIeソリッドス
テートドライブを管理するための NVMeドライバを提供するツールです。これには、PCIeド
ライブの Surpriseホットプラグと、ステータスを報告するための点滅パターンの設定が含まれ
ます。PCIeソリッドステートドライブ (SSD)ストレージには、デバイスのステータスを示す
ためにLEDを点滅させる標準化された方法がありません。VMDを使用すると、単純なコマン
ドラインツールを使用して、直接接続されたPCIeストレージとスイッチに接続されたPCIeス
トレージの両方の LEDインジケータを制御できます。

VMDを使用するには、最初に UCS Manager BIOSポリシーを使用して VMDを有効にして、
UEFIブートオプションを設定する必要があります。VMDを有効にすると、ルートポートに
接続されている PCIe SSDストレージに対して、Surpriseホットプラグとオプションの LEDス
テータス管理が提供されます。VMDパススルーモードは、ゲストVM上のドライブを管理す
る機能を提供します。

また、VMDを有効にすると、intel®Xeon®スケーラブルプロセッサのハイブリッドRAIDアー
キテクチャである CPU上の Intel®仮想 RAID (VRoC)の設定も可能になります。VRoCの使用
および設定に関するマニュアルは、IntelのWebサイトを参照してください。

重要：VMDは、オペレーティングシステムをインストールする前に、UCS Manager BIOS設
定で有効にする必要があります。OSのインストール後に有効にすると、サーバの起動に失敗
します。この制限は、標準の VMDおよび VMDパススルーの両方に適用されます。同様に有
効にすると、システム機能を失わずに VMDを無効にすることはできません。
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UCS Managerでの VMDの有効化
UCSManagerでVMDの BIOSおよびローカルブートポリシーを設定するには、次の手順を実
行します。VMDプラットフォームのデフォルトは無効になっています。

OSをインストールする前に、VMDを有効にする必要があります。（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 VMDのBIOSポリシーの設定：サービスプロファイルを選択し、[ポリシー (Policies)]タブに移動します。
[ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから [BIOSポリシー
の作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOS Policy)]フォームに名前と説明 (任意)を
入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリシーを選択
します。

ステップ 5 [BIOSポリシー (BIOS Policies)]を展開し、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および [LOMお
よび PCleスロット (LOM and PCle Slots)]を選択します。

ステップ 6 [VMDの有効化 (VMD enable)]まで下にスクロールし、[有効 (enable)]を選択します。

ステップ 7 [保存を変更 (Save Changes)]をクリックして、VMD機能を有効にします。

ステップ 8 [ブートポリシー (Boot Policy)]タブで、ローカルブートポリシーを作成します。ブートモードとして
[Uefi]を選択し、[ローカルデバイス (Local Devices)]メニューからNVMeを追加します。[変更の保存 (Save
Changes)]をクリックし、ポリシーの変更内容を保存します。

パススルーモードでボリューム管理デバイス (VMD)有効
化

ボリューム管理デバイス (VMD)パススルーモード
直接デバイス割り当て用の Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)ドライバリリースパッケー
ジには、VMware ESXiハイパーバイザの直接割り当て (PCIeパススルー)用の Intel VMD UEFI
ドライババージョンが含まれています。7 Intel VMD NVMeドライバは、CPUに接続された
Intel PCIe NVMe SSDの管理に役立ちます。

サポートされているゲストVMからのVMD物理アドレスの直接割り当てと検出を有効にする
には、Intel VMDドライバが必要です。ドライバは、Red Hat Linuxまたは Ubuntuの ESXiサ
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ポートのパススルーモードに対してのみ提供されます。VMDパススルーは、オペレーティン
グシステムをロードする前にUCSManager BIOSポリシーを設定することで有効になります。
オペレーティングシステムがロードされると、VMDパススルーオプションを有効または無効
にすることはできません。

パススルーモードはデフォルトで有効になっていますが、続行する前に有効になっていること

を常に確認する必要があります。

（注）

VMDパススルーの設定

パススルーモードは、Red Hat Linuxまたは Ubuntuゲストオペレーティングシステムの ESXi
ドライバでのみサポートされています。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 VMDの BIOSポリシーの設定：サービスプロファイルを選択し、[ポリシー (Policies)]タブに移動しま
す。[ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから [BIOSポ
リシーの作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOS Policy)]フォームに名前と説明
(任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリシーを選
択します。

ステップ 5 [BIOSポリシー (BIOS Policies)]を展開し、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および [LOM
および PCleスロット (LOM and PCle Slots)]を選択します。

ステップ 6 [VMDの有効化 (VMD enable)]まで下にスクロールし、[有効 (enable)]を選択します。

ステップ 7 [保存を変更 (Save Changes)]をクリックして、VMD機能を有効にします。

ステップ 8 VMDパススルーモードの有効化を完了するには、サブメニューから [アドバンスト (Advanced)]および
[Intel Directed IO]を選択し、[Intel VT Directed IO]までスクロールダウンします。ドロップダウンが
[有効 (E1nabled)]に設定されていることを確認します。そうでない場合は、設定します。

ステップ 9 [変更を保存 (Save Changes)]をクリックして、VMDパススルーポリシーを有効にします。

ステップ 10 [ブートポリシー (Boot Policy)]タブで、ローカルブートポリシーを作成します。[ブートモード (Boot
Mode)]の [Uefi]を選択します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。
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VMDドライバのダウンロード

Intel®ボリューム管理デバイスドライバ
NVMe用 Intel®ボリューム管理デバイス (VMD)は、Intel Xeonプロセッサ内のハードウェアロ
ジックを使用してドライブ管理オプションを有効にします。特定のドライバは、次のオペレー

ティングシステムで使用できます。

• Linux

• Windows 2016、2019

• VMWare

最新のVMWareドライバは、VMWareサイトから直接入手できま
す。CiscoのダウンロードサイトでVMWareドライバをダウンロー
ド可能な次のリンクでは、VMWareのログインページに直接移動
します。

（注）

ESXi上のゲストオペレーティングシステムの場合は、VMDパススルーモードを使用します。
VMDパススルーでサポートされているオペレーティングシステムは次のとおりです。

• Red Hat Linux

• Ubuntu

Intel VMDの機能を使用するには、次のことを行う必要があります。

• UCS Managerで BIOSポリシーを作成して、VMDを有効にします。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場
合、システムの起動に失敗します。OSのインストール後に BIOS
設定を変更しないでください。

（注）

•適切な VMD NVMeドライバをインストールします。

•ドライバパッケージに適切な管理ツールをインストールします。

• UEFIから起動します。

VMDを搭載している CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAID

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAIDサポートでは、Intel Xeonプロセッサ内部の VMD対応 Intel
NVMe SSDドライブの BIOS内で RAIDボリュームを作成および管理できます。Intel VRoCの
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詳細については、https://www.intel.com/content/www/us/en/support/products/122484/
memory-and-storage/ssd-software/intel-virtual-raid-on-cpu-intel-vroc.htmlを参照してください。

Intel VRoCのユーザーガイドには、次のリンク先から直接アクセスできます。
https://www.intel.com/content/www/us/en/support/articles/000030445/memory-and-storage/
ssd-software.html?productId=122484&localeCode=us_en

Windowsおよび Linuxユーザーマニュアルには、事前ブート環境での Intel VRoCの設定方法
についても記載されています。VRoCでの RAIDボリュームの作成は、HIIインターフェイス
を介して実行されます。Windowsのマニュアルでは、[BIOS HII]オプションを使用して VRoC
で RAIDボリュームを設定する方法について説明します。

Intel VRoCを使用するには、次のことを行う必要があります。

• BIOS設定で VMDを有効にする

• UEFIブートモードを使用する

•ボリュームを作成するのに十分なドライブリソースがある

• [BIOS HII]オプションを使用して、VRoCを設定し、設定します。

Ciscoの Intel VRoCの実装では、RAID 0 (ストライピング)、RAID 1 (ミラーリング)、RAID 5
(パリティ付きストライピング)、および RAID 10 (ミラーリングとストライピングの組み合わ
せ)がサポートされています。

Linux VMDドライバのダウンロード
ドライババンドルをダウンロードしてインストールするには、次の手順を実行します。

始める前に

BIOS設定で VMDが有効になっていることを確認してください。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 プラットフォームに応じて、 UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアまたは UCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 3 ソフトウェアタイプの選択から UCSドライバを選択します。ユニファイドコンピューティングシステム
(UCS)ドライバ。

ステップ 4 左のパネルの最新リリースをクリックします。

ブレードサーバの VMDの ISOイメージは、4.0 (4f)リリース以降で使用できます。（注）
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ステップ 5 [UCS関連の linuxドライバの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related linux drivers only)]をクリック
して、ドライババンドルをダウンロードします。

ステップ 6 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > > [RHEL][x.x]
を選択します。

ステップ 7 インストールする Red Hat Linuxのバージョンをクリックします。

ステップ 8 フォルダのコンテンツを展開します。このフォルダには、ドライバパッケージと関連資料の両方が含まれ
ています。ドライバとともにパッケージ化されたインストール手順に従います。

次のタスク

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAID Linuxソフトウェアユーザーガイドは、https://www.intel.com/
content/www/us/en/support/articles/000030445/memory-and-storage/
ssd-software.html?productId=122484&localeCode=us_enのユーザーマニュアルに記載されていま
す。これは、ブート前環境でのBIOSHIIVRoC設定の実行に関する情報と、プログラム可能な
LEDユーティリティのインストールと使用方法について説明します。

Windows VMDドライバのダウンロード
ドライババンドルをダウンロードするには、次の手順を実行します。

始める前に

BIOS設定で VMDが有効になっていることを確認してください。

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 プラットフォームに応じて、UCS BシリーズブレードサーバソフトウェアまたはUCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 3 ソフトウェアタイプの選択から UCSドライバを選択します。ユニファイドコンピューティングシステ
ム (UCS)ドライバ。

ステップ 4 左のパネルの最新リリースをクリックします。

VMDの ISOイメージは、4.0 (4f)リリース以降で使用できます。

ステップ 5 [UCS関連の windowsドライバの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related windows drivers only)]を
クリックして、ドライババンドルをダウンロードします。

ステップ 6 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > [VMD] >
[KIT_x_x_x_xxxx]を選択します。

ステップ 7 フォルダのコンテンツを展開します。
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ステップ 8 キットと [キット (KIT)] > [インストール (Install)]のエントリをクリックします。

ステップ 9 このフォルダには、ドライバパッケージと関連資料の両方が含まれています。VROC_x_x_x_xxxxInstall
の zipファイルを展開します。

ステップ 10 ドライバとともにパッケージ化されたインストール手順に従います。

次のタスク

CPU (VRoC)の Intel®仮想 RAIDの設定については、https://www.intel.com/content/www/us/en/
support/products/122484/memory-and-storage/ssd-software/intel-virtual-raid-on-cpu-intel-vroc.htmlの
オンライン手順を参照してください。

VRoC RAIDの機能と管理に関する情報については、https://www.intel.com/content/dam/support/
us/en/documents/memory-and-storage/ssd-software/Windows_VROC_User_Guide.pdfの『CPUソフ

トウェアユーザーガイドの Windows Intel仮想 RAID』を参照してください。

VMDパススルードライバのダウンロード
VMDパススルーモードのドライババンドルをダウンロードしてインストールするには、次の
手順を実行します。

VMDパススルードライババンドルには、ESXiとUbuntuの両方のパッケージが含まれていま
す。

（注）

始める前に

OSのインストール後に VMDが有効または無効になっている場合、システムの起動に失敗し
ます。OSのインストール後に BIOS設定を変更しないでください。

（注）

ステップ 1 Webブラウザで、https://software.cisco.com/download/homeを開きます。

ステップ 2 サーバ -ユニファイドコンピューティングの検索

ステップ 3 プラットフォームに応じて、 UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアまたは UCS Cシリーズラッ
クマウント UCS管理対象サーバソフトウェアを検索します。

ステップ 4 ソフトウェアタイプの選択から UCSユーティリティを選択します。ユニファイドコンピューティングシ
ステム (UCS)ユーティリティ。

ステップ 5 左のパネルの最新リリースをクリックします。

VMDの ISOイメージは、UCSM 4.0 (4f)リリース以降で使用できます。（注）
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ステップ 6 [UCS関連の vmwareユーティリティの ISOイメージのみ (ISO image of UCS-related vmware utilities only)]
をクリックして、ユーティリティバンドルをダウンロードします。

ステップ 7 ドライババンドルがダウンロードされたら、それを開き、[ストレージ (Storage)] > [Intel] > [VMD]を選択
します。

バンドルには、目的のバージョンの ESXiまたは VMD Direct Asssign with Ubuntu、パススルーモード、お
よび署名付き LEDオフラインバンドルの両方のドライバインストールパッケージが用意されています。
また、ESXiで Ubuntu仮想マシンを設定する手順を提供する pdfも含まれています。

ステップ 8 インストールする ESXiのバージョンまたは Ubuntu用の zipファイルのいずれかをクリックします。

ESXiバージョンの場合は、 ESXi_x > Direct Assignをクリックして、目的の zipファイルを選択します。

ステップ 9 フォルダのコンテンツを展開します。ドライバソフトウェアとともにパッケージ化されたインストール手
順に従います。

次のタスク

LED管理ツール zipファイルを解凍します。ドライバパッケージに記載されている手順に従っ
て、管理ツールをインストールします。

コマンドラインツールを使用する前に、ESXiコマンドラインシェルを、vSphereクライアン
トまたは ESXiホストシステムの直接コンソールのいずれかから有効にする必要があります。

NVMeの高度な VMD搭載したカスタム LEDのステータス
VMDを設定したら、PCIeNVMeドライブのLED点滅パターンをカスタマイズできます。LED
のカスタマイズに関する情報については、ドライバパッケージに含まれているユーザーガイ

ドを参照してください。

LEDの点滅

PCIe SSDドライブは、ドライブのステータスと健全性を示す LEDを管理するための標準的な
方法はありません。これがない場合、誤ったドライブを削除するリスクが生じ、結果として

データが失われます。SSDドライブには2つのインジケータがあり、最初は緑色のアクティビ
ティ LEDで信号が SSDから直接到着します。2番目はバックプレーンから信号が送信される
ステータス LEDです。VMDは、アクティビティ LEDではなく、ステータス LEDのみを管理
します。

LED管理は、NVMeまたは SATAドライブにのみ適用されます。I/oケーブル、PCIeアドイン
カードのいずれか、またはマザーボードに直接接続されているドライブはサポートされませ

ん。

ドライブホットプラグ時の LEDの動作

NVMeを持つ VMDは、突然のホットプラグをサポートします。ディスクがホット解除され、
同じスロットに再装着されると、障害 LEDが 10秒間点滅します。これは予期される動作で
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す。ドライブが取り外されたときに、スロットの LEDが障害状態を示されますが、バックプ
レーンでは LEDが点滅可能になるように、ドライブがスロットに存在する必要があります。
したがって、障害状態はドライブが取り外された後にも発生していますが、新しいドライブが

挿入されて検出されたときにのみLEDが点滅します。ホットプラグイベントが処理されると、
LEDは通常の状態に戻ります。

カスタム点滅パターン

VMDを搭載した VRoCでは、互換性のあるバックプレーンのステータス LEDの基本 LED管
理設定を行うことができます。VMD NVMeドライバがインストールされたら、VMD LED管
理ツールをインストールできます。これにより、コマンドラインインターフェイスで LEDを
管理できます。VMDを使用すると、障害が発生したドライブを識別しやすくするために、PCIe
NVMeドライブの LED点滅パターンをカスタマイズできます。

次の表に、さまざまなプラットフォームでカスタマイズされた点滅に関する簡単なガイドライ

ンを示します。独自のパターンがプログラム可能であるため、これらの表には代表的なガイド

ラインのみが記載されています。

表 11 : LED点滅パターン: Windows

オプション動作ステータス LED

1～ 3600秒。この範囲外の値
は、デフォルトで 12秒に設定
されています。

デフォルトは 12秒です。

指定されたパターンでそのド

ライブのステータスLEDを点
滅させることにより、エンク

ロージャ内の特定のデバイス

を識別します。

「アクティブ LED」
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オプション動作ステータス LED

障害パターンは、次の場合に

表示されます。

• 1.物理的に取り外された
場合。

または

障害が発生したドライブ

を含む RAIDボリューム
は、削除されるか、物理

的に取り外されます。

• 2.RAIDボリュームの一部
である障害が発生してい

ないドライブが取り外さ

れた時点、または障害が

発生したドライブが識別

され取り外された時点か

ら。新しいドライブが同

じスロットに挿入される

か、またはプラット

フォームがリブートされ

るまで、障害状態のまま

になります。

デフォルト =オプション 1

デバイスのステータス LED
を、定義された障害パターン

で点灯することによって、縮

退状態または障害状態のドラ

イブを示します。

ドライブの障害

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (1台のドライブのみ)

2.有効 (すべてのドライブ)

RAIDボリュームが再構築状態
になると、再構築されている

特定のドライブまたは再構築

されている RAIDボリューム
全体のいずれかで、定義され

た再構築パターンでステータ

ス LEDが点滅します。

RAIDボリュームの初期化また
は確認と修復のプロセス

なし。デフォルトでは、イ

ネーブルです。

管理対象のホットプラグで

は、ドライブが物理的に取り

出されるまで、管理対象ドラ

イブのステータスLEDが、定
義された検出パターンで点滅

します。

管理対象の取り外し
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オプション動作ステータス LED

デフォルト =有効

次のように設定できます。

1.無効 (ステータス LEDは点
滅しません)

2.有効 (ステータス LEDを点
滅)

RAIDボリュームの移行中は、
プロセスが完了するまで、す

べてのドライブで定義されて

いる再構築パターンでステー

タス LEDが点滅します。

RAIDボリュームが移行中です

デフォルト =無効移行中のドライブのみが点滅

します。

Rebuild

表 12 : LED点滅パターン: Linux

オプション動作ステータス LED

ブラックリストのコントロー

ラを除外します。

デフォルト =すべてのコント
ローラをサポート

ledmonはブラックリストにリ

ストされているスキャンコン

トローラを除外します。設定

ファイルでホワイトリストも

設定されている場合、ブラッ

クリストは無視されます。

コントローラのスキップ/除外

BLACKLIST

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します (初期化、検証、または
検証および修正が完了するま

で)。

RAIDボリュームの初期化、検
証、または検証と修正

BLINK_ON_INIT

10s (最大 5s)

デフォルトは 10秒です。

Ledmon sysfsスキャン間の時

間間隔を定義します。

値は秒単位です。

ledmonスキャン間隔の設定

間隔

1. False/無効 (1台のドライブ)

2. True/有効 (すべてのドライブ
上)

デフォルト = False/無効

RAIDボリュームが再構築され
る単一ドライブ上でパターン

を再構築

RAIDボリュームの再構築
（RAID再構築）

REBUILD_BLINK_ON_ALL

1.True/有効 (すべてのドライブ
上)

2. False/無効 (ドライブなし)

デフォルト = True/有効

RAIDボリューム内のすべての
ドライブでパターンを再構築

します(移行が完了するまで)。

RAIDボリュームが以降中です

BLINK_ON_MIGR
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オプション動作ステータス LED

指定できる値は、quiet、error、
warning、info、debug、all (0は
「quiet」)、5は「all」を意味
します)です。

デフォルト = 2

対応–ログレベル

ledmonからのフラグ。

ledmonデバッグレベルの設定

log_level

1. False/ (すべての RAIDメン
バと PT)

2. True/(RAIDメンバのみ)

デフォルト = False

フラグが ledmon (true)に設定
されている場合、RAIDメンバ
であるドライブにのみモニタ

リングを制限します。

1個のRAIDメンバまたはすべ
ての RAIDの管理設定

RAID_MEMBRES_ONLY

ホワイトリストコントローラ

の LEDの状態の変更を制限し
ます。

デフォルトでは、制限はあり

ません。

ledmonでは、LED状態の変更
を、ホワイトリストにリスト

されているコントローラに制

限します。

特定のコントローラのみに限

定されたスキャン

WHITELIST

表 13 : LED点滅パターン: ESXi

オプション動作ステータス LED

なし。デフォルトはオフで

す。

定義された検索パターンでそ

のドライブのステータス LED
を点滅させることにより、エ

ンクロージャ内の特定のデバ

イスを識別する機能。

「識別」

なし。デフォルトはオフで

す。

ラック内の特定のデバイスが

配置されたら、「識別」 LED
をオフにする機能がありま

す。

「オフ」
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C H A P T E R 16
Cisco UCS S3260システムストレージ管理

•ストレージサーバ機能およびコンポーネントの概要（245ページ）
• Cisco UCS S3260ストレージ管理操作（255ページ）
•高可用性のためのディスクの共有, on page 256
•ストレージエンクロージャ操作, on page 265
• SASエクスパンダ設定ポリシー, on page 265

ストレージサーバ機能およびコンポーネントの概要

ストレージサーバ機能

次の表に、 Cisco UCS S3260システムの機能の概要を示します。

表 14 : Cisco UCS S3260システムの機能

説明機能

4ラックユニット（4RU）シャーシシャーシ

• Cisco UCS S3260 M3サーバノード：各
サーバノード内の 2つの Intel Xeon
E5-2600 v2シリーズプロセッサ。

• Cisco UCS S3260 M4サーバノード：各
サーバノード内の 2つの Intel Xeon
E5-2600 v4シリーズプロセッサ。

• Cisco UCS S3260 M3サーバノード：各
サーバノード内の 2つの Skylake 2S-EPプ
ロセッサ。

プロセッサ

各サーバノード内で最大 16個の DIMM。メモリ
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説明機能

このシステムは、マルチビットエラー保護を

サポートします。

マルチビットエラー保護

システムには次のストレージオプションがあ

ります。

•最大 56台のトップローディング 3.5イン
チドライブ

•オプションのドライブエクスパンダモ
ジュール内に最大4台の3.5インチ、リア
ローディングドライブ

•最大 4台の 2.5インチ、リアローディン
グ SASソリッドステートドライブ
（SSD）

•サーバノード内部の 1台の 2.5インチ
NVMeドライブ

これは S3260 M4サーバにのみ
適用されます。

（注）

•サーバノード内に 2台の 7 mm NVMeド
ライブ

これは、S3260M5サーバのみに
適用されます。

（注）

• IOエクスパンダのサポートされている 2
つの 15 mm NVMeドライブ

ストレージ

このシステムは、最大 2台のストレージコン
トローラをサポートしています。

•各サーバノード内に Ciscoストレージコ
ントローラカード用の専用メザニン形式

ソケット 1基

ディスク管理

supercap電源モジュール（SCPM）は、RAID
コントローラカードにマウントされます。

RAIDバックアップ
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説明機能

オプションの I/Oエクスパンダは、8x Gen 3
PCIe拡張スロットを 2つ提供します。

リリース 3.2(3)以降では、S3260 M5サーバで
次をサポートしています。

• Intel X550デュアルポート 10GBase-T

• Qlogic QLE2692デュアルポート 16Gファ
イバチャネル HBA

• N2XX-AIPCI01 IntelX520デュアルポート
10 Gb SFP+アダプタ

PCIe I/O

システムには、システム I/Oコントローラ
（SIOC）を 1つまたは 2つ搭載できます。そ
れにより、背面パネル管理とデータ接続が可

能になります。

• SIOCごとに 2つの SFP+ 40 Gbポート

• SIOCごとに1つの10/100/1000イーサネッ
ト専用管理ポート

サーバノードごとに、KVMケーブルで 2つ
の USBを接続できる 1つの背面パネル KVM
コネクタ、1つの VGA DB-15コネクタ、1つ
のシリアル DB-9コネクタがあります。

ネットワークおよび管理 I/O

2台または 4台の電源装置、各 1050 W（ホッ
トスワップ可能で 2+2冗長）。

電源

前面から背面に冷却を引き出す4つの内蔵ファ
ンモジュール、ホットスワップ可能。各ファ

ンモジュールには 2つのファンが内蔵されて
います。

さらに、各電源にはファンが 1個あります。

冷却

前面パネルの機能

次の図に、Cisco UCS S3260システムの前面パネルの機能を示します。
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図 3 :前面パネルの機能

温度ステータス LED6操作パネル1

電源装置ステータス LED7システム電源ボタ

ン/LED
2

ネットワークリンクアク

ティビティ LED
8システムユニッ

ト識別ボタ

ン/LED

3

引き出し型の資産タグ（前

面ベゼルの下に表示されな

い）

9システムステー

タス LED
4

内蔵ドライブのステータス
LED

10ファンステータ

ス LED
5

背面パネルの機能

次の図に、 Cisco UCS S3260システムの背面パネルの機能を示します。

図 4 :前面パネルの機能
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ディスクスロット

現時点ではサポートされて

いません。

8サーバベイ 1

•（オプショ
ン）I/Oエク
スパンダ（図

を参照）（
Cisco UCS
S3260 M4お
よびM5サー
バノードの

みに搭載）

•（オプショ
ン）サーバ

ノード

•（オプショ
ン）ドライブ

拡張モジュー

ル

1

現時点ではサポートされて

いません。

9サーバベイ 2

•（オプショ
ン）サーバ

ノード (Cisco
UCS S3260
M4およびM5
に表示)

（オプショ

ン）ドライブ

拡張モジュー

ル

2
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ソリッドステートドライ

ブベイ（最大で 4つの 2.5
インチ SAS SSD）

•ベイ 1および 2の SSD
には、サーバベイ1の
サーバノードが必要で

す

•ベイ 3および 4の SSD
には、サーバベイ2の
サーバノードが必要で

す

10システム I/Oコン
トローラ

（SIOC）

•サーバベイ
1にサーバ
ノードがある

場合は SIOC
1が必要

•サーバベイ
2にサーバ
ノードがある

場合は SIOC
2が必要です

3

Cisco UCS S3260M4サーバ
ノードのラベル（M4
SVRN）

このラベルは、
Cisco UCS S3260
M4およびM5
サーバノードを

識別します。
Cisco UCS S3260
M3サーバノード
にはラベルがあり

ません。

（注）

11電源装置（4、2+2
として冗長）

4

KVMコンソールコネクタ
（サーバノードごとに 1
つ）

USB 2個、VGA 1個、シリ
アルコネクタ1個を装備し
た KVMケーブルで使用

1240 Gb SFP+ポー
ト（SIOCごとに
2つ）

5

サーバノードのユニット識

別ボタン/LED
13Chassis

Management
Controller
（CMS）のデバッ
グファームウェ

アユーティリ

ティポート

（SIOCごとに 1
つ）

6
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サーバノードの電源ボタン1410/100/1000専用
管理ポート、

RJ-45コネクタ
（SIOCごとに 1
つ）

7

サーバノードのリセット

ボタン（サーバノードの

チップセットをリセット）

15

ストレージサーバコンポーネント

サーバノード

Cisco UCS S3260システムは、1つまたは 2つのノードから構成されています。各ノードには
2つの CPU、128 GB、256 GB、または 512 GBの DIMMメモリ、最大 4 GBのキャッシュの
RAIDカードまたはパススルーコントローラが備わっています。サーバノードは次のいずれか
です。

• Cisco UCS S3260 M3サーバノード

• Cisco UCS S3260 M4サーバノード：このノードに、サーバノードの上部に接続するオプ
ションの I/Oエクスパンダが含まれる場合があります。

• Cisco UCS S3260 M5サーバノード：このノードに、サーバノードの上部に接続するオプ
ションの I/Oエクスパンダが含まれる場合があります。

ディスクスロット

Cisco UCS S3260シャーシの HDDマザーボードに 14ディスクスロットが 4行と、HDD拡張
トレイに追加の4ディスクスロットがあります。次の図は、上面からアクセス可能でホットス
ワップ可能な 56台の 3.5インチの 6 TBまたは 4 TB 7200 rpm NL-SAS HDDドライブのディス
クの配置を示しています。ディスクスロットに 2つの SASポートがあり、それぞれがシャー
シの SASエクスパンダに接続されます。
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図 5 : Cisco UCS S3260上面図

次の図は、HDD拡張トレイに 4つの追加ディスクスロットを備えた Cisco UCS S3260シャー
シを示しています。

図 6 : HDD拡張トレイを搭載した Cisco UCS 3260（背面図）

2つのサーバノードと 2つの SIOCがある場合、次の機能を使用できます。

1. 上のサーバノードは左の SIOC（サーバスロット 1、SIOC1）を使用します。

2. 下のサーバは右の SIOC（サーバスロット 2、SIOC2）を使用します。

2つの SIOCを搭載した 1つのサーバノードがある場合、Server SIOC Connectivity機能を有効
にできます。リリース 3.1(3)から、Cisco UCS S3260システムでは Server SIOCConnectivity機能
がサポートされています。シャーシに単一サーバとデュアル SIOCが装着されている場合、こ
の機能を使用して、プライマリ SIOCおよび補助 SIOCの両方を経由するデータパスを設定で
きます。

SASエクスパンダ
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Cisco UCS S3260システムには、冗長モードで実行し、シャーシレベルのディスクをサーバの
ストレージコントローラに接続する 2つの SASエクスパンダがあります。SASエクスパンダ
は、ストレージコントローラの間に2つのパスを提供するため、可用性が向上します。それら
には、次の利点があります。

•ハードドライブのプールを管理します。

•サーバのストレージコントローラへのハードドライブのディスクのゾーン設定。

リリース 3.2(3a)以降、Cisco UCSManagerは、ディスクスロットごとに単一のDiskPortを設定
することによって、ディスクへの単一パスアクセスを有効にすることができます。これによ

り、サーバは単一のデバイスのみを検出し、マルチパス設定を避けることができます。

次の表に、各 SASエクスパンダのポートの、導入の種類に基づくディスクへの接続方法につ
いて示します。

ConnectivityPort range

上面からアクセス可能なディスク1～ 56

HDD拡張トレイのディスク。57～ 60

ストレージコントローラと SASエクスパンダ間の SASのアップリンクの数は、サーバに搭載
されているコントローラのタイプによって異なることがあります。

（注）

ストレージエンクロージャ

Cisco UCS S3260には、次のタイプのストレージエンクロージャが備わっています。

シャーシレベルのストレージエンクロージャ

• HDD motherboard enclosure：シャーシの 56のデュアルポートディスクスロットは、
HDDマザーボードエンクロージャで構成されています。

• HDD拡張トレイ：Cisco UCS S3260システムに追加された 4つのデュアルディスク
スロットで HDD拡張トレイを構成しています。

HDD拡張トレイは現場交換可能ユニット（FRU）です。ディスク
は挿入時は未割り当てのままであり、ストレージコントローラに

割り当てることができます。ディスクゾーン分割の実行方法の詳

細については、次を参照してください。ディスクゾーン分割ポ

リシー（256ページ）

（注）

サーバレベルのストレージエンクロージャ

サーバレベルのストレージエンクロージャは、サーバに事前に割り当てられた専用のエ

ンクロージャです。次のいずれかになります。
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•背面ブート SSDエンクロージャ：このエンクロージャには、Cisco UCS S3260システ
ムの背面パネル上の 2つの 2.5インチディスクスロットが含まれています。各サーバ
は 2つの専用ディスクスロットを備えています。これらのディスクスロットは SATA
SSDをサポートします。

• Server board NVMe enclosure：このエンクロージャには 1つの PCIe NVMeコントロー
ラが搭載されています。

Cisco UCS S3260システムでは、上記 2種類のエンクロージャに物理的にディスクが存在
することができても、ホスト OSからは、すべてのディスクが SCSIエンクロージャの一
部として見なされます。これらは単一SESエンクロージャとして動作するように設定され
た SASエクスパンダに接続されます。

（注）

ストレージコントローラ

メザニンストレージコントローラ

次の表に、さまざまなストレージコントローラのタイプ、ファームウェアのタイプ、モー

ド、共有および OOBサポートを示します。

表 15 :

OOBサポート共有モードファームウェア

のタイプ

ストレージコン

トローラのタイ

プ

ありxHW RAID、
JBOD

メガ RAIDUCSC-S3X60-R1GB

ありxHW RAID、
JBOD

メガ RAIDUCS-C3K-M4RAID

ありありパススルーイニシエータ

ターゲット

UCSC-S3X60-HBA

ありありパススルーイニシエータ

ターゲット

UCS-S3260-DHBA

ありxHW RAID、
JBOD

メガ RAIDUCS-S3260-DRAID

その他のストレージコントローラ

SW RAIDコントローラ：Cisco UCS S3260システム内のサーバは、SW RAIDコントロー
ラに接続しているPCIeライザーに組み込まれた、2つの専用内部SSDをサポートします。
このコントローラは、Cisco C3000 M3サーバでサポートされます。

NVMeコントローラ： Cisco UCS S3260システム内のサーバによって、NVMeディスクの
インベントリとファームウェアアップデートにこのコントローラが使用されます。
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さまざまなサーバノードでサポートされているストレージコントローラに関する詳細は、

関連するサービスノートを参照してください。

• Cisco UCS S3260ストレージサーバサービスノート用 Cisco UCS C3X60 M3サーバ
ノード

• Cisco UCS S3260ストレージサーバサービスノート用 Cisco UCS C3X60 M4サーバ
ノード

• Cisco UCS S3260ストレージサーバ用 Cisco UCS S3260 M5サーバノードのサービス
ノート

Cisco UCS S3260ストレージ管理操作
次の表に、Cisco UCS Manager統合 Cisco UCS S3260システムで、実行できるさまざまなスト
レージ管理操作を示します。

次を参照してください。説明動作

このガイドの「ディスクゾーン分割ポ

リシー」セクション。

CiscoUCS S3260システム
の SASエクスパンダは、
ドライブのプールを

シャーシレベルで管理で

きます。高可用性のため

にディスクを共有するに

は、次の手順を実行して

ください。

1. ディスクゾーン分割
ポリシーを作成しま

す。

2. ディスクのスロット
を作成し、所有権を

割り当てます。

3. シャーシプロファイ
ルにディスクを関連

付けます。

高可用性のためのディス

クの共有
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次を参照してください。説明動作

『』の「Storage Profiles」セクション。
Cisco UCS Managerリリース 3.2スト

レージ管理ガイド

CiscoUCS S3260システム
でストレージディスクの

定義、ディスクの割り当

て、および管理を行うに

は、CiscoUCSManagerの
ストレージプロファイル

とディスクグループポリ

シーを利用できます。

ストレージプロファイ

ル、ディスクグループお

よびディスクグループ設

定ポリシー

このガイドの「シャーシレベルのスト

レージエンクロージャの削除」セク

ション。

サーバで、HDD拡張トレ
イを交換するか、以前に

挿入したトレイを取り外

します。

ストレージエンクロー

ジャ操作

高可用性のためのディスクの共有

ディスクゾーン分割ポリシー

ディスクゾーン分割を使用してサーバノードにドライブを割り当てることができます。ディ

スクゾーン分割は、同一サーバのコントローラまたは異なるサーバのコントローラで実行する

ことができます。ディスクの所有権は次のいずれかになります。

未割り当て

未割り当てのディスクとは、サーバノードに表示されていないものを指します。

専用

このオプションを選択すると、 [Server]、 [Controller]、 [Drive Path]、およびディスクス
ロットの [Slot Range]の値を設定する必要があります。

ディスクは割り当てられたコントローラにのみ表示されます。（注）

リリース 3.2(3a)以降、Cisco UCS S 3260 M 5以降のサーバでは、 Cisco UCS Managerは、
ディスクスロットごとに単一の DiskPortを設定することによって、ディスクへの単一パ
スアクセスを有効にすることができます。1つのパスの設定により、サーバが設定で選択
されたドライブが1つパスでのみディスクドライブを検出します。シングルパスアクセス
は、Cisco UCS S3260デュアルパススルーコントローラ (UCS-S3260-DHBA)でのみサポー
トされています。

シングルパスアクセスが有効になると、3.2(3a)より前のリリースにダウングレードする
ことはできません。ダウングレードするには、ディスクゾーニングポリシーでディスク
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スロットのディスクパスをPath Bothに設定して、この機能を無効にし、すべてのディス
クスロットを両方のディスクポートに割り当てます。

共有

共有ディスクとは、複数のコントローラに割り当てられるものを指します。これらは、

サーバがクラスタ構成で動作し、各サーバに HBAモードのストレージコントローラがあ
る場合に絞って使用されます。

デュアル HBAコントローラを使用する場合は、特定の条件下では共有モードを使用でき
ません。

（注）

シャーシのグローバルホットスペア

このオプションを選択すると、ディスクの[Slot Range]の値を設定する必要があります。

ディスクの移行と孤立した LUNの要求：サーバ（サーバ 1）へゾーン分割されたディスクを
別のサーバ（サーバ 2）に移行するには、仮想ドライブ（LUN）を転送準備完了としてマーク
するか、仮想ドライブを非表示にする処理を実行します。次に、そのディスクに割り当てる

ディスクゾーン分割ポリシーを変更できます。仮想ドライブ管理の詳細については、『Cisco
UCS Manager Storage Management Guide』の「Disk Groups and Disk Configuration Policies」のセ
クションを参照してください。

重要

ディスクゾーン分割ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [root]の順に展開します。

ステップ 3 [Disk Zoning Policies]を右クリックし、[Create Disk Zoning Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create Disk Zoning Policy]ダイアログボックスで、次を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングについての情

報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、スロット番号、所有権、割り

当てられたサーバ、割り当てられたコントローラとコントローラのタ

イプなどのディスクに関するすべての設定関連情報を維持します。

デフォルトでは、[Preserve Config]チェックボックスはオフ
になっています。

（注）

[PreserveConfig]チェックボックス

[Disk Zoning Information]領域で、次を入力します。

フィールド名前

ディスクスロットの名前。[Name]カラム

ディスクのスロット番号。[Slot Number]カラム
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フィールド名前

[Ownership]カラム
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フィールド名前

スロットの所有権の値。次のいずれかになります。

• Unassigned：このオプションは、デフォルトで
選択されます。 [SlotRange]フィールドにスロッ
ト番号を設定できます。

• Dedicated—このオプションを選択すると
[Server]、[Controller]、およびディスクスロッ
トの [Drive Path]、および [Slot Range]の値を
設定する必要があります。

リリース 3.2(3a)以降、Cisco UCS Managerは、
ディスクスロットごとに単一のDiskPortを設定
することによって、ディスクへの単一パスアク

セスを有効にすることができます。これによ

り、サーバは単一のデバイスのみを検出し、マ

ルチパス設定を避けることができます。

ドライブのパスのオプションは次のとおりで

す。

•両方のパス(デフォルト) -ドライブパスは
両方のSASエクスパンダにゾーニングされ
ます。

•パス 0 -ドライブパスは、SASエクスパン
ダ 1にゾーニングされます。

•パス 1 -ドライブパスは、SASエクスパン
ダ 2にゾーニングされます。

• Shared：このオプションを選択すると、ディス
クスロットに対する、[Slot Range]と、割り当
てられているサーバ、割り当てられているコン

トローラ、コントローラのタイプなどのコント

ローラ情報の値を設定する必要があります。

デュアル HBAコントローラを使用す
る場合は、特定の条件下では共有モー

（注）

ドを使用できません。デュアル HBA
コントローラの共有モードの条件を確

認するには、表 16 :デュアル HBAコ
ントローラの共有モードの制約事項

（261ページ）を参照してください。

• Chassis Global Hot Spare：このオプションを選
択すると、ディスクスロットに対する [Slot
Range]
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フィールド名前

の値を設定する必要があります。

ディスクが割り当てられているサーバの ID。[Assigned to Server]列

ディスクが割り当てられているコントローラの ID。

デュアルRAIDセットアップで、最初のコ
ントローラから2番目のディスクにディス
クを移行するには、[Assigned to Controller]
をセカンドコントローラに変更します。

（注）

[Assigned to Controller]列

コントローラのタイプ。ディスクが専用または共有

のいずれでも、コントローラタイプは常に SASで
す。

[Controller Type]列

表 16 :デュアル HBAコントローラの共有モードの制約事項

共有モードのサポートコントローラHDDトレイサーバ

未サポートデュアル HBA非対応Cisco UCS S3260

未サポートデュアル HBAHDDトレイCisco UCS S3260

未サポートデュアル HBAHDDトレイ事前プロビジョニング

ディスクスロットの作成と所有権の割り当て

ディスクゾーン分割ポリシーの作成後、ディスクスロットを作成し、所有権を割り当てる必

要があります。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [root] > [Disk Zoning Policies]の順に展開して、ディスクスロットを追加するディスクゾーン分
割ポリシーを選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Actions]の下の [Add Slots to Policy]をクリックします。

ステップ 4 [Add Slots to Policy]ダイアログボックスで、次のように入力します。
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説明名前

ディスクスロットの所有権。次のいずれかになります。

• Unassigned：このオプションは、デフォルトで選択されます。
[Slot Range]フィールドにスロット番号を設定できます。

• Dedicated：このオプションを選択すると、[Server]、[Controller]、
およびディスクスロットの [Slot Range]の値を設定する必要があ
ります。

• Shared：このオプションを選択すると、ディスクスロットに対す
る、[SlotRange]と、割り当てられているサーバ、割り当てられて
いるコントローラ、コントローラのタイプなどのコントローラ情

報の値を設定する必要があります。

デュアル HBAコントローラを使用する場合は、特定の
条件下では共有モードを使用できません。デュアルHBA
コントローラの共有モードの条件を確認するには、表

16 :デュアル HBAコントローラの共有モードの制約事
項（261ページ）を参照してください。

（注）

• Chassis Global Hot Spare：このオプションを選択すると、ディス
クスロットに対する [SlotRange]の値を設定する必要があります。

[Ownership]チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。

シャーシプロファイルへのディスクゾーン分割ポリシーの関連付け

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。

ステップ 2 [Chassis] > [Chassis Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 シャーシプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Chassis Profile]を選択します。

ステップ 5 [Identify Chassis Profile]ページで、シャーシプロファイルの名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Maintenance Policy]ページで、メンテナンスポリシーの名前を指定して [Next]をクリックしま
す。

ステップ 7 [Chassis Assignment]ページで、[Chassis Assignment]の下の [Select existing Chassis]を選択し、このシャーシ
プロファイルに関連付けるシャーシを選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Disk Zoning]ページで、このシャーシプロファイルに関連付けるディスクのゾーン分割に関するポリシー
を指定します。
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ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

ディスクの移行

1つのサーバから別のサーバへゾーン分割されているディスクを移行する前に、転送準備完了
として仮想ドライブ（LUN）をマークするか、または仮想ドライブの非表示操作を実行する必
要があります。これにより、サービスプロファイルからのすべての参照がディスクの移行前に

削除されたことを確認します。仮想ドライブの詳細については、『Cisco UCS Managerリリー

ス 3.2ストレージ管理ガイド』の「仮想ドライブ」セクションを参照してください。

デュアルRAIDセットアップで、ディスクをファーストコントローラからセカンドに移行する
には、ディスクゾーニングポリシーの [Assignedto Controller]をセカンドコントローラに変更
します。ディスクゾーン分割ポリシーの作成（257ページ） を参照してください。

（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Equipment] > [Chassis] > [Servers]の順にクリックします。

ステップ 2 ディスクの移行を実行するサーバを選択します。

ステップ 3 [Work (作業)]ペインで、[Inventory (インベントリ)]タブをクリックします。

ステップ 4 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [LUNs]サブタブをクリックします。

ステップ 6 別のサーバに移行するための仮想ドライブを準備するストレージコントローラを選択します。

ステップ 7 移行するディスクを選択します。

ステップ 8 [Actions]領域で、次のいずれかを選択します。

説明名前

ディスクの名前を変更する

には、このリンクをクリッ

クします。

Rename

ディスクを削除するには、

このリンクをクリックしま

す。

[削除（Delete）]
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説明名前

1つのサーバから別のサーバ
へ仮想ドライブを安全に移

行するには、このリンクを

クリックします。

ディスクグループ

のすべての仮想ド

ライブは、移行ま

たはサーバノード

から割り当て解除

される前に、非表

示としてマークさ

れている必要があ

ります。

（注）

Set Transportation Ready

仮想ドライブの状態の転送

準備完了をクリアするには、

このリンクをクリックしま

す。

ClearTransportation Ready

1つのサーバから別のサーバ
へ仮想ドライブを安全に移

行するには、このオプショ

ンをクリックします。

ディスクグループ

のすべての仮想ド

ライブは、移行ま

たはサーバノード

から割り当て解除

される前に、非表

示としてマークさ

れている必要があ

ります。

（注）

Hide Virtual Drive

仮想ドライブを表示して入

出力処理を有効にするには、

このリンクをクリックしま

す。

Unhide Virtual Drive
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ストレージエンクロージャ操作

シャーシレベルのストレージエンクロージャの削除

物理的に取り外した後で、CiscoUCSManagerのHDD拡張トレイに対応するストレージエンク
ロージャを削除できます。サーバレベルまたは他のシャーシレベルのストレージエンクロー

ジャは削除できません。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Chassis (シャーシ)] > [Servers (サービス)] > [Storage Enclosures (ストレージエンクロージャ)]の順に展開
します。

ステップ 3 削除するストレージエンクロージャを選択します。

ステップ 4 [Actions]領域で [Remove Enclosure]をクリックします。

SASエクスパンダ設定ポリシー

SASエクスパンダ設定ポリシーの作成

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。
2. [Chassis] > [Policies]の順に展開します。

3. ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

4. [Sas Expander Configuration Policies]を右クリックし、[Create Sas Expander Configuration Policy]
を選択します。

5. [Create Sas Expander Configuration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入
力します。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。

ステップ 2 [Chassis] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Sas Expander Configuration Policies]を右クリックし、[Create Sas Expander Configuration Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Sas Expander Configuration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オ

ブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングについての情

報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できま
す。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、
または '（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：このポリシーでは接続管理が無効になっているため、
12Gが使用可能でも SASエクスパンダは 6Gの速度のみを使用し
ます。

• [Enabled]：このポリシーでは接続管理が有効になっており、可用
性に基づいて 6Gと 12G間で速度をインテリジェントに切り替え
ます。

[6G-12G Mixed Mode]を有効にした後は、3.2(3a)より前のリリー
スにダウングレードすることはできません。ダウングレードする

には、このモードを無効にします。

• [No Change]（デフォルト）：事前の設定が保持されます。

[6G-12G Mixed Mode]モードを有効または無効にするには、
システムが再起動します。

[6G-12G Mixed Mode]フィールドは、Cisco UCS S3260M5以
降のサーバでのみ使用可能です。

（注）

[6G-12G Mixed Mode]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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SASエクスパンダ設定ポリシーの削除

手順の概要

1. [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。
2. [Chassis] > [Policies]の順に展開します。

3. プールを含む組織のノードを展開します。

4. [Sas Expander Configuration Policies]を展開します。
5. 削除する SASエクスパンダポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
6. 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Chassis]タブをクリックします。

ステップ 2 [Chassis] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Sas Expander Configuration Policies]を展開します。

ステップ 5 削除する SASエクスパンダポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
267

Cisco UCS S3260システムストレージ管理

SASエクスパンダ設定ポリシーの削除



Cisco UCS Managerリリース 4.1ストレージ管理ガイド
268

Cisco UCS S3260システムストレージ管理

SASエクスパンダ設定ポリシーの削除


	Cisco UCS Manager リリース 4.1 ストレージ管理ガイド
	目次
	はじめに
	対象読者
	表記法
	関連 Cisco UCS 資料
	マニュアルに関するフィードバック

	新機能および変更された機能に関する情報
	新機能および変更された機能に関する情報

	概要
	概要
	Cisco UCS Manager ユーザ マニュアル
	ストレージ オプション
	ストレージ設計の考慮事項
	ストレージ設定の順序
	ストレージ プロトコル
	UCS Manager の [SAN] タブ

	SAN ポートおよびポート チャネル
	ポート モード
	ポート タイプ
	サーバ ポート
	サーバ ポートの設定

	ファブリック インターコネクトのポートの再設定
	ファブリック インターコネクトのポートのイネーブル化またはディセーブル化
	ファブリック インターコネクトのポート設定解除
	アプライアンス ポート
	アプライアンス ポートの設定
	アプライアンス ポートのプロパティの変更

	FCoE およびファイバ チャネル ストレージ ポート
	イーサネット ポートの FCoE ストレージ ポートとしての設定
	ファイバ チャネル ストレージ ポートの設定
	アップリンク ファイバ チャネル ポートの復元

	FC リンクの再調整
	FC アップリンク ポートの設定
	FCoE アップリンク ポート
	FCoE アップリンク ポートの設定

	ユニファイド ストレージ ポート
	アプライアンス ポートのユニファイド ストレージ ポートとしての設定
	ユニファイド ストレージ ポートの設定解除

	ユニファイド アップリンク ポート
	ユニファイド アップリンク ポートの設定
	ユニファイド アップリンク ポートの設定解除

	ポリシーベースのポート エラー処理
	エラーベース アクションの設定

	ファイバ チャネル ポート チャネル
	ファイバ チャネル ポート チャネルの作成
	ファイバ チャネル ポート チャネルのイネーブル化
	ファイバ チャネル ポート チャネルのディセーブル化
	ファイバ チャネル ポート チャネルのポートの追加および削除
	ファイバ チャネル ポート チャネルのプロパティの変更
	ファイバ チャネル ポート チャネルの削除

	FCoE ポート チャネル数
	FCoE ポート チャネルの作成
	FCoE ポート チャネルの削除

	ユニファイド アップリンク ポート チャネル

	ファイバ チャネルのゾーン分割
	ファイバ チャネル ゾーン分割に関する情報
	ゾーンに関する情報
	ゾーン セットに関する情報

	Cisco UCS Manager でのファイバ チャネル ゾーン分割のサポート
	Cisco UCS Manager-ベースのファイバ チャネル ゾーン分割
	vHBA イニシエータ グループ
	ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシー
	ファイバ チャネル アクティブ ゾーン セット設定

	スイッチベースのファイバ チャネル ゾーン分割

	Cisco UCS Manager-ベースのファイバ チャネル ゾーン分割に関するガイドラインおよび推奨事項
	ファイバ チャネル ゾーン分割の設定
	ファイバ チャネル ゾーン分割用の VSAN の作成
	新しいファイバ チャネル ゾーン プロファイルの作成
	ファイバ チャネル ゾーン プロファイルの削除
	ファイバ チャネル ユーザ ゾーンの削除
	ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシー
	ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシーの削除


	ネームド VSAN
	ネームド VSAN
	ネームド VSAN のファイバ チャネル アップリンク トランキング
	VSAN に関するガイドラインおよび推奨事項
	ネームド VSAN の作成
	ストレージ VSAN の作成
	ネームド VSAN の削除
	ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID の変更
	ファイバ チャネル アップリンク トランキングのイネーブル化
	ファイバ チャネル アップリンク トランキングのディセーブル化

	SAN ピン グループ
	SAN ピン グループ
	SAN ピン グループの作成
	SAN ピン グループの削除


	FC ID の割り当て
	ファイバ チャネル ID

	WWN プール
	WWN プール
	WWNN プールの作成
	WWNN プールへの WWN ブロックの追加
	WWNN プールからの WWN ブロックの削除
	WWNN プールへの WWNN イニシエータの追加
	WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除
	WWNN プールの削除

	WWPN プール
	WWPN プールの作成
	WWPN プールへの WWN ブロックの追加
	WWPN プールからの WWN ブロックの削除
	WWPN プールへの WWPN イニシエータの追加
	WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除
	WWPN プールの削除

	WWxN プール
	WWxN プールの作成
	WWxN プールへの WWN ブロックの追加
	WWxN プールからの WWN ブロックの削除
	WWxN プールの削除


	ストレージ関連ポリシー
	vHBA テンプレートについて
	vHBA テンプレート
	vHBA テンプレートの作成
	vHBA テンプレートへの vHBA のバインディング
	vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除
	vHBA テンプレートの削除

	ファイバ チャネル アダプタ ポリシー
	イーサネットおよびファイバ チャネル アダプタ ポリシー
	ファイバ チャネル アダプタ ポリシーの作成
	ファイバ チャネル アダプタ ポリシーの削除

	デフォルトの vHBA 動作ポリシーについて
	デフォルトの vHBA 動作ポリシー
	デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

	SAN 接続ポリシー
	LAN および SAN 接続ポリシーについて
	LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
	サービス プロファイルと接続ポリシー間の相互作用
	SAN 接続ポリシーの作成
	SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成
	SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除
	SAN 接続ポリシー用のイニシエータ グループの作成
	SAN 接続ポリシーからのイニシエータ グループの削除
	SAN 接続ポリシーの削除
	Intel® ボリューム管理デバイスの有効化
	ボリューム管理デバイス (VMD) の設定
	UCS Manager での VMD の有効化

	パススルー モードでボリューム管理デバイス (VMD) 有効化
	ボリューム管理デバイス (VMD) パススルーモード
	VMD パススルーの設定


	VMD ドライバのダウンロード
	Intel® ボリューム管理デバイス ドライバ
	VMD を搭載している CPU (VRoC) の Intel® 仮想 RAID

	Linux VMD ドライバのダウンロード
	Windows VMD ドライバのダウンロード
	VMD パススルー ドライバのダウンロード

	NVMe の高度な VMD 搭載したカスタム LED のステータス


	SED セキュリティ ポリシー
	自己暗号化ドライブのセキュリティ ポリシー
	コントローラとディスクのセキュリティ フラグ
	ローカル セキュリティ ポリシーの管理
	ローカル セキュリティ ポリシーの作成
	ローカル セキュリティ ポリシーの変更
	ローカル セキュリティ ポリシーを使用しているサーバへのセキュアなディスクの挿入

	KMIP クライアント証明書ポリシー
	グローバル KMIP クライアント証明書ポリシーの作成
	サーバ用の KMIP クライアント証明書ポリシーの作成

	リモート セキュリティ ポリシーの管理
	リモート セキュリティ ポリシーの作成
	リモート セキュリティ ポリシーの変更
	リモート セキュリティ キーの変更
	リモート セキュリティ ポリシーを使用しているサーバへのセキュアなディスクの挿入

	ディスクのセキュリティのイネーブル化とディセーブル化
	コントローラのセキュリティのディセーブル化
	ロックされたディスクのロックの解除
	セキュア外部設定ディスクの消去
	データを安全に削除する

	ストレージ プロファイル
	ストレージ プロファイル
	Cisco ブート最適化 M.2 RAID コントローラ
	ディスク グループおよびディスク グループ設定ポリシー
	仮想ドライブ
	ディスク グループ ポリシーの設定

	RAID レベル
	自動ディスク選択
	サポートされている LUN の変更
	サポートされていない LUN の変更
	ディスク挿入の処理
	非冗長仮想ドライブ
	ホット スペア ドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ
	ホット スペア ドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ
	ホット スペア ドライブの交換
	未使用スロットへの物理ドライブの挿入

	仮想ドライブの命名
	LUN の参照解除
	コントローラの制限と制約事項
	ストレージ プロファイル
	ストレージ プロファイルの作成
	特定のストレージ プロファイルの作成
	ストレージ プロファイルの削除

	ローカル LUN
	ローカル LUN の設定
	サービス プロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表示
	ローカル LUN の削除

	LUN の設定
	LUN 設定
	LUN 設定の作成
	LUN セットの詳細の表示
	LUN セットの削除

	PCH コントローラ定義
	PCH SSD コントローラ定義
	FCH コントローラの設定

	ストレージ プロファイル PCH コントローラ定義の作成
	サービス プロファイル PCH コントローラ定義の変更
	ストレージ プロファイル PCH コントローラ定義の削除
	PCH コントローラ定義の設定のトラブルシューティング

	M.2 モジュールの移行
	SWRAID での M.2 モジュールの移行
	AHCI モードでの M.2 モジュールの移行
	SWRAID ディスクの移行
	AHCI モードでの JBOD ディスクの移行


	不良 M.2 ディスクの交換
	ストレージ プロファイルと既存のサービス プロファイルとの関連付け

	ストレージ プロファイルの設定
	ブレード サーバの RAID コントローラの外部設定のインポート
	ラック サーバの RAID コントローラの外部設定のインポート
	ブレード サーバのローカル ディスク操作の設定
	ラック サーバのローカル ディスク操作の設定
	ローカル ディスクの設定操作
	孤立した仮想ドライブの削除
	ラック サーバの孤立した仮想ドライブの削除
	ブレード サーバの孤立した仮想ドライブの名前変更
	ラック サーバの孤立した仮想ドライブの名前変更


	ローカル ストレージのブート ポリシー
	組み込みのローカル LUN のブート ポリシーの設定
	組み込みのローカル ディスクのブート ポリシーの設定

	サービス プロファイル内のローカル LUN 操作
	LUN 名の事前プロビジョニング
	孤立した LUN の要求
	LUN の展開および展開解除
	サービス プロファイルで参照されている LUN の名前変更



	ミニ ストレージ
	ミニ ストレージ
	ミニ ストレージ プロパティの表示

	SD カード サポートの設定
	FlexFlash セキュア デジタル カードのサポート
	FlexFlash FX3S のサポート
	FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化
	FlexFlash SD カードのサポートのディセーブル化
	自動同期のイネーブル化
	SD カードのフォーマット
	FlexFlash コントローラのリセット

	FlexUtil セキュア デジタル カードのサポート

	ダイレクト アタッチド ストレージ
	ダイレクト アタッチド ストレージ
	ファイバ チャネル スイッチング モード
	ファイバ チャネル スイッチング モードの設定
	ストレージ VSAN の作成
	ファイバ チャネル ゾーン分割用の VSAN の作成
	ファイバ チャネル ストレージ ポートの設定
	ファイバ チャネル ゾーン分割の設定
	ファイバ チャネル ストレージ接続ポリシーの作成
	[Expert] ウィザードを使用したサービス プロファイルの作成
	サービス プロファイルとサーバまたはサーバ プールの関連付け
	ファイバ チャネル ゾーン分割設定の確認
	ファイバ チャネル ゾーン分割設定のトラブルシューティング


	ストレージ インベントリ
	ローカル ディスク ロケータ LED のステータス
	ローカル ディスク ロケータ LED のオンとオフの切り替え
	NVMe の高度な VMD 搭載したカスタム LED のステータス
	NVMe で最適化された M5 サーバ
	MSwitch ディザスタ リカバリ

	NVMe PCIe SSD インベントリ
	NVMe PCIe SSD ストレージ インベントリの表示
	Intel® ボリューム管理デバイスの有効化
	ボリューム管理デバイス (VMD) の設定
	UCS Manager での VMD の有効化

	パススルー モードでボリューム管理デバイス (VMD) 有効化
	ボリューム管理デバイス (VMD) パススルーモード
	VMD パススルーの設定


	VMD ドライバのダウンロード
	Intel® ボリューム管理デバイス ドライバ
	VMD を搭載している CPU (VRoC) の Intel® 仮想 RAID

	Linux VMD ドライバのダウンロード
	Windows VMD ドライバのダウンロード
	VMD パススルー ドライバのダウンロード

	NVMe の高度な VMD 搭載したカスタム LED のステータス

	Cisco UCS S3260 システム ストレージ管理
	ストレージ サーバ機能およびコンポーネントの概要
	Cisco UCS S3260 ストレージ管理操作
	高可用性のためのディスクの共有
	ディスク ゾーン分割ポリシー
	ディスク ゾーン分割ポリシーの作成
	ディスク スロットの作成と所有権の割り当て
	シャーシ プロファイルへのディスク ゾーン分割ポリシーの関連付け
	ディスクの移行

	ストレージ エンクロージャ操作
	シャーシ レベルのストレージ エンクロージャの削除

	SAS エクスパンダ設定ポリシー
	SAS エクスパンダ設定ポリシーの作成
	SAS エクスパンダ設定ポリシーの削除



